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　病人を寝かせた奥の間は、しんと冷え切っていた。幾つも置かれた火鉢でさえ拭ぬぐいきれないその冷気は、まるで、冥めい府ふの底から漂ってくるかのようだ。

　光みつ彬あきが枕元にへたり込むや、もう何日も眠ったままだと聞かされていた祖父が、ゆっくりと瞼を上げた。

『…来たか…、光彬…』

『……お、祖じ父い様…っ…』

　もしや復調の兆きざしかと光彬は身を乗り出すが、芽生えかけた希望はすぐに潰ついえた。

　年齢の割には若々しかったはずの祖父の面めん相そうには深い疲労と、死の気配が漂っている。医術の心得など無い光彬でも、どんな薬やく石せきも功を奏さぬであろうと確信せざるを得ないほど、はっきりと。

　ましてや、光彬を共に暮らしていた頃のように呼び捨てるなど、常の祖父ならありえない。流行はやり病やまいによって異母兄弟たちが次々と命を落とし、次の将軍候補として光彬が恵え渡ど城に連れ戻されることが決まってから、祖父は光彬を孫ではなく、将軍の御子として丁重に接するようになったのだ。光彬がどれほどやめて欲しいと訴えても、己は一介の幕臣に過ぎぬゆえ、秩序は守らなければならないと聞き入れてくれなかった。

　娘が将軍の御子を産み、その御子が次の将軍になろうというのだから、望めばいくらでも豪勢な暮らしを送れたものを、奥の間は昔と変わらぬ質素な設しつらえのままだ。

　幕府から下された多額の見舞金も、この分では、貧しい者たちに分け与えてしまったに違いない。祖父危き篤とくの一報を受け、光彬が先ほど恵渡城から駆け付けた時、祖父から恩を施ほどこされた人々が邸やしきを囲み、回復を祈願し、掌てのひらを合わせていた。

『…これを…、そなたに…』

　よろめきながら身を起こした祖父が、枕元の大小刀を取り上げ、差し出してくる。

　常に祖父が差していたそれを、光彬は覚悟と共に受け取った。武士が魂とも言うべき差さし料りょうを譲るのは、死を悟さとったからに他ならない。

　おそらく祖父は、この刀を光彬に譲り渡すため、今にも露と消えそうな命を繫ぎ止めていたのだ。数奇な運命に翻ほん弄ろうされる孫に己の魂を寄り添わせ、少しでも支えになってやりたい。ただ、その一心で。

『お祖父様…』

　託された刀を握り締め、光彬は涙を流すまいと必死に歯を食いしばる。武士の子は何が起きようと泣いてはならぬというのが、祖父の教えだった。

　祖父はふっと目元を緩め、光彬の手を取った。死にゆく者とは思えぬほど強い力で握られ、思わず顔を上げた光彬は、ごくりと息を呑む。かつて剣の道を叩き込んでくれた時と同じ、毅き然ぜんとした眼差しが、光彬を射抜いていたから。

『…良いか、光彬。優しき男おの子こであれ』

『……』

『たとえ何者になろうと、そなたは優しき男子であれ。それがそなたを…そして、そなたの大切なものも、守ることになるだろう』

『……はい、お祖父様。……必ず』

　光彬が立ち上がり、大小の刀を差してみせると、祖父は満足そうに微笑んだ。

　冬の気配も色濃く残る、十五の春の日のことだった。







　温かな手に頰を優しく撫でられ、光彬は眠りの淵ふちから引き上げられた。纏まとわり付く睡魔を振り払い、ゆっくりと目を開ける。

「…申し訳ありません、上様。起こしてしまいましたか」

　一つ褥しとねに横たわり、唇が触れ合うくらい近くから覗き込んでくるのは、極楽浄土より舞い降りた天人――そう言われれば、誰もが納得するだろう。白い光を束たばねたようにまばゆい美貌は、近づきがたいほど清せい冽れつでありながら、どこかなまめかしい。

　紅べにも引いていないくせにぬれぬれと紅い唇や、口元を彩いろどる黒子ほくろがやたらとあだめいているせいか。寝乱れた黒髪が、ぬばたまの如くつややかなせいか。それとも、獣を連想させるしなやかな肉体に白絹の単衣ひとえを羽織ったきりのしどけない姿が、葦よし原わらの傾けい城せいも裸足で逃げ出しそうな色香を匂い立たせているせいか。

　だが、愛おしげに微笑む麗人は、決して手の届かぬ天の国の民などではない。血の通った人間――光彬が今生にただ一人と定めた妻、純すみ皓ひろである。昨夜の名な残ごりを留め、しっとりと吸い付いてくる肌や、光彬の太股に押し当てられた股間の熱さが、そう教えてくれる。

「……純皓」

　寝起きの少しかすれた声で呼びかけると、どんな宝玉よりも美しい黒の双眸がつっと細められた。

　だるさの残る腰から、下帯をつけていない引き締まった尻のあわいまで、さんざん光彬を乱れさせた手がねっとりとまさぐりながら辿っていく。光彬の中に眠る快楽の熾おき火びを、今一度燃え上がらせようとするかのように。

「…上様…、私の、愛しい背の君…」

「っ…、あ…、純皓、駄目だ…」

　まだ純皓の形にほころんでいる気がする入り口をつつかれ、光彬はとっさに妻の腕を摑んだ。

　光彬だけを一途に慕したう妻が昨夜の交わりだけでは満足せず、再び夫を求めてくれるのは嬉しいし、いじらしいとも思う。

　けれど、そろそろ御み台だい所どころ付き小こ姓しょうの咲さきが起床を促うながしに訪れる頃合だ。御お広ひろ敷しきの台所では、御台所人たちが将軍夫妻のために朝あさ餉げをこしらえているだろう。彼らの勤めを、光彬の都合で乱すのはなるべく避けたい。ただでさえ、昨夜は常より早く床とこ入いりした挙句、夕ゆう餉げもろくに取らずに互いを求め合ったのだから。

　御広敷の御台所人と言えば、基本的に御お目め見みえ以下の御ご家け人にん…最下級の役人である。身分的には奥おく女じょ中ちゅうよりも低い。光彬の亡き父や異母兄たちなら、彼らの都合など構いもしなかっただろうが、市し井せいに育った光彬は城勤めがいかに骨の折れる任務かを知っている。

「私の上様は、なんとお優しい御方…上様を主君と戴いただけて、御城勤めの者たちは幸運でございますね」

　ただ一人の妻として夫を陰ひなたなく支える純皓は、何も言わずとも、光彬の心を汲くんでくれたようだった。

「ですが、どうぞご安心を。朝餉の時刻を一刻ほどずらすよう、御広敷には昨日のうちに命じてあります。お召し替えの時間を入れても、あと半刻はこうしていられるかと」

「…っ、あ、…」

「上様…、私たちは天にも認められた夫婦でありながら、二日もの間、別離を強しいられていたのですよ。ようやくお会い出来たのです。たったの一晩では、とうてい満足など出来ません。……ほら」

　純皓は長身をすり寄せると、ぴったりと隙間無く互いの胸を重ね合わせてきた。長くしなやかな脚が、光彬の脚を絡め取る。単衣に焚たき染められた白びゃく檀だんが、いつもより高い純皓の体温に溶け、極上の媚び香こうとなって光彬の理性をとろかす。
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「こうすれば、おわかり下さるでしょう？　私がどれほど、上様をお待ち申し上げていたか…」

「あ…、あっ、純、皓…」

「仮にも私は、上様の唯一の正妻、御台所ですのに…その務めすら忘れ果て、上様にお会い出来たなら何を申し上げよう、どうすればこの苦しい胸の想いをお伝え出来るのかと、そればかりを考えていたのですよ…昼も夜も、…独り寝の間も、ずっと」

　――上様は本当に、罪な御方。

　吐息と一緒に耳元で囁きかけられ、光彬の背が甘く疼うずいた。いけない、やめなければと思えば思うほど、頭の中で妄想がむくむくと膨ふくらんでいく。

　大奥は将軍の妻さい妾しょうが住まう場所であり、そこに渡るのを許された男は将軍その人だけ。将軍は用意された側室候補の美女たちを可能な限り大勢褥に招き、数多あまたの世よ継つぎを産ませることを期待されている。

　ならばいつでも自由に渡れるのかと問われれば、答えは否である。歴代将軍や御台所の忌き日にちなど、精しょう進じん潔けっ斎さいせねばならない日には、将軍の日常の住まいである中なか奥おくから出ず、身を慎つつしむのだ。当然、女おな子ごばかりの大奥に渡るなど言語道断である。

　その潔斎日が偶然にも重なってしまったため、純皓と褥を共にするのは昨夜が二日ぶりだったのだ。

　一刻も早く、愛しい妻に会いたい。

　その一心で大奥に渡ってきた光彬を、純皓は半ば無理矢理褥に引きずり込み、楚そ々そとした姿からは想像もつかぬほど激しく抱いた。光彬は情けなくも、妻の熱情を受け止めるので精いっぱいだったのだが…純皓もまた、会えずにいる間、光彬に焦こがれていてくれたのだろうか。

　光彬が不ね寝ずの番ばんの小姓の目を盗み、美しい妻を瞼の裏に思い浮かべながら猛たける一いち物もつを褥の中で慰めたように。純皓も身の内の熱を持て余し、白くすべらかな素肌を火ほ照てらせていたのだろうか…？

『あ…ぁ、上様…、寂しゅうございます、上様……』

　妄想の中の純皓が、艶めいた囁きを漏らした。その掌てのひらははだけた単衣の胸元と剝き出しの股間、両方に差し入れられ、妖しげにうごめいている。

　光彬が好んで弄いじくり回し、吸いまくったせいですっかり敏感になってしまったと、純皓は以前教えてくれた。下着の類をつけないのは、光彬に求められれば、いつでも応じるため。貞淑な妻の心得だとも。

『上様…っ…、上様……っ！』

　ぶるりと背を震わせ、純皓は絶頂に上り詰めた。己の精を受け止めた掌を、独り寝を強いられた妻は虚しく見詰めただろう。いつもなら、純皓の吐き出す精は全て、光彬の腹の中に注ぎ込まれているのだから。どうしてここに愛しい伴侶が居てくれないのかと、光彬と同じ孤独と切なさを味わっただろう。

「上様……」

　再度、甘く囁いたのは現実の純皓だと、少し遅れて気付いた。妄想の中の淫らな寝姿と、目の前のあでやかな微笑みが重なる。股間をぐいぐいと圧迫してくる太ふと摩ま羅らが…妻の情熱が、欲しくてたまらなくなる。

「上様が欲しい……。ねえ…、いいでしょう、上様……？」

　ねだる妻は我を忘れそうなほど蠱こ惑わく的てきなのに、けなげだと可愛く思ってしまうのは、惚れた欲目というものだろうか。

　光彬は純皓の腕の中で伸び上がり、しっとりとした唇に己のそれをぶつけた。

「…俺も、お前が欲しい。会えぬ間、お前のことばかり考えていた」

「っ…、上様…っ！」

　見開かれた漆黒の双眸が、獣めいた猛たけ々だけしい光を帯びた。乱れた褥に、強い力で仰向けに押し倒される。

「可愛いことばっかり言いやがって…俺を本気にさせた責任はきっちり取ってもらうからな。光彬…」

　唇を舐め上げ、のしかかってくる純皓は、淑しとやかで万事控えめな妻ではなく、獰どう猛もうな雄の貌かおをしていた。







　後に神しん君くんと謳うたわれる七しち條じょう光みつ嘉よしが戦乱の絶えなかった陽ひノの本もとを平定し、恵渡に幕府を開いてから百余年。

　七條光彬は、七代将軍である父、光みつ晴はるの七番目の男子として生を享うけた。将軍の直系ではあるが、生母のおゆきが身分低き御家人の娘だったこと、そして六人もの異母兄が立派に育っていたことから、公儀においても七條将軍家においても、さほど重要視はされぬ子だったのである。

　その儚はかなげな美貌で将軍の心を射止め、男子まで成したおゆきを大奥の女たちは激しく妬ねたみ、苛いじめ抜いた。見兼ねた父はおゆきに城下の小さな邸を与えたのだが、光彬も母と共に暮らすことを許された。六人の異母兄たちが健在である以上、光彬が将軍位を継ぐ可能性は限りなく低いと判断されたのだろう。

　仮にも将軍の子でありながら、恵渡城を追い出されたとも言える状況だが、光彬は幼心に何ら痛つう痒ようを感じなかった。

　陰湿な苛めから解放されたおゆきは見違えるほど元気になったし、乳兄弟の門かど脇わき小こ兵へ衛えは本当の兄よりも深い愛情を注いでくれた。何より、母方の祖父は身分こそ低いが一流の武芸者であり、滅多に会えぬ実父の代わりを務めてくれたばかりか、光彬を一人前の剣士に育て上げてくれたのだから。

　美しく優しい母、頼もしい乳兄弟、師であり父親でもある祖父。

　家族の愛情と温もりに支えられ、光彬は勉学や武芸に邁まい進しんする充実した日々を送ることが出来た。幾重もの城郭に囲まれた恵渡城の奥深くで蝶ちょうよ花よと育てられては、とてもこうはいかなかっただろう。

　時折、恵渡城に呼び出され、将軍の一族としての務めを果たすこともあったが、しょせんは七男。将軍位などまず回ってこない。

　武士の子と生まれたのだ。父が将軍位を退いた後、母を苛め抜いた側室たちの子である異母兄たちに冷や飯を喰わされるよりは、武士らしく武芸で身を立てたい。

　出自を秘し、様々な人々に交じって暮らすうちに、光彬は自然とそう考えるようになっていった。そして、祖父の旧友が営いとなむ道場の門を叩き、祖父譲りの才能をますます伸ばすと、十五にも満たぬ若さで師範代に推すい挙きょされるまでに成長を遂げたのである。

　だがある日、光彬の運命は大きく狂わされた。現将軍であった父のみならず、六人の異母兄たち全員が恵渡を襲った流行病に感染してしまったのだ。太平の世に胡坐あぐらをかき、驕おごり高ぶった武士に天てん誅ちゅうが下されたのではないか。恵渡の庶民はこぞって噂した。病に罹かかるのは、決まって武士か、その子弟ばかりだったからだ。

　父と次期将軍候補の筆頭であった長兄、次兄は懸命の治療も虚しく死亡。残る異母兄たちはどうにか命だけは取りとめたものの、世話役無しでは日常生活すらままならない有様では、将軍の激務に耐えられようはずもない。

　将軍の直系男子で心身共に健康なのは、光彬と、光彬が城を出た後に生まれた異母弟、当時まだ一歳の鶴つる松まつのみだった。

　鶴松の生母は、かつておゆきを苛め抜いた側室、栄えい証しょう院いんである。おゆきは元々、栄証院付の奥女中として奉公に上がった。主を差し置いて将軍の寵ちょう愛あいを盗み、先に男子まで産んだおゆきは、栄証院にとって憎んでも憎み足りない仇かたきだったのだ。

　そのおゆきの子である光彬と、可愛い我が子の鶴松と。どちらかが八代将軍に立てられることになった時、当然、栄証院は鶴松を強く推挙した。だが、いかに生母の身分が高くとも、乳飲み子に将軍は務まらない。

　かくして光彬は恵渡城に呼び戻され、望むべくもなかったはずの八代将軍の位に就ついたのである。

　長兄たちと違い、人の上に立つ者としての教育など受けてこなかった光彬だが、幕政には何の差し支えも生じなかった。戦乱が絶えて久しい今、将軍が戦場に立つことはありえず、優秀な幕ばっ閣かくさえ揃っていれば政まつりごとは滞とどこおりなく回るのだ。

　光彬に求められたのは、将軍としての威い儀ぎを保ち、数多の子を成すことのみと言っても過言ではない。

　老中を始めとする重臣たちは陽ノ本じゅうの美女を大奥に取り揃え、一日も早く御子を儲もうけるよう迫り、光彬を苦しめた。

　選えりすぐりの美女をほしいままに出来るなど、普通の男にとっては極楽だろう。

　だが、光彬は嫌というほど知っているのだ。母をいたぶり尽くした大奥の女子たちが、美女の皮を被かぶっただけの醜い怪物だと。いくら将軍の務めとはいえ、彼女たちを抱く気など起きるはずもなかった。

　そんな光彬の真意など気付かぬ重臣たちは、毎日のように登城しては、大奥に通うよう執拗に勧めてくる。弱り果てた光彬を救ったのは、意外にも栄証院だった。落らく飾しょくしてもなお大奥で権勢を振るう栄証院は、未だ正室も迎えぬのに側室を持つなど道理に反すると主張し、光彬の側室候補たちを次々と大奥から追い出したのだ。

　勿論、栄証院は光彬に慈悲を垂れたわけではない。光彬に子が生まれれば、将軍の継承位はそちらに移り、我が子鶴松が日の目を見る可能性は消えてしまうからである。

　それでも、光彬は生まれて初めて、栄証院に心から感謝した。少年の頃、西の都で偶然助けた清楚な美少女…初恋の君ならまだしも、大奥の怪物と契ちぎり、あまつさえ子を成すなどまっぴらだ。想像するだけで身の毛がよだつ。

　幸いにも、幼い異母弟の鶴松は生母に似ず素直な可愛い子で、光彬を兄と慕ってくれる。わざわざ光彬が子を作らずとも、いずれは鶴松を次の将軍とすれば良い。

　二十歳に満たぬ若さでありながら、半ば本気でそう考えていた光彬だが、将軍の正室たる御台所だけは拒むわけにはいかなかった。

　御台所は代々、西の都から高位の公く家げの姫君を迎えるのが習わしである。実質的な権力は無いに等しく、幕府に飼いならされているも同然であっても、帝を戴く朝廷は陽ノ本に強い影響力を有するのだ。公家の姫が将軍に輿入れするのは、公武の融ゆう和わの象徴であると同時に、幕府に対する人質という意味合いも帯びている。

　将軍の義務として、光彬は西の都の姫君を娶めとらなければならなかった。朝廷との交渉の結果、御台所に内定したのは摂せっ関かん家けの一つ、紫し藤とう家の姫である。父は右大臣の位にあり、身分にも血筋にも申し分が無い。

　これで幕府も安泰だと重臣たちは喜んだが、光彬にしてみれば、公家の姫など、将軍の種を孕はらむのに必死な側室候補たちよりも遥かにたちが悪い。

　亡き父の正妻、大御台所もまた名門公家の姫だったが、異様に矜きょう持じが高く、夫である将軍を東あずま夷えびすふぜいがと見下し、心を開こうともしなかった。そのくせ公こう儀ぎの金を湯水の如く使い、贅ぜい沢たく三ざん昧まいの暮らしを送っては、夫の子を産んだ側室たちをねちねちといびるのが生き甲斐という捻ねじ曲がった心根の主である。光彬の母、おゆきは栄証院とこの大御台所の苛めに耐え兼ね、大奥を出ることになったのだ。

　きっと、紫藤家の姫君も大御台所と同じ、夫を歯し牙がにもかけぬ驕きょう慢まんな女子に違いない。初夜だけは褥を共にせねばならないが、その後は儀式などで必要に迫られない限り、対面もしないだろう。贅沢な生活さえ保障されれば、それで姫君も文句は無いはずだ。

　だが、一年後。十八歳の将軍の元に輿入れした姫君は、光彬の予想をことごとく裏切ってくれた。おおむね、良い意味でだが。

　まず、姫君が西の都から伴ともなってきた従者は必要最低限で、身の回りの世話をさせる小姓は少女がたった一人だけだった。小藩の姫でさえ、輿入れともなれば、その倍は引き連れるのが当然だというのに。道具類にいたっては、これが本当に御台所の御仕度かと奥女中たちが驚くほど質素なものだったという。

　次に、姫君は礼儀正しかった。光彬を侮あなどる気配など微み塵じんも匂わせず、長旅の疲れも見せず、丁寧に初対面の口こう上じょうを述べた。

　驚きはまだ続く。姫君は美しかった。おそらくは、大奥に集められた美女たちの誰よりも…光彬ですら状況を忘れ、見入ってしまうほどに。姫君がその気になれば、西の都の帝すら容易たやすく虜とりこにされてしまうだろう。国を傾ける美貌というものが実在するのだと、光彬は初めて思い知らされた。

　だが――何より光彬の度胆を抜いたのは、紫藤純皓と名乗った姫君が光彬と同じ男子だったこと。そして、初対面のはずの光彬に、堂々とこう言い放ったことだ。

『私がこちらに参ったのは…上様。貴方様を心からお慕い申し上げているからでございます』







　陽ノ本においては、跡継ぎさえ別に儲ければ男同士の婚姻も認められているが、将軍家だけは例外だ。血を絶やしてはならぬ将軍の妻妾は、もれなく女子なのが暗黙の了解である。公家に影響力を持たせぬため、公家出身の御台所には決して懐かい妊にんが許されないとしてもだ。

　当然、光彬の御台所に定められた紫藤家の姫君…純皓の異母妹は、正真正銘の女子だった。だが、婚礼を間近に控えた姫君は、若い身空で病死してしまったのだ。姫君以外、紫藤家に年頃の娘は居ない。困り果てた父の右大臣に、自分が代わりに輿入れすると、純皓が申し出た。

　男子が御台所の座に就くなど、普通なら通るはずもない非常識だ。それを通してしまったのが大奥一の権力者、栄証院だった。紫藤家から密かな打診を受けた栄証院は、純皓の輿入れを快く許し、当日までその事実を大奥取締役たる御お年とし寄よりにも光彬にも隠し抜いたのだ。子を孕めない男子を御台所に据すえ、万が一にも光彬の子が生まれる可能性を排除しておきたかったのだろう。

　純皓の口からそれらの事実を聞かされた光彬は、当初、純皓が異母妹の代わりに輿入れしたのは、朝廷の謀略ではないかと疑いを抱いた。男子とはいえ、あれほどの美貌だ。将軍を骨抜きにすれば、内側から幕府を操るのも不可能ではない。

　純皓が光彬を慕っているなどという世よ迷まい言ごとは、勿論信じなかった。一度も逢ったことすら無い相手に、恋に落ちたりするものか。光彬を籠ろう絡らくするため、手て管くだを弄ろうしているだけに決まっている。

　だが、形ばかりだけとなるはずだった初夜の褥において、純皓は光彬の疑いを残らず粉砕してみせた。その唇から惜しみなく愛の言葉を紡つむぎ、光彬を情熱的に抱き尽くすことによって。

　打算でも謀略でもない。妻は心から、光彬を求め、愛してくれている。右大臣の子とは名ばかりで、光彬同様身分低い母の元に生まれた純皓は、栄耀栄華を極めることしか頭に無い大奥の醜い女子どもとは決定的に違う。

　夫婦として過ごすうちに、光彬は少しずつ、己の正妻となった男の心根を信じ、その愛情も歓喜と共に受け容いれるようになっていった。

　いつの間にか芽生えた淡い慕情が、恋心の花を咲かせたのは、栄証院の奸かん計けいにより、純皓が城外に連れ去られた時だ。栄証院が狙ったのは、光彬の幼馴染でもあり、側室候補として奉公に上がった少女、やえだったのだが、さらわれそうになった彼女を純皓が庇かばい、身代わりとなったのだ。

　周囲の反対を押し切り、廃寺に駆け付けた光彬が見たのは、栄証院が雇った浪人たちの無惨な骸むくろと、返り血を浴び、壮絶なまでに妖しく美しい笑みを浮かべる純皓の姿だった。

　光彬の背には悪寒が走ったが、怖くはなかった。光彬のために操みさおを守り抜いた妻の一途な眼差しが、初恋の少女に重なったから――何よりも、純皓のくれた愛情の全てが偽りだったとはとても思えなかったからだ。

　驚いたことに、純皓はかつて光彬が西の都で助けた初恋の少女その人だと、自みずから告白した。さっそうと刀を振るい、窮地を救ってくれた光彬に、一目で恋に落ちた。だから光彬のたった一人の妻となるべく、異母妹の死に乗じ、輿入れしたのだとも。

　手て練だれの浪人たちを懐かい剣けん一本で屠ほふり、時折獰猛な雄の本性を覗かせる純皓は、本当は何者なのか。腑に落ちないことはまだあったが、光彬が純皓に惚れ、純皓もまた光彬を愛し抜いてくれているのは紛れも無い真実だ。

　光彬は純皓と共に恵渡城に帰還し、相思相愛の夫婦として新たな生活を始めたのだった。いつか、光彬が純皓無しでは生きていけなくなったら本当のことを話す。純皓のその言葉を信じて。







　朝から全身をくまなく愛めでられ、妻の愛情を余すところなく注がれた光彬が将軍の住まいである中奥に戻ったのは、昼の膳ぜんが運ばれる直前だった。

「お帰りなさいませ、上様」

　御お休きゅう息そくの間まで出迎えてくれたのは、小こ納なん戸ど頭とう取どりの甲か斐い田だ隼はや人とだ。小納戸とは将軍の身の周りの雑務一切を取り仕切る役職で、頭取はその長である。将軍に近きん侍じする誉ほまれ高い役職であり、将軍の言葉をじかに聞くことから、幕臣の出世の足掛かりとも言われている。

　まだ三十になったばかりの隼人は、朋ほう輩ばいたちが新たな若き将軍の寵愛を得ようと躍やっ起きになる中、ただ一人黙々と務めをこなしていたのが目に留まり、光彬自ら頭取に取り立てた有能な男だ。

　戦乱が遠のいて久しい今、幕府における出世は半分以上が血筋や家格で決まる。隼人の甲斐田家は、家格から言えば平の小納戸が出世の限界だ。そのため、隼人を頭取に取り立てたいと申し出た時、老中も直接の支配役たる若わか年どし寄よりたちも揃って反対したが、光彬は押し通した。

　あれは我ながら英断だったと、光彬は思っている。隼人が何かと出しゃばりがちな小納戸たちを統率し、小姓たちにもそれとなく気を配ってくれるおかげで、中奥の空気は当初とは見違えるほど居心地良くなったからだ。

「隼人か。ああ、今戻ったが…小兵衛はいかがした？」

　小兵衛こと門脇小兵衛定さだ信のぶは光彬の乳兄弟であり、実の兄にも等しい男である。光彬が将軍に就任した際も恵渡城まで同行し、今は側そば用よう人にんとして変わらぬ忠節を尽くしてくれている。

　側用人と言えば、将軍の命を老中に伝達し、老中の上じょう申しんを上じょう聞ぶんする側近中の側近。権勢を誇る老中さえも、側用人が将軍に取り次いでくれなければ何も出来ず、ただ頭を下げるしかない。

　本来は譜ふ代だいの大名から選ばれる役職であるため、門脇家には急きゅう遽きょ一万石ごくが加増された。つまり、今の門脇はれっきとした大名なのだ。

　にもかかわらず、光彬の乳兄弟は老中にも勝る権力者であるという自覚をまるで持たず、常に光彬の傍に侍はべり、兄にいやか何かのように世話を焼いている。いつもなら、大奥から中奥に戻った光彬を隼人と共に迎えてくれるはずなのに、今日はその鬼おに瓦がわらのように厳いかめしい顔がどこにも見付からない。

　隼人は顔を上げ、恭うやうやしく答えた。

「御用取次のため、表に出向かれておいでです。戻られるのは、早くとも一刻ほど後かと」

　表とは、恵渡城内で老中を初めとする幕閣や役人たちが執務する役所が置かれる場のことで、将軍の生活空間である中奥とは厳重に隔へだてられている。表と中奥を自在に行き来し、幕閣の意志を将軍に伝達するのは、側用人の重要な役割の一つだった。

「そうか。ならば、先に昼餉にするとしようか」

「かしこまりました。ただちに用意いたします」

　控えていた配下の小納戸たちにてきぱきと指示を出し、昼の膳を整えさせていく隼人がどことなく嬉しげなのは、光彬の気のせいではあるまい。

　門脇に聞かされた話だが、直接将軍に奉仕する中奥の者たちにとって、将軍がより長い時間を中奥で過ごしてくれることこそが名誉であり、歓びなのだそうだ。将軍の背後に付き従い、佩はい刀とうを捧ささげ持つ『太た刀ち持もち』のが役割の小姓たちなどは、小納戸と並び、中奥では憧どう憬けいの的なのだという。

　この場合の『太刀』には将軍の股間の太刀も含まれ、それを捧げ持つ、つまり将軍が望めば夜よ伽とぎを務める可能性もあるからだ。小姓が決まって眉び目もく秀しゅう麗れいな名家の子息であるのは、そのためである。ちなみに小姓に横滑りすることもある小納戸も容姿に恵まれた者ばかりで、隼人も涼やかな目元の美男子だ。

　そんな中奥の者たちにとって、大奥は不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵である。叶うならば起床から就寝まで中奥に留めておきたい将軍を、色香で中奥から引き離してしまうのだから当然だ。

　光彬が若くして将軍の座に就いた時、最も喜んだのは中奥の者たちだったらしい。女子に強い嫌悪を抱く光彬は滅多に大奥には赴おもむかず、日常のほとんどを中奥で過ごす歴代でも珍しい将軍であったせいだ。

　しかし、純皓が輿入れしてからというもの、光彬は今までとは比べ物にならぬほどひんぱんに大奥に通うようになった。最近では、政務以外の時間は気付けば純皓の腕の中に居た、ということも珍しくはない。

　ここ二日は精進潔斎の日が重なり、光彬も中奥に留まっていたが、潔斎が明けてすぐ純皓の元へ渡ってしまった。一夜のみならず二夜、三夜と大奥に引き止められるのではないかと、隼人にはずいぶん気を揉もませたのだろう。

『…お会い出来ない間は百日にも、千日にも感じましたのに…上様のお傍に居ると、時が矢のように過ぎ去ってしまいます…』

　目覚めてすぐ一戦交えた後、野獣から貞淑な妻に戻った純皓は悲しげに呟きつつも、着替えを手伝ってくれた。後ろ髪を引かれつつも大奥を辞したのは、隼人たちの顔が浮かんだからだが、そうしておいて良かったと思う。誠心誠意尽くしてくれる者に、必要以上の気苦労をさせたくはない。

「お待たせいたしました」

　胡坐あぐらをかいた光彬の前に置かれた膳は一つ。飯と汁、焼き魚に香こうの物ものと、質素な献こん立だてである。

　将軍の昼餉には二の膳が付き、趣向を凝こらした料理の皿が並ぶのが普通だが、質素倹約を奨励する将軍としては贅沢が過ぎる。光彬の心の内を、隼人は完璧に理解している。

　感謝の気持ちをこめて軽く頷き、光彬は膳に箸はしをつけた。小姓に先導され、門脇が姿を見せたのは、隼人が淹いれてくれた光彬好みの熱い茶を飲み終える頃だ。

「これは、わ…上様。お食事中に、申し訳ございませぬ」

「構わん。ちょうど食べ終えたところだ」

　光彬が眼差しで合図すると、心得た隼人は膳を片付け、配下や小姓たちを引き連れて退出していった。静かな御休息の間に、光彬と門脇だけが残される。

「ずいぶん早かったな。隼人は一刻はかかるだろうと言っていたが」

　恐縮する門脇を近くに座らせ、光彬は首を傾げた。門脇は側用人である以前に、誰よりも信頼する乳兄弟だ。他者の目が無ければ、光彬の態度は兄に対するかのように打ち解けたものになる。

　それは相手も同じで、門脇は鬼瓦とも揶や揄ゆされる厳めしい顔を僅かに緩めた。

「途中で抜け出して参ったのです。掃かも部んの頭かみ殿が、上様にぜひお目通りをと願い出られましたもので」

「何？　祐すけ正ただが登城しているのか？」

　掃部頭――小こ谷たに掃部頭祐正は、隼人と同様、光彬に見出され、小こ普ぶ請しん組から恵渡八はっ百ぴゃく八や町ちょうの平和を守る町奉行に抜擢された男である。老中たちが評ひょう定じょうを開く際には同席することもあるが、今日は評定の予定は無かったはずだ。

「はい。内密にお伝えしたき儀があると仰おおせでしたが…いかがなさいますか」

「勿論、会おう」

　光彬が即決すると、門脇はさっそく表に出向き、四し半はん刻ときもかからず、裃かみしも姿の男を御ご座ざの間まに伴ってきた。

　御休息の間は将軍と気心の知れた小納戸や小姓だけしか入れないごく私的な部屋だが、この御座の間は将軍が中奥で臣下と目通りするために使われる、応接用の部屋である。いかな幕閣であろうと、門脇に取り次いでもらわなければ、光彬との目通りは叶わない。それを良いことに、過去には莫大な賂まいないを要求し、私服を肥やした側用人も存在したが、門脇に限ってその心配は無いだろう。

「突然の申し出にもかかわらず、快くお目通りをお許し頂き、恐悦至極に存じます」

「気にするな。町方で何か怪しい事件が起きれば報告しろと、命じたのは俺の方なのだからな」

「…相変わらずでいらっしゃいますな、上様は」

　光彬が砕けた口調で応ずれば、祐正が纏う雰囲気もだいぶ和やわらいだものになる。苦み走った美形の町奉行は町人の間でも人気が高いそうだから、こんな顔を若い娘が垣かい間ま見みたなら、黄色い悲鳴があちこちから上がるだろう。

「多忙なお前がわざわざ参ったくらいだ。よほどの事件が起きたのだろうな。詳しく聞かせてくれ」

「は、…ですが」

　祐正が躊躇ためらう視線を流した先は、光彬の傍かたわらに控える門脇だ。光彬の安全を最優先するこの乳兄弟は、光彬がこうして祐正から市井の話を聞くことを快く思ってはいないのだが、諦めたように首を振る。

「構わん、掃部頭。どのみち、それがしがどれほどお諫いさめしたところで、上様はおん自ら危機に飛び込んでしまわれるのだ。ならばいっそ、最初から事情を把握しておいた方が賢明というものよ」

　哀愁の漂う鬼瓦面づらに、光彬の良心もさすがに咎とがめた。市井で育った光彬は、将軍に就任した後も秘密の通路から城下に下りては、恵渡の町の様子を見聞して回り、時には事件を解決することさえあるのだ。旗本とはいえ、無む役やくの小普請組だった祐正を町奉行に取り立てたのも、城下で偶然出会ったのがきっかけである。

　無論、身分は明かさず、貧乏旗本の三男坊を装ってはいるのだが、光彬が町に下りるたび、門脇には胃の腑がきりきりと締め付けられるような心地を味わわせてしまっているだろう。それでも忍び歩きを厳しく止めないのは、窮屈な城の暮らしで溜まった鬱うっ憤ぷんを晴らさせてやりたいという兄心に違いない。

　門脇が隼人と協力し、光彬の留守を取り繕つくろってくれるから光彬も城下に赴ける。乳兄弟とはまことにありがたい存在である。

「そういうことだ、祐正。さあ、教えてくれ」

　光彬が促すと、祐正は気の毒そうに門脇を一いち瞥べつしたが、すぐに表情を引き締め、恵渡の安全を預かる町奉行の顔になる。

「――実はここ最近、恵渡の町で辻斬りが多発しております」

「…もしや、下げ手しゅ人にんは武士か？」

　往来の物陰に潜ひそみ、罪無き人々に斬り付けるのは大小を帯びた武士だけとは限らない。町人でも道どう中ちゅう差ざしくらいなら持っているし、鬱うっ屈くつを募つのらせ、刃物を振り回す者も居る。

　それでも光彬が武士と推定したのは、祐正がわざわざ光彬に聞かせたからだ。下手人が町人ならば、町奉行所が探索し、捕ほ縛ばくすれば良いだけだから、光彬の出番など無い。だが下手人が武士の場合は別だ。武士の罪を取り締まるのは目め付つけなので、たとえ下手人が町奉行所の捕とり方かたの目の前で町人を斬り殺そうと、捕方は手を出せない。

　町奉行所の同どう心しんは最下級の御家人であり、罪人を扱うことから不浄役人とも呼ばれ、同じ武士からも忌いみ嫌われる身だ。怪しい武士が居るからと嗅かぎ回り、勘付かれれば、無礼討ちにされかねない。目付が町奉行所の代わりに動いてくれれば問題は無いのだが、目付もまた武士なので、同じ武士の犯罪を積極的に取り締まろうとはしない。

　祐正は僅かに瞠どう目もくし、感心したように頷いた。

「さすがですな。未だ容疑者は摑めておりませんが、犠牲となった武士は皆、急所を突かれて即死したようですし、たまたま現場に出くわした者も、走り去る武士らしい後ろ姿を見たと証言しております。下手人は相当な手て練だれの武士かと思われます」

「…武士？　おい、祐正。斬り殺されたのも武士だというのか？　町人ではなく？」

「はい。私の知る限り、被害者は六人。皆、武士でございます。しかも、六人全員が差料を奪い去られておりました」

「なんと……」

　絶句する光彬の傍らで、門脇がただでさえ厳めしい顔を更に険しく歪める。聡明な乳兄弟もまた、気付いたのだろう。祐正がこの一件を光彬の元に持ち込んだ、本当の理由を。

「仮にも大小をたばさむ身が、反撃もままならず殺されたというのか…」

　光彬は顎あごを指先で撫でながら唸うなった。

　実際の戦場に赴かなくなって久しいとはいえ、武士の本分はあくまで武にある。それが呆あ気っけ無なく斬り殺された上、武士の魂でもある差料を奪われたとなれば、当人の生死にかかわらず、士道不覚悟の謗そしりは免まぬがれない。武士たる者、常じょう在ざい戦せん場じょうを心がけ、いかなる不意打ちにも備えねばならないからだ。公になれば、場合によっては改かい易えきもありうる。

「辻斬りの報告は上がってきていないな？」

「はっ。目付の対つし馬まの守かみも、支配役の若年寄伊い勢せの守かみも、そのようなことは申しておりませんでした」

　予想通りの門脇の答えに、光彬は思わず溜息を洩らした。対馬守も伊勢守も、融通の利かないところはあるが職務には忠実だ。被害者もまた武士とくれば、重い腰を上げざるを得ないだろう。光彬にも報告がもたらされるはずだ。

　にもかかわらず、彼らが捜査に乗り出してすらいないのは――。

「遺のこされた家の者たちが、公儀に届け出なかった…」

　光彬の呟きを、祐正が首しゅ肯こうした。

「被害者の骸を発見したのは、いずれも町まち方かたです。遺品からどうにか身元を割り出し、家の者に引き取らせましたが、皆、公儀には病死と偽って届けたようですな」

　御家の取り潰しを避けるための苦渋の決断だっただろうが、己を殺あやめた者が処罰もされず、のうのうと生きているのでは、死者も浮かばれまい。勿論、下手人は体面を重んじる武家の気質を承知で犯行に及んだのだ。

　理不尽さを嚙み締める光彬に、祐正は厳しい表情で切り出す。

「今のところ、被害に遭ったのは武士のみです。しかし、下手人の凶きょう刃じんは、いつ町人に向けられてもおかしくはありません。新たな犠牲が出る前に、どうにかして下手人を捕らえたいのです」

「――あいわかった。事件の取り調べを早急に始めるよう、伊勢守、対馬守の両名に命じておこう」

　光彬は若き町奉行をまっすぐに見据え、力強く宣言した。

　武士でありながら己の身も守れなかった被害者に、全く落ち度が無かったわけではない。だが、無慈悲に殺されて良い道理も無い。

「取り調べの進しん捗ちょく具合は、逐一、町奉行所に直接報告させる。咎とがが及ばぬよう徹底させれば、被害者の遺族からも下手人に繫がる手がかりを聞き出せるかもしれん。万が一、対馬守たちが協力を渋ったなら、俺の名を出して構わん。下手人の情報が入れば、お前たちも少しはやりやすくなるだろう」

「上様……」

　祐正は感極まったように声を震わせ、平伏した。

「非才なる身に、なんとありがたきお言葉。まことにかたじけなく存じます」

「礼など無用だ。罪無き恵渡の民を守らんと粉ふん骨こつするお前の心根、光彬、感じ入ったぞ。これからも民のために尽くしてくれ」

「はっ、必ずや…！」

　頼もしく請け負い、祐正は御座の間を退出していった。

　光彬はすぐさま門脇を表に遣わし、ちょうど登城していた対馬守と伊勢守を召し出すと、祐正に確約した通りの命を下す。

　旗本や御家人の監察を職しょく掌しょうとする目付は、町奉行とは伝統的に仲が悪い。光彬の予想通り、祐正への協力に難色を示しはしたものの、やはり斬り殺されたのが武士とあってか、最後には承諾してくれた。

「ご立派になられましたなあ、若…」

　下げ知ちを終えて御休息の間に戻ると、隼人が見計らったように出してくれた茶を共に啜すすりながら、門脇がしみじみと呟いた。人払いがされ、光彬と二人きりだと、城下で暮らしていた頃と同じ呼び方になるのが常だ。礼節を重んじる老中あたりなら眉を顰めるだろうが、光彬はこうしてくれた方が嬉しい。

「小兵衛…藪やぶから棒にどうした。俺はただ、務めを果たしたまでだ。誉められるようなことはしておらんぞ」

「いえ。小谷殿への激励といい、対馬守たちへの毅然とした下知といい、ご立派でいらっしゃいました。お傍に控えるそれがしさえも、身が引き締まる思いでしたぞ。若は帝王の器だとかねてより信じておりましたが、最近はますます風格を増されましたな。…やはり、御台様を娶られ、男子として、夫としての自信を持たれたからでしょうか」

「っ……」

　つい二刻ほど前まで睦むつみ合っていた肌の熱さがにわかによみがえり、噎むせそうになったが、光彬はどうにか茶を飲み下した。

　男子として、夫としての自信――己ではよくわからないが、そうなのかもしれない。

　純皓と夫婦になるまで、光彬は独りだった。勿論、門脇は良く支えてくれたし、数は少ないながらも隼人や祐正のような忠臣も居たが、彼らはあくまで臣下だ。醜い化け物のような女子たちがひしめく大奥も、光彬の安らぎの場にはなりえない。

　純皓だけだった。同じ目線に立ち、将軍ではなく、七條光彬というただの男を求め、愛してくれたのは。我が妻として、来世も契ちぎりを交わしたいと願ったのは。

　朝廷での出世もじゅうぶんに望めただろうに、光彬と添い遂げるため、はるばる恵渡まで輿入れしてくれた。才さい気き煥かん発ぱつな純皓にとって、大奥は豪ごう奢しゃなだけの鳥かごにも等しいものを、不自由さなどおくびにも出さず、光彬を健けな気げに待っていてくれる。

　まさに、良妻の鑑かがみ。凛りんとして気高い純皓の献身に、自分も夫として応えなければならない。純皓が誇れる夫でありたい。そう思うと、全身に力が漲みなぎるのだ。

　恵渡を…そしてそこに住まう全ての人々の生活を守るのが将軍家に生まれた己の義務だと考えていたが、今は心から守りたいと思う。恵渡が平穏であればこそ、純皓も安心して暮らせるのだから。

　だが、乳兄弟相手に素直に認めてしまうのは何となく気恥ずかしくて、光彬はごほんと咳せき払ばらいをした。

「…妻のおかげと申すなら、小兵衛。お前もだろう」

「は…、それがしですか？」

「これまで以上にお役目熱心になり、最近では城内の詰つめ所しょでひんぱんに徹夜をしているそうだな。どんなに生真面目な者でも、新婚の間は浮かれて使い物にならぬのにと老中どもも感心しておったぞ。咲さき殿もまた、純皓に勝るとも劣らぬ賢けん妻さいなのだな」

　栄証院の陰謀が落着した後、長らく独り身であった門脇はめでたく妻を娶った。相手は純皓に従い、御台所付の小姓として大奥に入った咲だ。主の純皓とは趣おもむきの異なる、撫なで子しこの花のように可憐で守ってやりたくなる風ふ情ぜいの美少女である。鬼瓦とあだ名される門脇と並んでいれば、誰もが鬼にさらわれた可哀想な乙女だと憐れむだろう。

　だが、驚いたことに、咲の方が門脇を見み初そめ、積極的に想いを伝えたのだという。光彬に負けず劣らず鈍い門脇も、乙女の純粋な恋心にとうとうほだされ、二人は相思相愛の仲になったのだ。

　純皓と光彬は二人の婚姻を快こころよく許した。咲は門脇家に嫁入りしたわけだが、それは形だけで、実際は大奥勤めを続けている。他の奥女中と違い、都から連れてきた気心の知れた小姓である咲は、純皓が心安く暮らすためには必要不可欠な人材だからだ。

　新婚夫婦にはすまないと思ったが、数日に一度、咲が門脇の役宅に宿下がりすることでうまくやっているらしい。まだ十代の少女なのに、さすがは純皓の薫くん陶とうを傍で受けているだけはあると、光彬は感心していたのだが――。

「け…、け、ケケ、け、賢、妻……」

　妻を誉められた門脇は、厳つい顔をびしりと凍り付かせ、小刻みに震えだした。照れているにしては様子が変だ。まるで、世にも恐ろしい怪物に、灯りも無い暗闇の中で遭遇してしまったかのような。

「…おい、小兵衛？」

「は、……っ、し、失礼を仕つかまつりました。その、咲……いえ、妻の顔を思い出しましたら、なにやら恐ろ…いえ、もの悲しくなってしまいまして…」

　ようやく震えを止め、ぎくしゃくと答える門脇の姿に、光彬の心は痛んだ。

　決して表には出さずとも、やはり妻と思うように会えないのは堪えるのだろう。光彬など、たったの二日顔を合わせられなかっただけでも寂しくてたまらなかったのだから。

　詰つめ所しょにこもっているのも、咲の居ない役宅には帰りたくないだけかもしれない。どうして今まで、大切な乳兄弟の苦しみを察してやれなかったのか。

　大いに反省した光彬は、肩かた衣ぎぬに包まれた門脇の逞たくましい肩をぽんと叩いた。

「すまなかった、小兵衛。ならばせめて、今宵くらいは夫婦水入らずのひとときを堪能するがいい」

「……は？　あの、若…それは、どのような意味で…」

「純皓に頼んで、咲殿を宿下がりさせてもらおう。お前も今日はもう務めを切り上げ、役宅に帰れ」

「へふぁっ!?」

　歓喜するかと思いきや、門脇は珍妙な声を上げ、面食らう光彬に眼差しで縋すがり付いた。

「そそそそのようなお心遣いは、どうぞご無用に……！　そそそれがしは、夫である前に若の臣下にございますれば…っ」

「遠慮するな。昨夜、咲殿とも少し話したが、お前が体調を損ねてはいないかと心配していたぞ。健気ではないか」

「えええ遠慮など、遠慮など、決して……！」

　責任感の強い門脇はなおも固辞したが、妻を安心させてやれ、と説得したのが効いたのか、光彬に言われるがまま城を下がっていった。かすかに涙ぐんでいたくらいだから、よほど嬉しかったのだろう。

　我ながら良いことをしたと、光彬は信じて疑わなかった。







　閉ざされた襖ふすまの向こうに、馴染んだ人の気配が生じた。純皓は汗ばんだ愛しい身体を褥の中で抱き締めたまま、短く命じる。

「少し待て」

　さっきまで夫に捧ささげていた甘い睦むつ言ごととは比べ物にならないくらい、冷徹な声音だった。もしも夫が耳にしたならば、本当に我が妻かと疑っただろうが、その心配は無い。純皓の夫であり、陽ノ本を支配する恵渡幕府の頂点に立つ男は、夫婦の激しい営いとなみに疲れ果て、深く眠っている。

　純皓は笑みを零し、しなやかな筋肉に鎧よろわれた胸には不釣り合いなほど可愛らしい、小さな朱と鷺き色いろの粒をついばんだ。閨ねやの相手のそこを愛でる趣味などついぞ無かったが、光彬が純皓の胸を熱心に吸いしゃぶってくれるのが心地良くて、最近では純皓の方がのめり込みつつある。

「…上様…、俺の、光彬…」

「…、っ…」

　光彬は目覚めこそしないが、肩を震わせ、小さく呻いた。睡魔に囚われていてもなお感じてくれるのは、純皓が光彬のただ一人の正妻だからに違いない。

　……そう、こうして光彬の閨に侍はべれるのは、天下広しと言えど純皓だけ。大奥数百人の美女がどれほど焦がれようと、光彬の子を孕はらむことは叶わない。光彬の子種は一滴も残さず、純皓が搾しぼり取ってしまうのだから。

　もう幾度目かもわからぬ優越感が、波の如く押し寄せる。

　いつまでも浸ひたりながら、光彬を抱いて眠ってしまいたい誘惑をなんとか断ち切り、純皓は起き上がった。光彬には搔かい巻まきを首元までかけてやり、自分は裸身に小こ袖そでを羽織ると、帯を緩く締める。

　別に、裸のまま出て行っても純皓は羞しゅう恥ちなど覚えないのだが、相手の方が頼むから何か着てくれと煩うるさいのだ。東国の武士から都の公く卿ぎょうまで手玉に取る遊あそび女めだったという生母から譲り受けた天性の美貌と色香は、光彬と愛し合った後はだだ漏れになり、純皓を見慣れた者でもついふらふらと道を踏み外しかけてしまうらしい。

　光彬以外の誰が破滅しようと構わないが、光彬の妻たる者、万が一にも夫以外に操みさおを奪われる愚ぐを犯してはなるまい。

　夫が安らかに眠っているのを確かめてから、純皓は梔くち子なしの描かれた襖を細く開け、次の間へと滑り込む。将軍が妻妾と閨を共にする際は、監視役の奥女中が何人も控えるのが慣例だが、今、そこに跪ひざまずいているのは振袖姿の小姓一人きりだ。光彬直々の声がかりで特別に宿下がりを許され、夫の役宅に下がっていた咲である。

「ただ今戻りました、太た夫ゆう……って、あああ、もう、その色気……！」

　純皓が現れるや、咲はばっと頭を抱え、素早く背を向けてしまった。

「この間、精進日明けにねちねち上様を苛いじめまくったくせに、またやったんですね。太夫の色気は凶器だからやめて下さいって、あれほどお願いしたじゃないですか」

「出そうと思って出してるわけじゃない。それに、だだ漏れなのはお互い様だろう。ずいぶん艶々しやがって…相当、鬼瓦の精気を絞り取ったな？」

「…え、やっぱりわかりますか？」

　袖口で口元を覆い、うふ、うふふふっ、と笑いながら、咲は純皓ににじり寄ってきた。気持ち悪いので避け、離れたところに座ってやっても、喜色満面の顔は崩れない。

「そうなんですよお。あの人ったら、久しぶりに私に会えたのがよっぽど嬉しかったらしくて、泣いて喜んでくれたんですよね」

「お前、あいつが逃げ込んだ詰所に、ほぼ毎晩忍び入っては乗っかってただろうが。それに、嬉しくて泣いてたわけじゃないと思うぞ」

「私、初めて上様を抱き潰す太夫のお心がわかりました。泣かれちゃうと、ますますぐっちゃぐちゃに善よがらせてあげたくなるのが男心ってものですよねえ」

　純皓の鋭い指摘など聞く耳も持たず、咲は大きな双眸をぎらぎらと獰猛に光らせる。獲物を狙う鷹たかのような表情は、少女ではなく、一人の男のそれだ。

　菊きく花か散ちらしの雅みやびな振袖を纏った咲が実は男であり、成長期を迎えた今、細い身体が日に日に逞しさを増していることを知るのは、主の純皓と、夫となった門脇くらいだろう。もっとも門脇は、望んで知ったわけではなかろうが…。

　心の中で鬼瓦に合掌しつつ、純皓はひらひらと手を振ってみせた。脇きょう息そくにしどけなくもたれかかり、纏うのは御台所ではなく、闇の組織を束たばねる長としての威厳だ。

「惚のろ気けはそのくらいにしておけ。まさか、本当に鬼瓦と乳繰り合っていただけじゃないだろうな」

「勿論です。『八や虹こう』の一員として、太夫の命を忘れることなどありえません」

　純皓の変化を敏感に察した咲は居住まいを正し、袂たもとから数個の結び文を取り出した。恵渡城下に潜ませてある配下たちからの文だ。大奥から動けない純皓に代わり、彼らと繫ぎを取るのは、咲の重要な任務の一つである。

『八虹』――八つ目の色を持つ、この世に存在しないはずの虹。それは父の右大臣に打ち捨てられ、都の町家で育った純皓が造り上げた組織の名だ。報酬さえ見合えば、機密情報から人の命まで、何でも取り扱う。

　生まれ持った美貌を最大限に活用し、どんな標的も籠ろう絡らくする純皓を、一癖も二癖もある配下たちは最高級の遊女になぞらえ、『太夫』と呼んだ。

「…例の辻斬りは、まだ捕縛されていないのか」

　次々と文に目を通し、情報を整理していく。

　武士ばかりを狙う奇妙な辻斬りについて、純皓はかなり早い段階で把握していた。光彬のように罪無き恵渡の民を守りたいから…ではなく、時に城下に忍び、自ら事件に首を突っ込むこともある夫が万が一にも危険に巻き込まれないよう、安全を保つためである。

「下手人も被害者も武士だってことで、掃部頭様もおおっぴらに捜査が出来ずに足踏み状態ですね。定じょう廻まわりの同心や岡っ引きを増やすのが精いっぱいみたいです。さっさとふん縛ればいいのに、武士の面目だか縄張り意識だか知りませんけど、面倒なものですねえ」

「同感だが…それもそのうち解決するだろう。辻斬りの捜査を開始するよう、上様がおん自ら対馬守と伊勢守に命じられたからな」

「えっ…若年寄と目付に、上様がおん自らですか？　それって、やっぱり…」

「ああ。掃部頭が上様に事件を報告したせいだ」

　将軍は幕臣の頂点に立つ存在だが、たかが辻斬りの一件が将軍の耳に入ることはまず無い。あったとしても、目付なり若年寄なりから正式な報告でも受けない限り、何の関心も持たないだろう。

　だが、光彬は恵渡の民が無惨に命を奪われたと聞き、黙っていられるような将軍ではない。それを承知の上で光彬に知らせただろう祐正には、殺意が湧いてくる。たとえ祐正が光彬に見出されたことを恩義に感じ、命じられるがまま、恵渡の異変を上じょう申しんしているだけだとしても。

　そもそも、市井に埋もれていたのを光彬に見出されたという境遇じたいが気に入らない。光彬の目に留まるのはこの自分だけでじゅうぶんだ。

「ちょ、ちょっと太夫…、殺気！　殺気は堪えて下さいってば！」

　咲の悲鳴で我に返った純皓は、頰に落ちかかっていた黒髪を搔き上げ、心を落ち着かせた。この身から漂う香りも、艶やかな黒髪も、全て光彬の好みに合わせたもの。祐正がいくら忠臣を気取ろうと、純皓以上に光彬の傍に侍れはしない。

　ほっと息を吐いた咲が、恐る恐る問いかけてくる。

「あのー…、太夫が掃部頭様の一件を知ってるってことは、もしかして中奥に誰か入り込めたんですか？」

「いや、どうも様子がおかしかったから、閨の最中に上様から直接聞き出した。あいつらはそうそう隙を見せたりしない」

「あー…、あの甲斐田に、『太刀持ち』集団ですからねえ…」

　恵渡城下よりも、純皓が配下を潜ませたかったのは中奥だ。夜は潔斎日でもなければ必ず純皓の元に渡ってくれる光彬だが、昼間は中奥で政務を執っているからである。美男子揃いの小納戸や小姓たちが寵ちょう童どう候補であることを、純皓は当然知っている。

　輿入れした当初、純皓は伝つ手てを使い、家格的にも血筋的にも問題の無い旗本の子息を間かん諜ちょうとして小納戸に潜り込ませようとした。しかし、手続きのどこにも瑕か疵しは無かったはずなのに、何故か一日も経たずに実家に返されてしまったのだ。返された本人は堅く口を閉ざし、何も語ろうとしなかったが、どうも小納戸頭の隼人にけんもほろろに扱われ、逃げ出したらしい。

　その後も純皓は奮闘したが、間諜候補はことごとく返り討ちに遭い、ならばと放った『八虹』の腕利きの配下もまた、中奥の床下に潜むことすら叶わずすごすごと退散した。隠おん密みつとしての能力なら配下たちの方が確実に高いにもかかわらず、隼人を初めとする小納戸や小姓たちの鋭い勘に、誰一人勝てないのだ。

　御庭番は例外だが、彼らは将軍直属の忍しのびであり、光彬に害為なすことは絶対に無いため、目こぼしされているだけだろう。

「甲斐田って確か、小納戸頭に取り立てられたばかりの頃に、とんでもないしくじりをしたって聞いたことがあります。何でも、精進日明けの食事に生臭ものは厳禁なのに、上様の御膳に魚を出しちゃったとか…」

「ああ。だが、上様が平然と箸をつけ、食した自分も同罪だと仰おおせになったことで、甲斐田は罪に問われなかった」

　あの怜れい悧りな男が初歩的なしくじりを犯すはずもないから、おそらく甲斐田の栄達を妬ねたんだ朋ほう輩ばいの誰かの仕業だったのだろう。うまくいけば甲斐田は切腹を免れなかったが、光彬の機転に助けられてしまった。

「元々、中奥の奴らは上様の寵愛に餓えた狼の群れだっていうのに…」

「その一件で、甲斐田は完全に上様にぞっこんになっちゃったんでしょうねえ…」

　純皓がぼやけば、咲もうんうんと頷いた。自分の男ではないからと、気楽なものだ。隼人を初め、中奥の者たちは男同士の作法を心得ている。いつ光彬が奴らの毒牙にかかるかと、こっちは気が気ではないというのに。いつか咲も、純皓と同じ不安と嫉妬を味わえばいいと心から思う。

　中奥にとって、純皓は目め障ざわりこの上無い存在だ。女子の御台所ならまだ諦めもつくが、自分たちと同じ男が、子も産めぬくせに将軍の寵愛を独占しているのだから。

　既に、光彬の異母弟、鶴松が西の丸御殿に入り、世継として遇されている。光彬が無理に世継を儲ける必要は無いわけだが、ならば何故自分たちではいけないのかと、隼人たちは悔しさを嚙み締めているのだろう。

　彼らの気持ちがわからないではない。だが、引き下がるつもりもない。光彬に愛されるのは、今までもこれからも純皓一人だけだ。

「…たぶん、あの様子からして、上様はおん自ら辻斬りの捜査に乗り出すだろう。頃合が良かったのか、悪かったのか…」

　市井で育った光彬は、将軍となった今もたびたび城下に繰り出し、祐正たちの力を借りながら事件を解決している。幾人もの武士を一刀のもとに斬り殺した辻斬りが野放しにされている現状を、放置しておけるはずがない。

　弱き者を見捨てておけぬ気性は愛おしい。光彬がそういう武士であったからこそ、出逢えたのだから。恵渡の町に下りていれば、隼人たちの誘惑からも遮断される。

　だが、城下は城下で危険に満ちている。身分を偽ろうと、光彬の凛々しい顔立ちや立ち居振る舞いまでは隠せない。数多の男女が光彬に引き寄せられるだろう。純皓のように窮地を救われ、恋に落ちる者とて、出るかもしれない……。

「太夫……」

　気遣わしげに呼びかけてくる咲の手が小刻みに震えているのを見て取り、我に返る。どうやらまた、無自覚に殺気をまき散らしてしまっていたらしい。

　純皓は首を振り、読み終えた文を傍の火鉢にくべた。たちまち燃え上がり、灰と化すそれを眺めながら、新たな命令を下す。

「状況によっては俺も出る。『紅べに鞘ざや』の陽かげ炎ろうに繫ぎをつけておけ。くれぐれも、上様から目を離すな」

「…はいっ！」

　深々と一礼した咲がさっそく出て行くと、純皓も愛しい人の元に舞い戻った。小袖を脱ぎ落とし、するりと褥に潜り込む。

「光彬……」

　起こさぬようそっと抱き寄せれば、光彬は眠ったまま、素直に純皓の胸に収まってくれる。大事にしたい。壊したくない。どんな願いでも叶えてやりたい。温もりを閉じ込めていると、素直にそう思える。

　だが、中奥や城下の人々――純皓の手の届かぬところで出逢った者たちが、光彬の人柄に触れ、惹かれていくさまを想像すると、心はたちまちどす黒く染まってしまう。

　西の都で会うことすら叶わなかった頃は、想いが通じ合いさえすれば満たされると信じていたのに、実際は真逆だった。満たされることなどありえない。想えば想うほど欲しくなり、相手次第では慈悲深い仏にも、嫉妬に狂った夜や叉しゃにもなれる。

「…頼むから、俺を仏のままでいさせてくれよ…？」

　必要とあらば夜叉になるのも厭いとわない。市井では生きてゆけぬ深しん窓そうの姫君だった異母妹をどこの馬の骨とも知れぬ男と駆け落ちさせ、自分を身代わりにしろと父の右大臣に迫ったように。

　けれど、愛しい人にはいつでも貞淑で可愛い妻だと思われていたいのが、複雑な妻心というものなのだ。







　弐に本ほん橋ばしを渡り、今日きょう橋ばしの賑わいを眺めながら表通りを下っていくと、将軍家の菩提寺でもある蔵ぞう上じょう寺じが右手に見えてくる。

　さらに歩き続け、弐本橋よりはぐっと庶民的な小こ商あきないの店や小奇麗な長屋が立ち並ぶ一角まで辿り着くと、光みつ彬あきはようやく足を止め、きょろきょろと周囲を見回した。

　この新しん明めい町ちょうには大工や鳶とびの人にん足そくが多く住まい、華やかな弐本橋とはまた別の活気に満ちている。来るのはずいぶんと久しぶりになってしまったが、昔と何も変わっていないようだ。ちょうど昼時とあってか、仕事を中断した職人たちが談笑しながらめいめい贔屓ひいきの煮売り屋に入っていく。

「…でなあ、そこで『い組』の虎こ太た郎ろうが、豆まめ吉きち姐さんを巡って取っ組み合う坊主どものどたまをわっしと摑み、がつんとぶつけながら一いっ喝かつしたんだよ。てめぇら、そんなに喧嘩したけりゃ地獄でやれってな」

「あの虎太郎親分にすごまれちゃあ、侍さむらいだって大小捨てて逃げ出すだろうになあ」

「ああ、ケツの青いひよっこどもなんてひとたまりもねぇ。ちびりそうになりながら、一目散に逃げてったってよ。当の豆吉姐さんも、それで虎太郎親分にほの字になっちまったてんだから気の毒になあ」

　職人たちの声は大きいから、会話もほぼ筒抜けだ。漏れ聞こえてきた馴染みの名前に、こっちも相変わらずのようだと光彬は苦笑し、再び歩き出す。

　町の真ん中に立つ間口六間けんほどの一軒屋が、光彬の目的地だ。入り口に掲げられた紺色ののれんには、『い組』の文字が大きく染め抜かれている。

「御ご免めん」

「…おう、光みつの字じゃねえかい！」

　光彬がのれんをくぐると、土間を掃き清めていた顔馴染みの若い衆、元げん助すけが目を丸くして迎えてくれた。

　にっかりと笑う顔には、緊張感の類はまるで無い。ここでの光彬は、貧乏旗はた本もとの三男坊・七しち田だ光みつ之の介すけなのだ。服装はそれに相応ふさわしく、質素な木綿の小こ袖そでに袴はかまといういでたちである。腰の差さし料りょうもまた、将軍家に代々伝わる宝刀ではなく、母方の祖父から譲り受けた形見の刀だ。

「あんまり顔を見せねぇから、とうとう仕官でもしたんじゃねぇかって皆で噂してたんだけどよ。その分じゃあ、違ってたみてえだな」

「ははは、それは期待させて悪かった。実家の方で色々とあってな。…ところで、頭かしらは…もしや来客中か？」

　光彬がそう問いかけたのは、季節を問わず店先に置かれている長なが火ひ鉢ばちの前に、目当ての男の姿が無かったせいだ。いつもなら、あそこにどっかりと腰を下ろし、気に入りの煙管きせるを吹かしているのだが。

「あー…、その、来客っつうか、なんというか…」

　元助はとたんに歯切れが悪くなり、そわそわし始める。言いづらそうなその態度に、光彬はぴんときた。まだお天てん道と様さまは恵え渡どの町を明るく照らしているが、あの男ならありうることだ。

「…ああ、わかった。取り込み中のようだから、俺はしばらくしてから出直すとしよう」

「ちょちょ、ちょっと待て！　行くな！　すぐに呼んでくるからよぉ！」

　光彬が踵きびすを返そうとすると、元助はがしっと光彬の袂たもとを摑み、逃がしてなるものかとばかりに、必死の形ぎょう相そうで縋すがり付いてきた。

「いや…だが、邪魔をしては、お前が叱られるだろう？」

「光さんを追い返す方が、よっぽど叱られちまうよ。ちょっとだけ、本当にちょっとだけだから、絶対にそこで待っててくれよな。なっ!?」

　何度もしつこく念を押す元助の背後で、店の奥に続く廊下の入り口にかけられたのれんが、ふわりとめくれ上がった。注意を促す間もあればこそ、大股で歩み寄ってきた長身の男が、元助の項うなじに煙管の灰を落とす。

「あ……っ、あっちぃぃぃーっ！」

　じゅっと肌を焼く音がして、元助は跳び上がった。灰はごく少量だから衣に燃え移ったりはしないが、一瞬とはいえ、かなりの熱さだっただろう。熱い、熱いと喚わめく元助を男は容赦無く捕まえ、煙管の先で額を小突く。

「さっきから黙って聞いてりゃあ、ちょっとちょっとってうるせえんだよ、てめえは。講釈師みてえによけいな口こう上じょうなんざ垂れてる暇があったら、さっさと光さんを案内しやがらねえか」

「だ…、だって頭が、何があっても絶対に邪魔はするなって言ったじゃねえですかっ…」

「てめえの頭ん中にはへちまでも詰まってんのか？　光さんは別に決まってんだろうが」

「そのくらいにしてやれ、虎太郎。連絡もせず、突然やって来た俺が悪かったのだ」

　もう一度煙管が振り上げられたのを見て、光彬は止めに入った。男ものの煙管は頑丈に出来ており、時に喧嘩にも使われる。叩かれればけっこう痛い。

「……光さんがそう言うなら、仕方ねえですな」

　男――虎太郎は摑んでいた元助の胸倉を解放し、煙管を帯に差すと、ほろりと口元をほころばせた。

　若くとも四よ十そ路じは過ぎているはずだが、いなせに結われた鬢びんに白いものは混じっていない。銀ぎん鼠ねずと黒の唐とう桟ざん縞じまの小袖がこの男以上に似合うのは、恵渡じゅう探しても居ないだろう。役者にしたら、千両は稼げそうだ。さすが、力士や与よ力りきと並び『恵渡の三さん男おとこ』と恵渡っ子の憧れを集める伊達男、火消の頭だけのことはある。

「お久しぶりですな、光さん。うちのでくのぼうが失礼しやした。相も変わらずむさ苦しいところですみませんが、上がって下せえ」

「……良いのか？」

「勿論でさあ。おい元助、いつまでも油売ってるんじゃねえぞ」

　未だに熱がっている元助に無情に言い放つと、虎太郎は光彬を店の奥に案内した。

　十畳程度の部屋は、趣味の良い茶ちゃ簞だん笥すや卓が置かれ、独り所帯の男とは思えぬほど綺麗に整頓されている。同じく独り身の元助たちが間借りする二階にも上がったことがあるが、広さの違いを差し引いても、あちらは足の踏み場も無いくらい散らかっていたのに。

「――上様」

　神棚の下に光彬を座らせると、虎太郎はすっと表情を引き締め、畳に額ぬかずいた。元助や他の火消たちが居合わせたら、腰を抜かすに違いない光景だ。相手が武家だろうと公く家げだろうと、誰にも媚こびへつらわぬのが『い組』の虎太郎である。

「元助の奴が申し訳ありませんでした。重ね重ねの無礼、心よりお詫び申し上げます」

「俺の素性を知らぬのだから当然だ。詫びられるようなことではない」

「ですが、いくらなんでもあの口の利き方は…」

「今の俺は貧乏旗本の三男坊、七田光之介だ。あれくらいざっくばらんな方が、俺としては気楽でいい。だから頭…いや、虎太郎も昔のように接してくれ」

　光彬が重ねて促すと、虎太郎はようやく身体を起こし、きっちり揃えていた膝も崩した。片膝を立てて座る姿は、歌舞伎の一幕のようだ。

「では…光坊ちゃん。ずいぶんとまあ、長い間お見限りだったじゃねえですか。いきなりおいでなすったってことは、またぞろ面倒事に首を突っ込もうって魂胆ですかい？」

「……坊ちゃんはやめてくれ。これでも俺は元げん服ぷくも済ませた男子なのだぞ」

「昔のようにと言うから、その通りにしたまででさあ。幾つになっても、坊ちゃんは榊さかき原ばら様からくれぐれもよろしくと頼まれた、あっしの大事な大事な坊ちゃんなんでねえ」

　くっくっと懐ふところ手でで笑う虎太郎は、この町火消『い組』の頭となる少し前まで、光彬が母や祖父と暮らしていた城下の邸やしきに中ちゅう間げんとして奉公していた男だ。更にその前は、朝あさ草くさ界隈に住む鳶職人だったという。

　本人があまり話したがらないので、光彬も立ち入った事情は聞いていないのだが、鳶職人だった虎太郎が武家屋敷の奉公人になったのは、祖父に命を救われたのがきっかけらしい。

　光彬の亡き祖父、榊原彦ひこ十じゅう郎ろうは、身分低い非役の御ご家け人にんだが、知る人ぞ知る凄すご腕うでの剣けん客かくだった。若い頃から諸国を放浪して武者修行を積み、その剣は『鬼おに榊さかき』の異名を取るほどの冴えを誇ったそうだ。光彬にはただ優しく懐深い祖父だったのだが。

　老いてからも修練を怠おこたらず、時折修行の旅にも出ていた彦十郎は、ある日、大勢によってたかって暴行されていた虎太郎に遭遇し、捨て置けずに助けた。恩義に感じた虎太郎は彦十郎の元に押しかけ、半ば無理矢理奉公に上がったというのが、光彬が聞かされている全てだ。大奥を出た母と光彬が祖父の元に身を寄せた時には、虎太郎はもう彦十郎に仕つかえて長かった。兄にいや代わりに光彬の世話を焼いてくれたのは、この虎太郎である。

　娘のおゆきが将軍の生母になったことで彦十郎には莫大な支度金が下されたが、それまで家計は苦しかった。娘が大奥奉公に上がらなければならなかったくらいだから、中間一人とはいえ、奉公人を雇う余裕など無かっただろう。これほどの容姿を活かせば、役者でも何でも務まったはずなのに、虎太郎はほぼ無償で彦十郎に仕えていたのだ。

　祖父の死後も、虎太郎の献身は絶えなかった。光彬が将軍となった時、虎太郎は祐すけ正ただと共に町火消の創立に尽力したばかりか、自みずからも『い組』の頭に収まり、血気盛んな臥が煙えんたちを取りまとめてくれている。

　そして今は、光彬の事情を全て知った上で、こうして城下での行動を補佐してくれるのだ。光彬が七田光之介だと堂々と名乗れるのは、町人の信頼篤あつい虎太郎が身元を保証してくれるのが大きい。

　虎太郎のこの忠誠は一体どこから湧いてくるのだろうと、光彬はいつも不思議に思っていた。たった一度、命を救われただけ。ただそれだけで、見返りも求めず尽くせるものだろうか。彦十郎が死してなお、今いま際わの際に頼まれたからといって、孫の光彬を支え続けるほどに。

　世の権威など鼻にも引っかけないこの男が光彬に跪ひざまずくのはきっと、将軍家の血筋ゆえではなく、彦十郎の孫であるからこそなのだ。疑問をぶつけたところで答えてくれないだろうから、一度も何故と問いかけたことは無いが……。

「…大事な大事な坊ちゃんとやらに、そのようなものを見せても良いのか？」

　昔と変わらず接してくれるのは嬉しいが、子ども扱いされるのは少々悔しくて、光彬は唐桟縞と黒の間あい着ぎを粋に重ねた虎太郎の胸元をちらりとやった。

　町人独特の大き目に開けられたそこから覗く肌には、微かにだが、女おな子ごの紅べにが滲んでいる。残したのは、さっきまでここに居た女子だろう。虎太郎が昼日中から女子を連れ込んでいたので、元助はあんなに慌てていたのだ。反対側にも出口があるから、女子は光彬の目につかぬよう、虎太郎がそこから帰したに違いない。

　虎太郎の欠点を強いて一つ挙げるとすれば、昔から女子の影が絶えぬことだ。二股、三股は当たり前で、彦十郎もどうにかならぬものかとぼやいていた。不思議と修羅場にはならず、どの女子とも円満に切れているようなのが唯一の救いだが。

「おや。あっしとしたことが」

　虎太郎は光彬が期待したように慌てたりも恥じ入ったりもせず、唇を吊り上げた。面白そうに目を細め、にやにやと光彬を見詰めてくる。この男がこういう顔をするのは、たいていろくでもない誘いを仕掛けてくる時だ。

「艶事にはとんと疎うとかった坊ちゃんが、こんなものに気が付く日が来ようとは。えらい美形の御み台だい所どころ様のおかげですかい？　いやはや、長生きはしてみるもんですねえ」

「…っ、な、何故、純すみひ…いや、御台を知っている…!?」

　嫌な予感が的中してしまい、咳せき込む光彬に、虎太郎は容赦無く追い打ちをかける。

「何故って、そりゃあ恵渡っ子なら知ってるに決まってまさあ。上様が大奥の美女にじゃんじゃん暇を取らせたのは、御台所様にぞっこん惚れ抜いちまったからだ、御台所様はとんでもない美形に違いねえって、もっぱらの噂ですぜ」

「そ、…それはっ…」

「違うんですかい？」

　光彬はぐっと詰まった。ごまかすのは簡単だが、からかっているはずの虎太郎の目が真しん摯しな光を宿しているのに気付き、首を振る。

「……いいや、違わない。俺は御台以外、誰も欲しくないと思った。だから側室候補の女子たちを実家に帰した」

「…そうですか。良かった…坊ちゃんに、そこまで言わせる御方が出来て」

　虎太郎は懐かしい兄やの顔で笑い、袖に腕を通す。

「武家の頂点、将軍の位は、一人で立つにはあまりに重いだろう。せめて共に支えてくれる者があれば良いのだがと、榊原様はしきりにおおせだったもんで」

「お祖父様が、そのような…」

「実際、心に想う御方が居るだけで、人ってぇのは強くなれるもんですからね。それが御台所様で、あちらも坊ちゃんを想って下すってるんなら言うこたあねえ。…ま、あっしが偉そうに言えるこっちゃありませんがね」

　虎太郎ほどの男が心に想う『御方』。それは一体誰なのかと光彬が問い質ただす前に、世せ知ちに長たけた兄やはとんとんと項のあたりを叩き、話を変えた。

「…それで、今日は本当にどうしたんです？　まさか坊ちゃんまで、御台所様という御方がありながら、噂の遊ゆう糸し太だ夫ゆうに逢いてえってわけじゃあないんでしょう？」

「遊糸太夫？　何だ、それは」

「おや、ご存じ無かったんで？」

　虎太郎は囲い炉ろ裏りにかけていた鉄瓶の湯で手ずから茶を淹いれると、今、恵渡っ子たちの関心を独り占めしているという葦よし原わらの太夫――遊糸太夫について教えてくれた。

　言うまでもなく、葦原は、王おう坂さかの真しん町まち、西の都の嶋しま原ばらと並び立つ、幕府公認の色里である。科しな川がわや千せん寿じゅなどの宿場町にも幕府非公認の岡おか場ば所しょがあり、葦原よりも遥かに安く女を買えることから人気を博しているが、やはり恵渡っ子の憧れと言えば葦原遊郭であった。

　くだんの遊糸太夫というのは、伝統と格式ある葦原では比較的新しい妓ぎ楼ろう、紅こう華か楼ろうの御お職しょくを張る遊女だそうだ。御職とは最高位の遊女、すなわち花おい魁らんであり、ずば抜けた美貌と色香は勿論、高い教養の主でなければ務まらない。

　だが、遊糸太夫が男たちのみならず、女子たちにまで名が知られるようになったのは、その地位に相応しい美貌と教養だけが原因ではないのだという。

「客に、簪かんざしやら打うち掛かけやらじゃなく、刀をねだるっていうんですよ」

「刀……？」

「ええ。それも、蒔まき絵えの施された懐かい剣けんなんて可愛らしいもんじゃねえ。きちんとしたお武家が差料になさるような大小を欲しがるそうで。しかも、刀さえ持って来れば、花魁は一いち見げんの客にも会うってんで、皆、首を傾げてるんでさあ」

「…確かに、妙な話だな」

　格式を重んじる葦原で、花魁の客になるのは並大抵の苦労ではない。まず初会では顔を合わせるだけ、二回目で裏を返しても言葉を交わすのみで、三度目に会うとようやく馴染み客となり、肌を重ねることが許される。

　花魁を呼び出すだけでも揚げ代、妓楼の者たちへの祝儀、宴会の費用などは客が支払わなければならないため、花魁の客になれるのはよほど裕福で遊び慣れた者のみだ。だからこそ、花魁は手の届かぬ高嶺の花として、庶民の憧れの的なのだが。

「何故、葦原の鉄の掟おきてを破ってまで大小を欲しがるのだろうな？　仮に、花魁に武芸の心得があったとしても、差して歩けようはずもなし…」

「名刀、宝刀ってもてはやされる刀には、目ん玉飛び出るくらい高こう直じきなものもあるってえ話ですがね。後でこっそり売り払うにしても、簪や櫛くしあたりなら、もっと金きん子すに換えやすいでしょうに。…ですがね、坊ちゃん。本当に剣けん呑のんなのは、こっからなんでさあ」

　熱い茶をぐっと飲み干した虎太郎が苦々しげに言うには、遊糸太夫が刀を欲しがるせいで、様々な事件が起きているらしい。

　遊糸太夫の美貌に魅せられた客たちは、太夫の歓心を買おうと、あちこちの店ばかりか困こん窮きゅうした武家にまで押しかけ、伝来の名刀を買い漁あさっていくという。葦原に通う客は裕福な札ふだ差さしも多く、札差は武家に多額の金を貸しつけているのが常だから、借金を盾に取られれば、いかな武家でも抵抗しきれなかったのだろう。

　だが、そこまではまだ穏便に済んだうちだ。刀さえあれば花魁の美貌をこの目で拝おがめるとあって、普通なら一生葦原になど縁が無かっただろう貧しい棒ぼ手て振ふりや、裏長屋住まいの者たちが刀剣を扱う質屋や骨董屋などに盗みに入り、何人もが捕縛されているというのだから。

「そうか、そのような事件が…」

「…坊ちゃん？　どうしやした？」

　考え込んだ光彬に、虎太郎がいつも用意されている好物の豆菓子を差し出してくれた。小腹が空いていたのでありがたくつまみ、光彬は口を開く。

「実は…、俺が今日ここに来たのは、虎太郎に聞きたいことがあったからなのだ」

「聞きたいこと？」

「ああ。昨今、恵渡を騒がせている辻つじ斬ぎりについてなのだが…」

　光彬が祐正から教えられた話を繰り返すと、ああ、と虎太郎は膝を打った。

「あの、お武家ばかりを狙う妙な奴のことでしたか。勿論、話だけは聞いてますが、それがどう遊糸太夫に結び付くんで？」

「下手人は必ず、被害者から差料を奪い去っている。その理由がどうしてもわからなかったのだが…もしや、下手人は遊糸太夫の客なのではと思ってな…」

　遊糸太夫にぞっこん入れあげた下手人は、太夫の気を引きたいあまりに武士を襲い、差料を奪った。辻斬りそのものではなく、差料を奪うことが目的だったのだとすれば、不可解な事件にも説明がつく。町人の帯刀は基本的に禁じられているから、必ず大小を帯びているはずの武士を狙ったのだ。

　光彬と同じ結論に達したのか、虎太郎も顎に手をやって唸うなった。

「ありえねぇことじゃ、ねぇですな…」

「遊糸太夫の客、そして武士。これだけ判明すれば、下手人の範囲も相当絞れるだろう。よし、虎太郎。俺を葦原に連れて行ってくれ」

「は、……ッ!?」

　がくっと前のめりに倒れそうになった虎太郎が、珍しく狼狽も露わに迫ってくる。

「いやいやいやいや、なんで坊ちゃん自みずから乗り込むことになるんですかい？　そこは小こ谷たに様に一言命じればいいだけじゃ…」

「ここからは祐正の役宅も町奉行所も遠いし、祐正から目付の対つし馬まの守かみに話を通すのでは迂う遠えんすぎる。その間にも、新たな被害者が出るかもしれない。……将軍として、軽率なのは承知している。だが俺は…失われるとわかっている命を、どうしても見捨てておけん」

「坊ちゃん……」

　虎太郎はしばらくの間、光彬の中にある何かを探るように見詰めていたが、やがて深い息を吐いた。

「…そういうところは、榊原様にそっくりですな。仕方ねえ…あっしがひと肌、脱がせてもらいやしょう」

「虎太郎…！　礼を言うぞ！」

　破は顔がんする光彬に、虎太郎はやれやれと肩を竦めつつも、気のいい兄やの顔で笑いかけるのだった。







　葦原の大おお門もんが開くまでまだ二ふた刻ときはあったため、光彬はその間、蔵上寺まで足を伸ばしてみることにした。寺を詣もうでるのではなく、周囲を検分して回るのが目的だ。虎太郎は準備があると言い、『い組』に残った。

　将軍家の菩提寺として信仰を集める蔵上寺には常に多くの参拝客が訪れ、門前で市も開かれているが、裏手は鎮ちん守じゅの杜もりが広がり、ひっそりと静まり返っている。そこで待ち伏せていれば、参拝帰りの武士を狙い放題だと思ったのだ。実際、祐正によれば、このあたりでも例の辻斬りが出たという。

　折しも、太陽は西に傾きつつあり、夕日が寺の鐘しょう楼ろうを照らしている。鎮守の杜の裏手も紅あかく染まり、元々の薄暗さとあいまって、不気味な空気を醸かもし出していた。大人でも、気の弱い者なら胆きもを潰すかもしれない。辻斬りが出没すると知っていれば尚更だ。

　だが、光彬は恐怖など微み塵じんも感じてはいなかった。御庭番が常に陰かげ守もりとして付いているのはわかっているし、光彬の気性を知り尽くした祐正も、配下にどこかから監視させているはずだ。

　もし陰からの守りが無かったとしても、光彬の心は揺らぎはしなかっただろう。

　光彬には祖父から譲り受けた剣技と、形見の刀がある。優しき男子であれという遺言と共に、光彬に遺された祖父の魂…歴代の将軍に受け継がれてきた宝刀よりも恃たのみとする刀が。忍び歩きで遭遇した危機をからくも振り払えたのは、祖父が遺したこの無銘の刀のおかげだ。

「…こたびも、頼りにしておるぞ」

　藤巻の柄つかに軽く触れれば、前を見ろ、と、もの言わぬはずの刀が語りかけてきた気がした。何の疑いも持たずに従うと、だいぶひとけの引いた通りの奥から、供を一人だけ連れた武士がこちらに歩いてくるところだ。どこかで痛つう飲いんしたのか、その足取りは怪しく、はや提ちょう灯ちんを灯ともした供の中間が何度も心配そうに主を振り返っている。

　ぞわり、と項が粟あわ立だった。

「――下がれっ！」

　光彬が警告を発するのと、刀を振り上げた錣しころ頭ず巾きんの男が前方の木陰から躍り出るのは、ほぼ同時だった。

　夕日を反射した刃がぎらりと光る。光彬は鯉こい口くちを切りながら疾しっ駆くするが、男の一いっ閃せんの方が早い。

「ぎゃあああああ…っ！」

　袈け裟さ懸がけに斬りつけられた中間は、血ち飛沫しぶきをまき散らし、どうっと仰向けに倒れるや、それきり動かなくなった。

　その手に握られた提灯が燃え上がり、目を見開いたままの顔を明るく照らし出す。己の身に何が起きたのか理解する間も無く、こときれたに違いない。

「う、う、うわあああっ!?」

　残された主の武士はさすがに正気を取り戻したものの、総そう身みに回った酒しゅ精せいまでは醒さめてくれなかったようだ。腰の刀を抜き放とうとしたまではいいが、足が急な動きについてゆけず、よろけた勢いで尻餅をつき、刀も鞘さやごと取り落としてしまう。

　竜の彫刻が施された高価そうな鞘に、血振るいをした男が顔を向けた。頭部をすっぽり覆い隠す錣頭巾から唯一覗いている目元が、すっと細められる。そこに漂うのは、紛れも無い愉ゆ悦えつだ。

　その瞬間、光彬は直感した。この男こそ祐正を悩ませ、幾いく人たりもの命ばかりか、差料まで奪った辻斬りだと。

　……俺の目の前で、これ以上、死なせてなるものか！

　光彬は形見の刀を抜き放ちざま、次の標的に定められてしまった武士と、血塗られた刃を構え直した男の間に割り入った。

　祖父に叩き込まれたすり足で全く足音をたてず、気配も完全に断っていたから、男には光彬が突然目の前に現れたように見えただろう。それでもなお、とっさに後ずさり、光彬の初撃をかわせたのはたいしたものだ。

「ッ……？」

　十尺ほどの距離を置いて向かい合った男は、僅かに目を瞠ったが、すぐさま動揺を呑み込んだようだった。力強く踏み込み、光彬目がけて突進してくる。

　いい判断だ。このくらいの距離、光彬なら一瞬で詰められる。もしも一目散に逃げ出していれば、男は背中から斬られていた。だが相手の懐に飛び込むことが出来れば、刃は届かない。

　光彬は気を引き締めた。目立たぬ黒の着流し姿だが、この男は浪人などではなく、相当な鍛錬を積んだ武士だ。今までの被害者たちがろくに抵抗も出来ず、殺されていったのも頷ける。しかし、弱き者を守るのではなく、己が欲望を叶えんがために振るわれる刀に、祖父直伝の剣技が劣るはずがない。

　刃を交える瞬間、男の口元がにぃっと愉悦に吊り上がったのが、覆い布の上からでも見て取れた。光彬の刀が男よりもほんの少し遅れて繰り出されたせいだ。

　だが、光彬よりも速いはずの男の刀は、光彬には届かず、ぎぃんっと高い音をたてて弾かれた。光彬は敢えて男より遅く斬り込むことにより、鎬しのぎで相手の刃をしっかり受け止め、弾いてみせたのだ。そして光彬の刀は勢いを失わず、そのまま無防備にさらけ出された男の右腕を切り裂く。

「うぐぁっ!?」

「……？」

　追撃の手を止めてしまったのは、頭巾越しのくぐもった声に、聞き覚えがあるような気がしたからだ。そう言えば、さっき刀を合わせた時の手応え。あれも以前、どこかで感じたことがあるような――。

「…若っ？　若っ、ご無事ですか、若!?」

「坊ちゃん！　どこだ、坊ちゃん！」

　記憶から呼び覚まされそうになった何かは、遠くから聞こえてきた二人の悲鳴にかき消された。提灯を持った虎太郎と、何故か恵渡城に居るはずの門かど脇わきが、血相を変えて蔵上寺の門前を駆けてくる。

「くっ…、いずれ、思い知らせてやるからな…！」

「ま、待てっ！」

　さしもの辻斬りも己の不利を悟ったか、武士の落とした刀は諦め、虎太郎たちとは逆の方に逃げ出した。すかさず追いかけようとした光彬の袴はかまの裾に、うずくまっていた武士が顔面蒼白で縋り付く。

「お、お待ち下され。拙せっ者しゃを一人にしないで下されっ」

「心配なさるな。すぐに俺の仲間が駆け付けるゆえ…」

「さ、先ほどの者は、例の辻斬りでござろう!?　拙者の刀目当てに、舞い戻るやもしれぬではないか…！」

　目の前で中間を斬られ、すっかり怯えきってしまった武士は、光彬を救いの神とばかりに放してくれなかった。なだめているうちに頭巾の男はまんまと逃げおおせ、息を切らした門脇と虎太郎が駆け付ける。

「わ……、若ぁ、ご無事で……」

　納のう刀とうする光彬を頭のてっぺんから爪先まで眺め、どこにも怪我が無いのを確認すると、門脇はへなへなと長身を丸め、心の臓を押さえた。

「小こ兵へ衛え…、お前、どうしてここに？」

「『い組』で若をお待ちしていたら、若が危ないと投げ文があったので、虎太郎と共に駆けて参りました」

　投げ文をしたのは、おそらく御庭番だろう。光彬が死の危機にでも陥おちいらない限り、彼ら自身が姿を現すことは無い。

「いや、それ以前に何故、城に詰めているはずのお前が『い組』に居るのかと…」

「あっしがお呼びしたんですよ。坊ちゃんの願い事を叶えるには必要だったもんで」

　光彬の疑問に答えたのは虎太郎だった。願い事とは葦原に連れて行くことだろうが、どうして門脇が必要になるのか？

　首を傾げはしたものの、部外者の武士の前では詳しく尋ねるわけにもいかない。幸い、武士は未だ混乱が抜け切っておらず、今までの会話もろくに耳に入らなかったようだ。

「気を確かに持たれよ。そこもとにはまだ、やらねばならぬことがあるだろう」

「あっ……」

　光彬がしゃがんで眼差しを合わせ、中間の骸むくろをしゃくってみせると、武士の目にいくばくかの正気が戻った。

　中間は武家の使用人だが、身分は町人だ。もしも武士が辻斬りに遭遇したことを家中にも公にも秘したければ、光彬たちに口止めを頼んだ上、中間の骸を放置して去れば良い。骸はそのうち自じ身しん番ばんから奉行所に届けられ、無縁仏として葬ほうむられるだろう。

　だが、光彬が助けた武士は、そこまでの外げ道どうではなかったようだ。

「……お助け頂いた上にかたじけないが、拙者の家に使いを頼めぬだろうか。せめて骸を家族の元に返してやりたい」

　そう願い出ると、自ら家名を名乗ったのだ。勿論、光彬は聞き入れ、虎太郎に頼んで元助を武士の家に走らせた。足の速さが自慢の元助は、半刻もかからず、武士の家人を案内してくる。

「命をお助け頂いたこと、様々なお心遣いに、重ね重ねお礼申し上げる」

　莚むしろに包んだ中間の骸を家人たちに担かつがせ、引き上げる間際、武士は深々と頭を下げてきた。様々な心遣いとは、光彬たちが自身番に駆け込まなかったことだろう。

　自身番の連絡を受けた町奉行所の同どう心しんが飛んで来ても、武士は彼らの取り調べに応じる義務は無いが、辻斬りに遭遇したこと自体は露見してしまう。従者を犠牲にして己だけ助かったのだ、などと町人たちに噂されようものなら、武士の面目は丸潰れだ。

「拙者、恥ずかしながら刀はからきしだが、貴殿の腕前には感服いたした。もし貴殿が望むなら、その腕に相応しき勤めを紹介させてもらおうと思うのだが…」

　武士はよほど恩義に感じたとみえ、そんなことまで言い出した。

　真実を知らぬのだから仕方がないのに、門脇は光彬の右側で頰を引き攣つらせ、虎太郎は左側でぶふっと吹き出すのを堪えている。武士の棟とう梁りょうたる将軍に、一介の旗本が職を斡あっ旋せんするというのが、よほど滑稽だったらしい。

「…俺はただ、人として当然の務めをなしたまでのこと。礼には及びませぬ」

「いや、だが…」

「もし恩義に感じて下さるなら、今後、公こう儀ぎより内々のお取調べがあった際は、包み隠さず事実をお伝え頂きたい。さすれば辻斬りの調査も捗はかどり、命を奪われる者も絶えましょう」

「……承知した」

　武士は名残惜しそうにしつつも、家人たちを引き連れ、去っていった。今後、目付や町奉行が取り調べれば、素直に応じてくれるだろう。旗本の方から自主的に町奉行に協力する分には、何の問題も無い。

　あの頭巾の男は刀欲しさに、武士を無差別に狙っている。光彬はそう確信しているが、今までに殺された者やさっきの武士が頭巾の男に共通して恨みを買ってしまった――すなわち、被害者と頭巾の男が知ち己きである可能性も排除はしきれない。

「…知己、か…」

　光彬の小さな呟きを、門脇は耳ざとく拾い上げた。

「いかがなさいました、若」

「いや、先ほどの辻斬りの太刀筋に覚えがあったのだ。…もしや、あの辻斬りは、俺と剣を合わせたことがある者かもしれん」

「何と…ではまさか、瀬せ川がわ道場の門もん弟ていが…？」

　光彬は城下で暮らしている間、祖父の旧友瀬川有ゆう斎さいが開いた剣術指南道場に通い、剣の腕を磨いていた。光彬の師はあくまで祖父だが、祖父ばかりではなく、他の多くの剣客と仕合うことを勧められ、瀬川もまた快こころよく受け入れてくれたのだ。

　瀬川道場には、光彬の他にも武家の子弟が数多く通っていた。中には旗本の子であるのを鼻にかけ、横暴な振る舞いをする者も居たが、よもや辻斬りなどという凶行に及ぶほどの悪ではなかったはずだ。そう思いたいのに――。

「なるほど。下手人は坊ちゃんの昔のお友達ってえわけですかい。因果ってのは恐ろしいもんだ」

　さっきとは違う紺こん絣がすりの小袖に緋ひ縮ぢり緬めんの半はん襦じゅ袢ばんを小粋に着こなした虎太郎が、ずけずけと言い放つ。

　慌てたのは門脇だ。

「こ…っ、こらっ、虎太郎！　貴様、若のお気持ちも考えず、何ということを…っ」

「坊ちゃんが一度刃を交えた相手の太刀筋を絶対に忘れないって、小兵衛様もご存じでしょうが。坊ちゃんには榊原様の血が流れてるんだ。今更取り繕つくろったって、何にもならねぇでしょうよ」

「だからと申して、もっと言い様があるだろうが…！」

　長い間、祖父の元で共に寝起きしていたというのに、相変わらずそりの合わない二人である。光彬にとってはどちらも大切な存在だから、ぜひ仲良くして欲しいのだが、門脇は虎太郎が光彬をぞんざいに扱っているとどうにも気に入らないようなのだ。

「やめろ、二人とも」

　放っておけばいつまでも言い争いが続きそうなので、光彬は止めに入った。祖父と暮らしていた頃の、いつもの流れだ。

「あの辻斬りは瀬川道場の門弟だ。俺もそう思う」

「…で、ですが若…ひょっとしたら、御城に入られてから手合わせなされた者どもの誰かという可能性も…」

「俺が将軍になってから手合わせした者といえば、剣術指南役か、稽古の相手を申し付けた隼はや人とと小こ姓しょう頭がしらくらいだ。御台を拉致した浪人どもも斬ったが…あの辻斬りの太刀筋は、あやつらとは全く違っていた」

　そこでしんみりした空気に茶々を入れるのは、勿論虎太郎だ。

「ってこたあ、ますます下手人が絞れてきたってわけだ。瀬川道場の門弟で、坊ちゃんと手合わせをしたことがあって、遊糸太夫にぞっこんの武家の子弟。だいぶはっきりしたじゃありやせんか。いやはや、めでてえこって」

「虎太郎、貴様また！」

「小兵衛！」

　憤慨する門脇を脇に退け、いい加減からかうのはやめろと睨み付ければ、虎太郎はひょいと役者のように肩をすくめる。

「それで、坊ちゃん。そろそろ葦原の大門も開く頃合ですが、どうしやす？」

「行くに決まっているだろう」

　有斎に見込まれ、師範代にまで推すい挙きょされた光彬は、百人以上の門弟ほぼ全員と手合わせをしている。武家の子弟に限っても数十名は居ようし、年頃だから、皆、葦原に通いもするだろう。下手人が絞れてきたと言っても、まだまだ数が多すぎる。

　今が好機なのだ。利き腕を負傷した辻斬りは、しばらくは凶行に及べまい。その間に葦原で手がかりを集め、素性を突き止められれば、これ以上の犠牲を出さぬうちに悲劇に幕を下ろせるかもしれない。目付や町奉行が動くのを待つのでは、遅すぎる。

「……そうですかい。あっしとしては、出来れば御城に帰った方がいいんじゃねぇかと思うんですがね……」

「…虎太郎？　どういう意味だ？」

「触らぬ神に祟たたり無しというか、雉きじも鳴かずば撃たれまいというか、なんというか…」

　珍しく歯切れの悪い虎太郎は、少しの間首をひねって何やら考え込んでいるようだったが、やがてすっきりとした顔になった。

「ま、ここで案じていても仕方ねぇ。お望み通り、葦原にお連れしやすよ」

　やれやれと言わんばかりの虎太郎の眼差しが、ほんの一瞬、誰も居ないはずの杜の奥に投げかけられたことを、光彬も門脇も気が付かなかった。







　陽も暮れかけた恵渡城本丸の大奥では、たすき掛けも勇ましい御お火ひの番ばんが薙なぎ刀なたを構え、火の用心を呼びかけながら、侵入者の警戒に当たっている。

　並の武士よりも腕が立つ奥女中たちの目を搔かい潜くぐって潜入し、闇から闇を移り渡った影は、御台所の住まいである新御殿の一角、滅多に人が近付かない廊下の片隅に結び文を落とすと、再び闇に溶けて消え去った。間を置かず御お納なん戸どから出てきた咲さきが何食わぬ顔で結び文を拾い、御お休きゅう息そくの間まで待つ主の元に届ける。

「……葦原。上様が、葦原に……」

　目を通すや否や、純すみ皓ひろの手から文がひらりと落ちる。純皓から許しを得て文を読んだ咲もまた、みるみる表情を変化させていった。純皓と同じ、嫉妬と憤ふん怒ぬの鬼へと。

「太夫…、これ、どういうことなんですか…どうして上様と私の鬼おに瓦がわらまでもが、葦原になんて行かなきゃならないんです？」

「読んだんだからわかってるだろうが。『い組』の頭に呼び出されたせいだ」

　予想通り、辻斬りを捕縛すべく城下に繰り出した光彬に、純皓は腕利きの配下を付けていた。その配下が、光彬がくだんの辻斬り当人と遭遇し、交戦したと連絡してきたところまではまだ良かったのだ。あって欲しくはなかったことだが、光彬は不思議と事件を吸い寄せる体質のようだし、辻斬り如きに敗北するはずがないからだ。

　だが、光彬が下手人を特定するために葦原へ赴おもむこうとしていると書き添えられた一文を読んだ瞬間、純皓の理性は焼き切れてしまった。

　葦原には、上は太夫から下は河か岸し見み世せの鉄てっ砲ぽう女じょ郎ろうまで、千人以上の遊女が集められている。俗世での身分を持ち込むのは野暮とされ、誰もがただの一人の男として扱われる。男が遊女に粉をかけるのも自由なら、遊女が気になる客の袖を引くのも自由なのだ。

　光彬の浮気を疑っているわけでは、決してない。光彬は純皓を、ただ一人の愛する妻と思い定めてくれたのだ。たとえどこかに登とう楼ろうしても、遊女には指一本触れず、生真面目に辻斬りに結び付く情報を聞き出すだけだろう。

　問題は遊女たちだ。男にとっての極楽は、女にとっての地獄。華やかなのはうわべだけで、中に住まう女子たちが愛欲ゆえに苦しめられているという点では、大奥も葦原もたいして変わりはしない。

　毎夜、意に染まぬ客の相手を強制され、すさみきった遊女が光彬を…橘たちばなの木のように爽やかかつ凛り々りしい若わか武む者しゃを垣かい間ま見みでもしたら、逃すはずがない。いくら光彬が辞退しようと、褥しとねに引きずり込むに決まっている。

『……やめよ…っ、俺には、二に世せを契ちぎった妻が…』

『わかっております。今宵だけ、今宵だけで良いのです。どうか、苦く界かいに沈んだ身を憐れと思おぼし召し、一夜の情けを下さいませ…』

『あ…、あっ、純皓……！』

　妄想の中で、光彬は遊女のなよやかな肢体を振り解ほどけず、されるがままだ。たかが女子一人、光彬なら容易く突き飛ばせるはずなのに。自分よりも弱い者、小さい者にはとことん甘い。それが光彬という男子なのだ。

　妄想は紡つむがれ続け、光彬が遊女に乗っかられそうになったところで、みしぃっという音を最後に途切れた。こちらは現実。純皓が手にしていた扇を片手でへし折った音だ。

　意図してやったのではなかったが、おかげで少しだけ冷静さが戻ってきた。純皓は『八や虹こう』の長の威厳を纏まとい、自分と同じ妄想に嫉妬の炎を燃やしているだろう側近の少年に呼びかける。

「…おい、咲。苛々している暇は無いぞ。上様と門脇が揚あがるのは、おそらく紅華楼だ」

「えっ…？　紅華楼って、あの紅華楼ですか!?」

　咲が瞬時に我に返るのも無理は無い。紅華楼と言えば、刀を欲しがる風変わりな花魁、遊糸太夫を抱える葦原一の大おお見み世せ。物見高い恵渡っ子たちの注目の的であったが、純皓たち『八虹』の者にとって、全く別の意味を持つ場所だからだ。

　純皓が西の都で『八虹』を創設したように、この恵渡の町にも、裏側の世界を牛ぎゅう耳じる組織が存在する。紅華楼は『紅べに鞘ざや』と呼ばれるその組織が情報収集のために営いとなむ遊ゆう郭かくであり、今は長の陽かげ炎ろうが滞在する仮宿でもあった。

　新興の『八虹』と異なり、『紅鞘』は戦国の時代が発祥とされ、同様の組織の中では随一の歴史を誇る。始祖は戦国最強を謳うたわれた竹たけ田だ家に仕える忍しのびだったとも、竹田家の落らく胤いんだったとも言われているが、『紅鞘』が今日まで連綿と命めい脈みゃくを保ってきたのは、その優秀さゆえでも、血筋ゆえでもない。存続させねばならぬ理由があったからだ。

『紅鞘』に伝わる妖刀、鬼き讐しゅう丸まるの存在である。

　今や遠き戦国の時代。当時の長には二人の息子があり、いずれも甲乙つけがたいほど優秀であったことから、次の長の座を巡り、血で血を洗う争いを繰り広げていた。そしてある日、兄は謀略を用い、弟を惨殺したのだが、殺された弟は怨霊と化し、兄に取り憑ついてしまった。

　正気を失った兄は近隣の里人たちを皆殺しにした挙句、己も首を斬って死のうとしたのだが、そこに偶然、強い霊力を持つ高僧が通りがかる。見兼ねた高僧は、弟の怨霊を兄が振り回していた刀に封じ込めた。

　兄は危うく命を拾い、正気に返ったが、弟の怨念は鎮まること無く、むしろ刀に封じられたせいでいっそう荒れ狂った。何も知らぬ人間が刀に触れれば、たちまち怨霊に支配され、数多あまたの血にまみれるまで暴走し続ける。蔵の奥、果ては地中深くに埋めても無駄だった。刀が発する妖気に引き寄せられた人間が、掘り起こしてしまうのだ。

　皮肉にも、刀が呪いをまき散らさないのは、兄の手にある時だけだった。鎮まっているのではなく、兄に怨えん嗟さを浴びせては正気をすり減らし、じわじわと弱らせていくのだ。

　数多の有う徳とくの僧や巫女、修験者まで呼び寄せられたが、誰も弟の怨霊を調ちょう伏ぶくさせられなかった。そこで兄は、鬼讐丸と号された刀を生涯傍から離さず、自ら呪いを受け止める鞘となることを決意した。

　兄の死後はその子が、更にその子の死後は孫が…と、『紅鞘』の長は鬼讐丸の生ける鞘としての務めを果たし続けた。彼らが総じて短命なのは、年々増すばかりの鬼讐丸の呪いの前では、いかなる鍛錬も意味を成さなかったせいだ。

　だが彼らは定めから逃げ出さず、子孫を絶やしもしなかった。長の血が絶え、鬼讐丸が解き放たれれば、恵渡が前将軍やその嗣し子したちの命を奪った流行はやり病やまいなど比べ物にもならぬほどの災厄に襲われるのは明らかだからだ。

　――と、このあたりまでの事情は、純皓に限らず、裏の世界に生きる者なら周知の事実である。もはや真偽を確かめようが無いくらい昔のことなので、今となっては妖刀など眉まゆ唾つば物もの、『紅鞘』が箔はく付づけのためにでっち上げただけの法ほ螺ら話ではと疑う者も少なくない。

　しかし、純皓は鬼讐丸が実在するものと考えている。十年前、西の都で過ごしていた純皓の元に、『紅鞘』がはるばる恵渡から協力を要請してきたのだ。当時の長が鬼讐丸を所持したまま行方不明になってしまった。恵渡や関かん八はっ州しゅうまで、しらみ潰しにしても見付からない。ついては『八虹』も捜索に加わって欲しい、と。

　闇の組織は万が一の事態に備え、横の連携を保っておくものだが、一方的に協力を仰げば大きな借りを作ることになる。その上で要請してきたのだから、鬼讐丸は実在すると判断すべきだ。

　純皓は莫大な報酬と引き替えに、他の組織も動員し、西の都や王坂まで捜したが、消えた長も鬼讐丸も発見されずじまいだった。そこで長の息子、純皓と同じ十二歳だった陽炎が長の座を引き継いだ。

　陽炎はその後も長として采さい配はいを振るいながら、父と鬼讐丸を捜し続けていたらしい。それが判明したのは、先日、光彬の監視のために繫ぎを取った時のことだ。陽炎は配下に営ませている葦原の妓楼、紅華楼に滞在していたのである。――純皓と同じ男子でありながら、最高位の花魁、遊糸太夫として。

　花魁に化け、客に刀をねだるという手口を聞き、純皓は密かに舌を巻いたものだ。風変わりな花魁に客は興味を持ち、陽炎に会いたがる。そして会えば間違い無くあの美貌に魅せられ、陽炎の歓心を少しでも買おうと、血ち眼まなこになって刀を買い求める。

　花魁には縁の無い貧しい者であっても、刀さえあれば対面が叶うのなら、人から奪い取ってでも捧げてみせるだろう。陽炎はただ微笑みを浮かべ、座しているだけで、陽ひノの本もとじゅうの刀が集まるのだ。その中に、父と共に行方不明になった鬼讐丸が交じっている可能性に、陽炎は賭けたに違いない。

　陽炎の父、前の長が失踪してはや十年。どこかで死亡していてもおかしくないのだ。陽炎によれば、鬼讐丸は刀のくせに高い知性を持つという。長の手を離れた後、ひたすら息を潜め、『紅鞘』の気が緩んだ頃を見計らって蓄え続けた呪いの力を爆発させる。そんな悪鬼めいた所業を、百年ほど前、実際にやってのけたそうだ。

　最悪の事態が起こる前に鬼讐丸を見つけ出し、自らが鞘となって呪いを封じる。それが陽炎の狙いだろう。

　正直なところ、光彬さえ無事なら、恵渡がどんな災さい禍かに襲われようと純皓は構わない。むしろ望ましいくらいだ。恵渡八百八町が崩壊し、幕府が政まつりごとを維持出来なくなれば、堂々と光彬をさらってゆける。

　生まれつき短命を強いられた陽炎を憐れまないでもないが、多かれ少なかれ、人は宿しゅく業ごうを背負っているものだ。純皓や光彬がそうであるように。陽炎よりももっと悲惨な星の元に生まれた者など、数えきれない。

　だから、陽炎が馬鹿な男たちを手玉に取り、恵渡をちょっとした騒動に陥おとしいれても、純皓は傍観していた。元々、恵渡は『紅鞘』のなわばりだ。光彬さえ無事ならば、光彬さえ巻き込まれなければ、何が起きようと掣せい肘ちゅうを加えるつもりなど無かった。

　そう。光彬さえ。

　……光彬さえ、無事ならば……。

「……出るぞ、咲」

　打掛を捌さばき、すっくと立ち上がった純皓に、咲は無言で従った。何故と問いかけたりはしない。主従の心は、今、ぴたりと重なっているのだから。

「助けなければ」

「ええ、助けなくちゃいけませんね」

　その証拠に、純皓が呟けば、何もかも心得た咲がこくこくと頷く。御台所用に誂あつらえられた華やかな打掛ではなく、ありふれた地味な男ものの小袖や帯を、二人分並べながら。

「綺麗なのは見てくれだけで、心までどす黒い陽炎が俺の可愛い光彬に会ったら、興味を持つに決まっている」

「私の可愛い鬼瓦だって、見み初そめられちゃうに決まってます」

　光彬は役人の不正や悪意には敏感なのに、女子を見る目だけが欠けている。やえという幼馴染の少女を、本当はとんでもないあばずれだったにもかかわらず、清純無垢な乙女だと信じ込んでいたのが良い例だ。純皓が排除しなかったら、光彬は間違いなくあの女に穢けがされていただろう。

　剣の腕は悪漢どもから身を守ってくれても、海千山千の遊女の手て練れん手て管くだからは助けてくれまい。純皓と同様、陽炎も、女子に化ける腕や、閨ねやの技術は相当なものだ。きっと本職の花魁とて敵わない。光彬が健けな気げに純皓一人を守ろうとしても、陽炎がその気になれば、無理矢理褥に引き込むのはじゅうぶんに可能だ。

　死と隣り合わせの生を宿命づけられた陽炎は、迫りくる死に神の足音を打ち消そうとばかりに目先の快楽に耽ふける。花魁に化けた陽炎の座敷では、夜毎ごと、肉の狂宴が繰り広げられているに違いない。

　あらゆる苦痛を畏おそれず、興味を引かれれば、火傷をするとわかっていても手を伸ばす。けれど、決して満たされることの無い餓かつえは狼の如く陽炎の正気を喰らい、更なる快楽を求める羽目になる。厄介な性癖さえ無ければ、純皓に勝るとも劣らぬ長であるものを…あるいはこれもまた、鬼讐丸の呪いなのかもしれないが。

　光彬を見初めたなら、陽炎はまず間違い無く食しょく指しを動かすだろう。取り返しのつかない事態になる前に、助けてやらなければ。純皓は光彬の、たった一人の正妻なのだから。

　打掛を脱ぎ落とし、純皓は咲の用意してくれた衣装に着替えた。垂すい髪はつを町衆風の髷まげに結い上げれば、美形すぎるのを除けば、どこにでも居る商家の手て代だいに変身だ。咲は振ふり袖そでから丈が短めの小袖と股もも引ひきに改め、髪も結っている。商家の手代と丁でっ稚ちという組み合わせが、街中では一番目立たない。

　輿こし入いれした後、密かに設けておいた抜け道から城外に脱出するまでの間、二人の主従は沈黙を保っていた。

　葦原の大門をくぐり、初めて垣間見るきらびやかな世界に圧倒される光彬や、張はり見み世せの格こう子し戸ど越しに、光彬という上じょう玉だまを捕まえようと虎こ視し眈たん々たんと狙いを定める遊女たちや、女を買いに来たくせに光彬の凛々しい若武者ぶりに見惚れる客たちや、何故か光彬の股間の太刀を持ちたがる中なか奥おくの面々までもが頭の中をぐるぐる回り、しゃべるどころではなかったのだ。咲も純皓と同じだろう。違うのは、妄想の中の主役が光彬ではなく、門脇だったことくらいだ。

「……なあ、咲」

　純皓がやっと口を開いたのは、賑わう弐本橋の表通りの人混みに紛れ込んだ頃だった。隠おん密みつとして生きてきた純皓は気配を完全に断てるので、町の人々は純皓や咲の美貌に注目もせず、通り過ぎていく。

「なんですか、太夫」

「これは浮気だな？」

　配下からの結び文を読んだ時から、ずっと思っていた。恵渡の民のためとはいえ、純皓以外の男、しかも妓楼の太夫に、純皓に内緒で会いに行く。たとえ光彬にその気は無くとも、妓楼とは女を抱くための場所なのだ。そこに入った時点で、浮気だと判じるべきではないかと。いや――純皓以外の男を見ただけでも、浮気ではないかと。

「ええ、太夫。これは浮気です。私たちというこの上無く貞淑で美しい妻がありながら、他よ所その男や女に目を移すなんて、浮気以外の何物でもありません。ちっ…、やっぱりあそこだけじゃなく、全身の毛を剃そっておいてやれば良かった…」







[image: ]







　主と一心同体の咲は力強く頷き、門脇が居合わせたらぴゃあっと悲鳴を上げて逃げ出しそうな低い呟きを漏らしたが、幸い、聞いているのは純皓だけだった。我が配下ながら、いい仕事をしているじゃないかと思う。光彬は門脇ほど毛深くないが、大事なところの毛を剃り、童わらわのようにしてやって、羞しゅう恥ちに染まる様を堪能するのも一いっ興きょうかもしれない。

「浮気は人じん倫りんに悖もとる暴挙。夫が道を踏み外しかけていたら、多少強引にでも正しい道に戻してやるのが、妻の務めだ」

「同感です、太夫。死んでも余所見なんてしなくなるよう、しつけ…教えてやらなくちゃいけませんね」

「妓楼に足を向けるほど精力を持て余しているのなら、妻として充分に搾しぼり取って差し上げなければな」

　くす、くすくす、と見た目だけは美しい笑みを交わしながら、よく似た主従は夜の帳とばりが下りかけた恵渡の町に溶け込んでいった。







「……っ!?」

「若、いかがなさいました？」

　突如、左胸を押さえた光彬を、隣を歩いていた門脇が心配そうに覗き込んだ。光彬は手を下ろし、淡い笑みを浮かべる。

「大事無い。少し悪寒がしただけだ」

「ならば良いのですが…まこと、先ほどの辻斬りに手傷を負わされたのではございますまいな？」

「しっ、小兵衛。声が大きい」

　光彬がたしなめると、門脇はあっと声を上げそうになったが、すんでのところで呑み込んだ。どうにか平静を取り繕い、ばつが悪そうに眉を下げる。

「……申し訳ございませぬ。その、どうにもこういった場所は…不慣れゆえ…」

「気にするな、俺とて同じだ。ただ、いつも通りにしていればいい」

　しかし、光彬も平常心を保てているとは言い難かった。何せ、二人が連れ立って歩いているのは、恵渡の、否、陽ノ本の男子なら一度は夢見る葦原遊郭なのだから。

　裕福そうな商人や、医者に化けたのだろう僧侶、大たい身しんの旗本とおぼしき武士たちが吸い込まれていく茶屋。老いも若きも、貴き賤せんも問わずめいめい精いっぱい華やかに装う者があれば、編み笠を被り、きょろきょろと落ち着き無く周囲を窺う者も居る。

　雪せっ駄たをひっかけ、鼻歌を歌いながら張見世を覗き込む客に、籬まがきの向こうから意味深長な笑みを投げかけてくる遊女。いずこからともなく流れる三味線の清すが搔がきに、混じる歓声や嬌声。そぞろ歩く男たち。同じ恵渡の空の下なのに、どこか甘くねっとりと絡み付いてくるように濃密な空気は、ずっと吸い込んでいたら頭がぼうっとなってしまいそうだ。

　朝草橋の船宿から猪ちょ牙き舟ぶねを仕立て、多おお川かわを遡さかのぼり、光彬と門脇をこの異空間まで送り届けてくれたのは虎太郎だが、大門をくぐったところで別れてしまった。美男で知られる『い組』の頭はこの葦原でも有名人であり、大見世の太夫にも馴染みが居るとかで、同行すれば光彬までも悪目立ちするのは必ひつ定じょうだったからだ。

　代わりに、お供としてわざわざ恵渡城から呼ばれたのが門脇である。いかにも色事には疎そうな光彬と厳いかめしい門脇の取り合わせなら、精いっぱい背伸びして女郎見物に来た武家の坊ちゃんとそのお目付け役だと思ってもらえる、というのが虎太郎の弁だ。

　総そう籬まがきの大たい廈か高こう楼ろうが立ち並ぶ、最も華やかな仲なか之の町まち通りを進みながら、光彬は乳兄弟の長身を見上げた。

「悪かったな、小兵衛。このようなことに巻き込んでしまって」

「今更何をおっしゃいますか。それがしは若をお守りするためなら、火の中、水の中も厭いといませんぞ」

「それは頼もしいが…虎太郎が急に呼び立てたから、咲殿に何も告げる暇も無かっただろう？　先日、やっと夫婦水入らずで過ごせたばかりなのに、また寂しがらせてしまうのでは…」

「いっ、いいいいいいいえ！」

　咲の名が出たとたん、門脇はびしっと凍り付いたかと思えば、ぶんぶんと首を振った。光彬が幼い頃虎太郎に買ってもらった、首が揺れるようになっている張はり子この虎のようだ。

「た…、たとえ朝の別れが永の別れとなろうと、慌てぬのが武士の妻というものでございます。御心配には及びませぬ」

「…そ、そうなのか？　だが、虎太郎に頼み、文を届けるくらいなら…」

「へへへ平気です平気です平気です。どうぞお気になさらず」

　金かな壺つぼ眼まなこがあちこち泳ぎまくっている。ちっとも平気そうではなかったが、光彬はそれ以上追及しないでやった。事情をつまびらかにすれば、却って相手を心配させてしまう。門脇の気持ちが、光彬にも痛いほどわかるからだ。

　――お悩みのことがあったら、私に教えて下さいませ。何の力にもなれないかもしれませんが、せめて上様の苦しみの僅かなりとも、共に味わいとうございます……。

　常日頃、そう労いたわってくれる純皓に、光彬は何も言わず、城を抜け出てきてしまった。

　背格好のよく似た御庭番を影武者に立て、事情を把握する隼人が万事取り仕切ってくれるから、数日の間なら、光彬が不在でも中奥は問題無い。隼人のことだ。大奥にはそれらしい理由を取り繕い、しばらく将軍の渡りは無いと伝えてくれるだろう。

　突如、夫が大奥に渡らなくなれば、純皓はきっと不安と孤独に苛さいなまれる。光彬がたびたび城外に下りていることは既に知っており、共に恵渡の町を歩いたばかりか、意外なほど世慣れていた純皓だ。いっそ辻斬りについて打ち明けてしまった方が、純皓の不安を和やわらげてやれたのかもしれない。

　そうとわかっていながら、無言で城を出たのは、純皓を危険に巻き込みたくなかったから――そして、妻のもう一つの顔を見るのが怖かったからだろう。

　懐剣一振りで栄えい証しょう院いんの雇った浪人たちを屍しかばねの山と化し、返り血を浴びて嗤わらっていた、妖艶な地獄の使い。ただの公く家げの子息ではありえない妻と、もう一度対峙する勇気が、未だに持てずにいるのだ。

　どんな妻でも愛しい。その気持ちに、嘘偽りは無いはずなのに。

　……すまん、純皓。意気地の無い俺を許してくれ。

「……て、…いっ…！」

　心の中で妻に詫びた時、花街のざわめきに似つかわしくない声が混じった。少女の悲鳴だ。光彬は立ち止まり、あたりを見回すが、どこにもそれらしい姿は無い。

「若？」

「…いや、すまん。気のせいだったようだ」

　いぶかしむ門脇を促し、再び歩き出す。虎太郎に教えられた紅華楼の場所は、仲之町を進んだ奥、京きょう町まち二丁目だというから、そろそろ見えてくるはずなのだが――。

「…嫌っ！　放して！」

「……小兵衛！」

「はい、若！」

　今度こそはっきりと届いた悲鳴に、光彬は門脇と顔を見合わせ、同時に駆け出した。

　引ひき手て茶屋が立ち並び、大勢の男たちが遊女の品定めをする葦原も、目抜き通りである仲之町から一本外れてしまえば細い路地があちこちに走り、ずいぶんと入り組んでいる。恵渡に上ってきたばかりの田舎者が迷い込み、町の衆総出で探し回った結果、餓死寸前で見付けてもらえたという虎太郎の話も、あながち与よ太たではないかもしれない。

「放して下さい…っ！　こんなことをしたって、太夫は…」

「この、小娘が…、おとなしくせぬか！」

　幸い、光彬たちは迷うこと無く、始めの路地を奥に入ったあたりで悲鳴の主とおぼしき振袖姿の少女を発見した。肩口でまっすぐに切り揃えられた髪型からして、たぶん高位の遊女に仕える禿かむろだ。純皓の小姓、咲よりも年少だろう少女の細腕を摑み、引きずってゆこうとしているのは、大小を帯びた三人の若い男たち――武家の子弟である。

「その娘を放せ！　貴様ら、それでも武士の子か!?」
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　光彬が息も乱さずに糾きゅう弾だんするや、男たちはぎょっとして振り向いた。初めて合わせるはずの顔に覚えがあると思ったのは、光彬だけではなかったようだ。見張り役なのか、少し離れたところで腕を組んでいた男が、あっと驚愕の声を上げる。

「お前、七田光之介…！」

「…もしや、博ひろ通みち？　高たか田だ博通か？」

「無む役やくの御家人の子如きに、呼び捨てられる覚えは無いわ」

　光彬の呼びかけに、男は憎々しげな眼差しを返し、大きな黒子ほくろのついた鼻をふんっと鳴らす。

「若に向かって、何と無礼な…っ」

「小兵衛、良い」

　鯉口を切りかけた門脇の袖を摑み、光彬は首を振った。門脇はまだ不満そうだったが、微行中であることを思い出したのか、渋々引き下がる。

「御家人のそのまた用よう人にんの分際で、上様の信頼篤き高田家の男子に嚙み付くとは。相も変わらず物わかりの悪い下僕を飼っているな、光之介」

「…俺のことを何と言おうが構わんが、小兵衛を侮辱するのはやめてもらおうか。小兵衛は俺の無二の臣下で、大切な家族だ」

「用人如きが家族だと？　はっ。さすが、刀しか取り柄の無い御家人の子だけはある」

　醜く歪んだ顔に、血筋を鼻にかけた傲慢な物言い。間違いない。やはりこの男は、かつての同門、高田博通だ。

　高田博通は家か禄ろく二千石ごくの大身旗本、高田家の次男である。

　父の現当主、高田監けん物もつは無役だが、名門旗本のみに許される寄より合あい席せきに属しており、同じく無役でも御家人だった光彬の祖父とは身分において大きな隔へだたりがある。旗本と御家人はいずれも将軍の臣下だが、将軍に御お目め見みえが叶う旗本と、御目見えが許されない御家人では、同じ幕臣といえども天と地ほどの差があるのだ。

　まだ父と異母兄たちが健在だった頃、光彬は偽名の七田光之介を名乗り、真の身分を伏せて瀬川道場に通っていた。表向きは離縁された母が実家に連れ帰った子ということになっていたので、博通は光彬を御家人の子と嘲あざけり、取り巻きを引き連れ、ひんぱんに突っかかってきたものだ。

　武士に非あらざる者は人ではない。同じ武士でも、出自が劣る者の命は軽い。

　そう豪語していた頃とまるで変わっていない博通に、これ以上、何を言い返しても無駄だろう。光彬は怯えきった少女に優しく微笑みかけ、安心させてから、博通をまっすぐに見据える。

「そんなことより、その娘を放せ。何があったのかは知らんが、大の男がよってたかってか弱き女子をかどわかすなど許されんぞ」

「この者は俺に無礼を働いた。俺に対する無礼は、上様の拝はい謁えつの栄に浴よくした高田家に対する無礼も同然。よって、相応しき罰を与えてやろうとしたまでだ。御家人の子如きがしゃしゃり出る幕ではない」

「…ち、違います…っ！」

　拘束された少女が、悲痛な声を上げた。

「わたし、何もしてません…！　この方が…っ、太夫に愛想尽かしされたからって、わたしを…」

「ええい、黙らんか！」

　うろたえた取り巻きの一人が振り上げた拳こぶしは、少女に命中する前に、光彬の掌てのひらに受け止められた。

　ひと蹴けりで間を詰めた光彬が、滑かっ空くうしてきた鷹たかにでも見えたのだろうか。硬直した取り巻きのみぞおちに、光彬は反対の拳で突きを叩き込んだ。この程度の動きにも付いて来られぬ程度の者に、祖父の形見を抜くまでもない。

「ぐぇぇっ」

　取り巻きはえずきながら膝をつき、光彬を背後から襲おうとしたもう一人は、光彬の意を汲くんだ門脇に後ろ手をひねり上げられている。

「お、お武家様…」

「大丈夫だ。連れて行かせはしない」

　光彬の胸元くらいにある頭をぽんと叩いてやると、自由になった少女は、野の花を想わせる愛らしい顔を僅かにほころばせた。儚はかなげな雰囲気がどことなく妻の小姓である咲に似ている気がして、ますます不ふ憫びんになる。

　あっという間に味方を失った博通が、ぎりりと歯は軋ぎしりをした。

「光之介…っ、貴様、俺に刃向かう気か？　上様に御目見えも叶わぬ御家人の子が、名門高田家の嫡ちゃく流りゅうであるこの俺に…」

「…変わらんな、博通。お前は昔から何かにつけ上様、上様と言うが、もし上様が今のお前をご覧になれば、呆れて言葉も出ぬだろうよ」

　将軍本人が言うのだから確かな事実だ。門脇もひそかにうんうんと頷いている。だが、光彬の正体など知るよしも無い博通は、身勝手な怒りをつのらせる一方だ。

「御家人の子に、上様の御心がわかるものか！　この無礼者が！」

「ひ……っ」

「――もう退どけ、博通」

　びくっと竦んでしまった少女を背に庇かばい、光彬は宣告した。

　博通がとっさに刀を抜きかける。見事な拵こしらえは、父が元服祝いに与えてくれたのだと自慢していた、国くに光みつの刀だろう。剣の道を志こころざす者なら誰もが憧れる名刀だ。購あがなえば百両は下るまい。

　対して光彬は、形見の刀に手をかけもしない。

　武門の子を誇るだけあって、博通は有斎の厳しい稽古も耐え抜き、道場でも有数の使い手だった。その腕前は、何度も仕合った光彬が最もよく知るところだ。

　だが、今の博通は悪事の現場を蔑さげすんでいた光彬に押さえられたばかりか、取り巻きを叩きのめされ、動揺しきっている。そんな心の有様で振るう刃が、光彬に届くはずがないのだ。

「もと同門のよしみだ。今なら見逃してやる。だが、もしあくまでこの娘をかどわかそうというのなら…」

　光彬の視線を追った博通が、ぐっと顔を歪める。路地の入り口から、騒ぎを聞き付けた客が数人、こちらを覗き込んでいたのだ。葦原は幕府より一定の自治を許されている。もしも彼らが町の治安を守る名な主ぬしの元に駆け込めば、博通は父が助けを差し向けてくれるまで、犬畜生以下と卑いやしむ町人に囚われることになるだろう。

「こ…、この、この…っ、御家人の子が…っ…」

　全身から怒気を発する博通の額に血の管が浮かび上がり、手をかけたままの刀がかたかたと鍔つば鳴なりを発した。いつも父親が尻拭いしてくれるからか、博通はとにかく短慮で、後先考えず暴力に訴えるきらいがある。葦原ではよほどの事情が無い限り、武士であっても抜刀は厳禁という暗黙の掟を破り、斬りつけてくるかもしれない。

　光彬はどんな攻撃にも対処出来るよう身構えたが、博通は忌々しげな顔で刀から手を放すと、取り巻きへ尊大に言い放った。

「…お前たち、行くぞ！　ぐずぐずするな！」

「は…、はいっ！」

　光彬に背を向け、ずんずんと歩き出した博通を、まだえずいていた取り巻きが追いかけた。もう一人の方も、光彬の合図を受けた門脇に解放され、ほうほうのていで後に続く。

「……御家人の子の分際で、高田家の男子に偉そうな口を叩いた無礼。いつか、思い知らせてやるからな……！」

　集まりかけていた客の男たちを乱暴に突き飛ばし、大門の方に向かいながらも、博通は捨て台詞を吐いていくのを忘れなかった。光彬にとっては聞き慣れた台詞だし、実際に思い知らされたことなど無いので、またかと受け流すだけだ。それがいっそう、博通の苛立ちを燃え立たせるとも知らずに。

　博通一行の姿が曲がり角の奥に消えると、門脇はほうっと息を吐いた。

「…危ないところでしたな、若。それがし、博通が抜くかと思いましたぞ」

「ああ、俺もだ」

　光彬の知る博通なら絶対に抜いていたし、博通もそのつもりだっただろう。寸前で思いとどまったのは、葦原で刃傷沙汰に及んだのが公になれば、高田家に瑕きずがつくと判断したせいなのか？　それほどの理性があるのなら、そもそも少女を白昼堂々、かどわかそうなどと企んだりはしないはずだが…。

「…ひ、…っ、く、う、ううっ…」

　どうにも釈然としない光彬の足元で、少女の嗚お咽えつが漏れた。見れば、博通たちにさらわれそうになっていた禿の少女が、地べたに跪き、両手を覆って泣きじゃくっている。

「…だ、大丈夫か!?」

　光彬は勢い良くしゃがみ込み、少女の細い肩をさすってやろうとして、ばっと手を引っ込めた。博通たちに恐ろしい目に遭わされた少女が、同じ武士の男に触れられれば、いっそう怯えさせてしまうだろうと思ったのだ。

「…よしよし、恐い想いをしたな。落ち着いてからで良いから、そなたの見世か、姉女郎の名を教えてくれ。そうすれば、見世の者を呼んできてやろう」

　女子に泣かれるのだけは苦手だ。こんな時、美しく優しい純皓が居てくれればどんな娘でもすぐ泣きやむだろうにと思いながら、つとめて柔らかく話しかければ、少女はやおら顔を上げる。

「……い、いいえ…、平気、です……」

「だが、俺たちは…」

「お武家様は、わたしを助けて下さいました。あの乱暴な方たちとは、違います…」

　しゃべるうちに落ち着いてきたのか、少女はしゃんと立ち上がった。涙を両手の甲で拭い、深々と頭を下げる。

「助けて頂き、ありがとうございました。わたしは蛍ほたると申します。紅華楼に奉公しております」

「紅華楼…!?」

　門脇が驚くのも無理からぬことだった。お歯は黒ぐろ溝どぶに囲まれたおよそ二万坪の葦原遊郭には、大小取り混ぜて五百近くの妓楼が立ち並ぶ。助けた少女が目当ての紅華楼の禿だったとは、なんという偶然であろうか。

「まあ、お武家様。もしや、うちにお揚がりになるところでいらっしゃいましたか」

　しかし、偶然はこれだけでは終わらない。

「よろしければ、わたしといっしょにおいで下さいませんか。お侍様に助けて頂いたと聞けば、わたしのお仕えする遊糸太夫も、一言お礼を申し上げたいと言うでしょうから」

　少女、蛍の無邪気な誘いに、光彬と門脇は驚愕に染まった顔を見合わせた。







　蛍に案内された紅華楼は、かねて虎太郎から聞いていた通り、大見世にのみ許された総籬の格式高い妓楼だった。

　内ない証しょうの襖ふすまにさえ金銀の彩色が施されており、床には紫し檀たん、棚の類には黒こく檀たんが用いられている。さりげなく飾られた和漢の珍器といい、風雅を解さぬ光彬の目にすら見事な書の軸じく物ものといい、並の大名の御殿よりよほど豪勢な造りだ。

「見世の者をお救い頂き、まことにありがとう存じます。ささ、お武家様方、お礼に一いっ献こん差し上げますので、どうぞこちらへ…」

　ことの次第を聞かされた楼主は光彬たちを二階の座敷に揚がらせ、酒を運ばせた挙句、客のついていなかった遊女たちまで侍はべらせた。光彬が遊女を断ると、代わりに将軍の食事よりも豪華な膳ぜんが出てくる始末だ。遊女見習いの禿を助けただけで下したにも置かぬ歓待をされるのだから、遊糸太夫は見世にとって欠かせぬ稼ぎ頭、決して機嫌を損ねられない存在らしい。

「…遅いですな…」

　光彬同様、膳にも酒にも手を出さない門脇が、もぞもぞと居心地悪そうに逞たくましい身体をゆすった。遊糸太夫がお礼に参るまで少々お待ち下さい、と言い置いた楼主と蛍が去ってから、そろそろ半刻になろうか。

「ぼやくな、小兵衛。女子の支度には時間がかかるものだ。太夫ともなれば、尚更だろう」

「しかし、若をこれほどお待たせするなど…」

「まともに登楼していれば、今宵じゅうにはとても対面出来なかったかもしれんのだ。このくらい、何とも思わんさ」

「…おおせの通りですな」

　門脇が不承不承頷いたのは、遊糸太夫を一目拝もうと刀を抱え、門前市を成すかのように並んだ客たちを目撃したからだろう。遊糸太夫は馴染みの客を迎える傍かたわら、彼ら一見の客にも時間を割さいているそうだが、あの列の最後尾についていたら、確実に三刻は待たされたはずだ。蛍に巡り会えたのは幸運と言えた。

「それにしても、博通が遊糸太夫の馴染みだったとはな…」

　紅華楼への道すがら、蛍から聞き出した話を思い出すと、光彬の口は自然とへの字になった。武家の子弟の葦原通いなど珍しくもないし、光彬とてそこを咎とがめるつもりは無い。だが、人々がいっときの夢を見る場所でも権威を振りかざし、害を及ぼすのなら、話は別である。

　蛍によれば、博通は半年ほど前に紅華楼に揚がり、遊糸太夫の虜とりこになってしまったそうだ。それから毎夜のように通い詰めていたが、俗世の身分は通用しないのが建前の葦原でもあの調子で威張り散らしていたため、すっかり太夫にも妓楼の者にも嫌われ、愛想尽かしをされた挙句、出入り禁止を喰らってしまったのだという。

　そこで、博通は買い物に出た蛍を襲ったのだ。可愛がっている禿を人質にすれば、遊糸太夫をおびき出せると企んだらしい。浅はかとしか言いようがない。

「道場に通っていた頃は、そこまで腐ってはいなかったはずなのだが…。あれでは、有斎先生も嘆かれよう」

「…それが、若。お伝えしておりませんでしたが、先日、有斎先生にたまたまお目にかかりまして。高田博通は、瀬川道場を破門されたそうにございます」

「破門？　何故だ。博通はあの通りの男だが、剣に対してだけは真摯だったはずだ」

「ささいな口論から門弟を取り巻きどもと袋叩きにし、半殺しの目に遭わせたとのこと。相手が商家の子であったのと、父の監物が見舞金をはずんだために公にはなりませんでしたが、たった一人を寄り集まっていたぶるなど人の道に反すると、有斎先生は判断なされたそうでございます」

「先生らしいな。…そうか。破門にされていたか…」

　そこで初めて、光彬は博通に微かな憐れん憫びんを覚えた。博通の所業はどのような理由があろうと許されることではないが、葦原に通い詰め、禿をかどわかそうと血迷うほど遊糸太夫に入れ揚げたのは、有斎に破門されたのがきっかけだと察せたからだ。

　数多の名高い剣客を送り出し、仁じん慈じ深い性格で慕われる有斎さえ見放したとなれば、いかに大身旗本の子息といえど、博通を門弟に迎えてくれる道場はもはや恵渡に一つもあるまい。

「それがしが申すのもなんですが…若はお人好しが過ぎますぞ」

「いきなりどうした、小兵衛」

　お人好しなどと言われるようなことをした覚えは無い。きょとんとして問い返せば、乳兄弟は溜息をつき、渋面を作る。

「高田博通に同情めされたでしょう。あの者は若が道場に通われていた頃、御家人の子とさんざん罵ののしった挙句何度も仕合を挑み、絶対に勝てないと悟るや、闇討ちまで仕掛けてきた不ふ埒らち者ものですぞ」

「……そうだったか？」

　御家人の子と罵られたのは確かだし、他の門弟たちより多く仕合った記憶もある。

　だが光彬は己の出自を恥じてなどいないから傷付くことは一度も無かったし、仮にも師範代に推挙された自分が試合を挑まれるのは当然だと思っていた。ましてや闇討ちなど、受けた覚えは――。

「……ああ、もしや用具部屋を片付けに入った時、背後から博通たちが挑みかかってきた折のことか？」

　ようやく記憶を手た繰ぐり寄せた光彬に、門脇はさっきよりも深く息を吐く。

「挑んだのではなく、襲ったの間違いでございましょう。若は丸腰だった上、博通は五人もの取り巻きを引き連れていたのですから。しかも部屋の外側から鍵をかけ、見張りまで立たせる周到ぶりですぞ」

「お前が気付いて、開けに来てくれたではないか」

「それがしが用具部屋に駆け込んだのは、博通たちが全員若に打ちのめされ、床に這わされた後でしたが」

　あの時は胆が冷えましたぞ、と眉を顰められ、光彬はぱちぱちとしばたたいた。

「俺はてっきり、邪魔の入らぬところで多対一の戦闘を実践したかっただけだと思っていたんだが…あれは闇討ちだったのか？」

「闇討ち以外の何だと申される。何故、若がそのように気楽に構えられるのか、それがしは不思議でなりませんぞ。結局、有斎先生にも何事も告げられぬままだったではありませぬか」

「…それは…、一度も危ういとは感じなかったからだが…」

　もう三年近く前になるが、あの時のことは鮮明に思い出せる。

　声もかけず、背中からいきなり木刀で打ちかかってきた博通たちを、光彬は徒と手しゅ空くう拳けんのまま返り討ちにした。丸腰での戦い方も祖父から叩き込まれていたから、危機感など一度も覚えなかった。

「……不覚」

　ごつごつとした手で額を押さえ、門脇がぼそりと呟いた。

「小兵衛？」

「あやつらにしてみれば、どうしても打ち負かせない若を、卑怯な手を使ってでも敗北させたい一心だったものを…肝心の若には、じゃれつかれただけとしか思われぬとは…それがし、不覚にも束の間、博通が憐れになりましたぞ」

「…何を申しておるのか、わからんのだが…」

「天に翼を与えられ、大空を羽ばたく者と、地べたを這いずる者の差など、若にはおわかりにならぬでしょうな。燕えん雀じゃくいずくんぞのたとえもございまするゆえ、おわかりにならずとも、良いことでございますが」

　門脇は苦笑し、胡坐あぐらをかき直した。僅かに揺れた空気に、馴染んだ香りが混じる。座敷の隅に置かれた香炉で焚たかれているのは、純皓も好む白びゃく檀だんらしい。遊糸太夫と純皓の趣味は似ているようだ。太夫もまた、純皓のような美形なのだろうか。

「ともあれ、博通が若の同情に値せぬ男であることだけは確かでござる。破門は確かに堪えたでござろうが、あやつは名門高田家の子息と申しても次男。歳の離れた長兄には三人の息子が居るそうですから、家か督とくを継げる目は無いに等しい。親が存命のうちはああしてやんちゃも出来ようが、兄や甥おいの代になればそうはいきませぬ」

　家督を継げぬ武家の次男以下は悲惨だ。

　どこかで取り立ててもらおうにも、幕府も各藩も財政状況は甚はなはだ厳しく、よほどの伝つ手てか才能でもない限り、新たな仕官の口はほとんど無い。残された道は世継の居ない家の養子に入るか、出家するか。それさえ叶わなければ実家に残り、嫁も取れず、死ぬまで兄や甥たちの世話になるしかない。そういった存在を、俗に厄やっ介かい叔お父じと呼ぶ。流行病が蔓まん延えんしなければ、光彬もそうなっていたかもしれない。

「だが、博通の父は息子をたいそう可愛がっていただろう。高田家ほどの名家であれば、仕官は厳しいとしても、それなりの養子口は見繕えるのではないか？」

「高田監物は既に心当たりに声をかけ、多額の支度金もつけると申したそうですが、どこの家も博通を受け容れなかったとか…」

　武家はどこでも懐事情が厳しいから、多額の持参金付の養子なら、実子を差し置いてでも迎えたがるものである。それを要らぬと拒むのは、公になっていないだけで、博通の悪行が知れ渡っているという証しょう左さだろう。

「…なるほど。それであそこまで腐り果てたか…」

「若。くどいようですが、博通に同情は禁物ですぞ」

「わかっておる。…現状、あやつは下手人の有力候補だからな」

　瀬川道場の門弟であり、遊糸太夫の馴染み客。光彬と打ち合ったあの技量。博通は、下手人の条件にことごとく当て嵌まる。もしも蛍を助けた時、博通の利き腕をさらけ出してやれれば、辻斬り本人かどうかを確かめられたのだが……。

「七田様、門かど田た様。入ってもよろしゅうございましょうか」

　襖の外から蛍に呼びかけられ、光彬と門脇は居住まいを正した。門田というのは、蛍に問われ、門脇がとっさに考えた偽名だ。

「ああ、構わぬ」

　腰から抜き、己の右側に置いた形見の刀を一いち瞥べつしてから、光彬は応えた。虎太郎の指南によれば、葦原ではたとえ藩主であっても佩はい刀とうを預けさせられるという。遊女たちの安全のためだ。

　しかし、光彬たちは大小を差したまま座敷に揚げられた。せめて利き手側に置き、敵意が無いと示しているのだが、刀を欲しがる風変わりな太夫のためなのか、光彬たちが太夫を傷付けることなど絶対に無いと確信しているからなのか。

「失礼いたします」

　紅い芍しゃく薬やくの描かれた襖が開かれ、蛍に介添えされた麗人が現れた瞬間、どちらも正しいのだと、光彬は理解した。

　紅に彩られたやや吊り上がりぎみの双眸は闇よりも深く、清流よりも澄み渡っている。すっと通った鼻筋に、形の良い唇。それだけならただの美形というだけだが、この麗人にはどんなに冷徹な者の心も蠱こ惑わくし、己に縛り付けて放さぬ圧倒的な華があった。馴染みの客、否、信奉者たちに貢みつがせたのだろう豪奢な絹の小袖を重ね、金きん襴らんの帯をだらりと締め、紅い蝶ちょうと花々を散らした摺すり箔はくの打掛を羽織らずとも、流し目一つくれてやれば男どもは骨抜きにされ、下僕と成り下がるだろう。

　身分は天地ほど違うが、対峙する者を圧倒せずにはいられない美貌は、純皓とどこか通じるものがある。純皓が大輪の牡ぼ丹たんの花か白百合なら、こちらは菖あや蒲めか杜若かきつばただ。二人が打ち揃えば、万軍を戦わずして跪かせることが出来るかもしれない。これほどの麗花に刀を振りかざそうなどと、誰も思うまい。

　だが――と息を呑んだ光彬の傍らで、思わずといったふうに、門脇が唸る。

「…お、男おの子こ…？」

　そう、今をときめく傾けい城せい、あの博通さえも魅了した遊糸太夫は、化粧を施していようとも、男子であるのは明らかだった。

　女子にしては背が高すぎる。重ねた小袖でうまく隠しているが、その肉体は決してなよやかではなく、ほど良い筋肉に覆われている。小こ太だ刀ちでも持たせれば、かなり使えるのではなかろうか。もっとも、これは光彬くらいしか見て取れぬだろうが。

　もっと厚く白おし粉ろいをはたき、髪も結い上げずに垂らすなどの工夫を凝らせば、より女子に寄せられるはずだ。あえてそうしないのは、遊糸太夫が己の性別を隠すつもりなど無いからではないか。葦原には少数ながら男子の遊女も居り、総じて見た目を女子そのものに装うそうだが、目の前の太夫からはそうしたあざとさや憂いはいっさい感じられない。

「はい、遊糸は私でございます」

　凛とした応いらえが、光彬の推測を裏付けた。襖のすぐ前…下しも座ざに腰を下ろした遊糸太夫に、光彬は首をひねる。

　葦原において、花魁は最高の存在だ。幕府でたとえるなら将軍である。ゆえに、どれほど身分高き客であっても下座につかせるのだという。

　葦原を別名『ありんす国』と呼ぶように、特徴的な廓くるわ言葉を通し、敬うやまった物言いなど絶対にしないとも聞いていたが、それも無い。まるで、武家の娘のような口調である。没落した武家の子女が女郎に売られるのも珍しくはないから、あるいは、遊糸太夫は武家の出身なのかもしれない。

「七田様と門田様は、お客ではなく、蛍の命の恩人であらせられますゆえ」

　光彬の驚きを読んだのか、遊糸太夫が切れ長の双眸をゆったりと細めた。

　つくりものめいた、ともすれば酷薄そうにも見える美貌に血が通い、華やぎを増す。自ら木ぼく石せきと称してはばからない門脇が、ほのかに頰を染めるほどに。光彬とて、純皓という大輪の花を妻としていなければ、阿呆のように見惚れてしまったかもしれない。

「常のように振る舞っては無礼ですので、まずは挨拶を申し上げたいと思いました。勿論、挨拶が済みました後は、存分にお礼をさせて頂きとうございますが…」

　純皓より少し高い声が艶を帯びる。存分なお礼とは、花魁としてその帯を解き、褥に侍るという意味だろう。乳兄弟に勝るとも劣らぬ木石の光彬でも、秋しゅう波はを送られていることくらいはわかる。

「…いや、礼など無用。か弱き女子があのような目に遭わされておれば、武士たる者、俺でなくとも同じことをしただろう」

　光彬は口早に言った。漂う白檀の香りが心もち強くなって、まるで純皓がそこに居るような錯覚に陥ったのだ。

　……ち、違うぞ、純皓。俺はあくまで行きがかり上、座敷に揚がったに過ぎん。小兵衛だとて一緒なのだ。やましいことなど何も考えてはおらん……！

「…まあ…」

　心の中でも口早に言い訳をすると、遊糸太夫は花のかんばせに微かな驚きを滲ませた。

　本気なのか遊女の手管なのか、光彬には判別しがたい。どのような感情を乗せようと、その美貌はいささかなりとも翳らず、いっそう艶を増す。確かなのはそれだけだ。

「七田様は、なんと慈悲深く、謙虚な御方。廓の女子を救うため、刀を帯びたお侍様を四人も向こうに回し、一歩たりともお引きにならなかったと蛍から聞いておりますのに」

「言うたであろう。罪無き者、ましてやか弱き女子を救うは、武士として当然の理ことわり。その者の素性など、関係あるまい」

　光彬が何気無く答えると、膝の上できちんと揃えられていた遊糸太夫の手が、ぴくりと動いた。背後に控える蛍などは、まだあどけなさの残る顔にはっきりと驚愕を浮かべている。

「…蛍が何者であっても…たとえ禿ですらもなく、下働きだったとしても、お助け下さったと？」

「当然であろう。何なに故ゆえ、左さ様ようなことを聞く？」

「御不快に思われましたら申し訳ございません。ただ…あの高田様と同じお侍様から、そのようなお言葉を伺うとは思いませんでしたもので…」

　ためらいがちに告げられ、光彬は納得してしまった。博通のことだ。遊糸太夫に入れ揚げていても、女郎ふぜいがと侮あなどる態度をそこかしこに滲ませていたのだろう。

　本人は隠しているつもりだったのかもしれないが、太夫まで上り詰めるほどの遊女が、博通の本心に気付かぬはずがない。だからこそ博通は、愛想尽かしをされたばかりか、出入り禁止まで喰らったのだ。

「…博通は、よほど傲慢な振る舞いに及んでいたのだな。今回の一件といい、そなたたちには相当嫌な想いをさせたようだ。同じ武士の子として情けなくなってくる」

「あ…、いえ、決して七田様を責めるつもりで申したのではございません。武家のお客は皆様、私たち廓の者など眼中にお入れにならないものでございます。ですから高田様も、他のお客に倣ならわれたのでしょう。禿のかどわかしなど、珍しいことではございませんし…」

　溜息をつくような遊糸太夫の言葉を、光彬は強い口調でさえぎった。

「皆がそうしているからといって、人の道に反していることが正しくなるわけではあるまい」

「七田様…」

「命の重さに出自など関係無い。謗そしられて当然の者も、踏み付けられて当然の者も、この世には居おらぬ。博通は許されざる過ちを犯したのだ。そなたたちには、博通を糾弾する資格がある」

　と言っても、博通は大身旗本高田家の次男である。実家に駆け込まれてしまえば、遊糸太夫たちが訴え出たところで、奉行所は武家の敷地内には一歩も踏み込めない。

　繫がりのある妓楼の間で博通の情報を共有し、なるべく登楼させない。現実的に可能な報復としては、その程度にとどまるだろう。博通が町人なら、即座に捕縛されているものを。

　かどわかしを目まの当たりにしながら、将軍の身が、臣下の子一人をまともに罰することも叶わないとは……。

「……本当に七田様は、変わった御方。ねえ、蛍？」

　内心忸じく怩じたるものを抱える光彬に、遊糸太夫はほんのりと微笑んだ。さっきとは少し違い、素の驚きが滲んでいる。水を向けられた蛍も、大きな目を更にぱっちりと見開き、うんうんと頷いた。

「はい、太夫。七田様はさっそうと現れ、あの怖いお侍様から私を庇われたばかりか、怯える私を優しくなだめ、決してそなたを放さぬと熱い眼差しでおっしゃって下さったのです。七田様のような御方は、絵草紙でもお目にかかったことがありません」

「いや、蛍。それは…」

　少々脚色が過ぎるのではないか、それでは絵草紙に登場する正義の主人公か何かのようではないか。光彬はただ、博通たちに警告しただけだし、そなたを放さぬなどと言った覚えも無い。

　白檀の香りが、また僅かに強くなった。

　面おも映はゆさと、何故か寒気を覚えた光彬が注意しようとするが、蛍は止まらない。

「白い歯をこぼして笑われたお顔の、なんて凛々しく頼もしかったこと…！　あのお侍様たちが刀も抜かずにすごすご退散なさったのは、七田様には男子としても敵わぬと観念されたからに違いありません。太夫にもご覧に入れたかったです」

　小さな拳を握り締め、きゃっきゃっと笑いながらまくしたてる姿は、役者に焦がれる乙女のようだ。かどわかされかけ、さっきまであんなに怯えていたのに、これほど短い間に元気を取り戻せるものなのだろうか？

　小さな違和感を覚えた光彬の鼻先で、毒々しいほど紅い何かが舞った。

　……蝶？　このような季節、しかも座敷の内に、どうして蝶が……。

「そうですね。私もぜひ、間近で拝見しとうございました。七田様の勇姿を…」

「…た、…ゆう…？」

　打掛の袖口から伸びた手が――女子のようにたおやかではなく、しっかりと筋肉のついた、だが優美さを失わない太夫の手が、光彬の頰をそっと撫でている。未だ視界をちらちらとかすめて舞い飛ぶ蝶は、太夫が纏う打掛に施された刺繡だ。

　たった今まで離れて座っていたはずなのに、いつの間に距離を詰められた？　どうしてこれほど近付かれるまで気が付かなかった？

「はい、いかがなさいましたか？　……主ぬし様」

　艶然と微笑む遊糸太夫こそが花であるとばかりに、紅い蝶がひらひらと舞い遊び、群れ集う。さながら、紅くたなびく薄雲か、夕霧のように。

「…何故、その呼び方を…」

　誇り高い太夫が主様と呼ぶのは、馴染みとなった客のみ。色のみを売る女郎と違い、金子を積むだけでは太夫の馴染みにはなれない。遊びというものをわきまえ、酸すいも甘いもかみ分けた男のみが馴染みとなり、太夫と褥を共に出来る。博通は金子こそ惜しまなかっただろうが、遊糸太夫と枕を交わせたのかは怪しい。ただその美貌を眺めるしか叶わなかったからこそ、あそこまで入れ揚げたのかもしれない。

　今日会ったばかりの光彬など、とうてい太夫に主様と呼びかけられるような身ではないのだ。いくら禿の恩人とて、貧乏旗本の三男坊を馴染み扱いするなど、楼主も許さないだろうに。

　遊糸太夫は、紅い唇をほころばせる。

「惚れたから…、では、いけませんか…？」

「…なん、だと…？」

「主様のお優しさ、お心映えに惚れ込んでしまったから…一夜だけでもいい、お情けを賜たまわりたくなったのだと申し上げたら…？」

「……っ」

　覗き込んでくる漆黒の双眸に呑み込まれてしまいそうで、光彬は座したまま後ずさった。こんな時に門脇は一体どうしたのだと振り返れば、背後では、信じられない光景が繰り広げられている。

「ふふ…、うふふふふ…」

　いつの間に入り込んだのか、蛍が門脇を畳に押し倒し、しなだれかかっていた。背丈でも目方でも圧倒的に勝っているにもかかわらず、小袖の胸元をはだけさせ、顔を埋めてくる蛍に、門脇はまるで抵抗しない。光彬同様、鍛錬を欠かさぬ逞しい身体はぐったりとして、金壺眼からは光が失われている。

「可愛い門田様。太夫が七田様とお楽しみの間は、私と遊びましょうね」

「…あ、…ぁ…」

「七田様も素敵ですけど、門田様みたいに、大きくて虐いじめ甲が斐いのある方はもっと大好きなんです。可愛がってあげますから、ね…？」

　門脇の耳じ朶だを食はみながら囁きかける蛍は、幼いくせに危ういほどの色香をぷんぷんとまき散らしている。あの少女がほんの少し前、かどわかされかけて泣いていたなど、誰も信じないだろう。

「小兵衛！　小兵衛っ！」

　光彬は声を張り上げるが、門脇は鈍くまばたきをするくらいで、こちらを見ようともしなかった。いつもなら、光彬が呼べば何を放り出してでも必ず駆け付けてくれるのに。

「酷ひどい、主様。私というものがありながら、他の男に目を移されるなんて」

　乳兄弟を助けるべく飛び出そうとした光彬を紅い霧が取り囲み、みるまに人の姿をかたどった。蝶の打掛を纏い、凄せい艶えんな笑みを浮かべる太夫は、光彬とさほど変わらぬ身の丈にもかかわらず、目前に立ちはだかられると、異様な圧迫感がある。

「ご迷惑ですか…？　私のような卑しい女郎に、惚れられるのは。汚らわしいと、お思いになりますか…？」

　なのに、両手を胸の前で組み合わせ、横よこ兵ひょう庫ごに結い上げた頭を小さく傾げる遊糸太夫は、あだめいていると同時に、寄る辺無い童女のようでもある。
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　普段は凛とした太夫のこんな姿を見せられれば、守ってやりたい、慰めてやりたいと、どんなに冷たい男でも庇護欲を刺激されずにはいられないだろう。相手は太夫、その手管で一日千両を男たちに落とさせる色の強者だとわかっていても。

「そ…、そうではない」

　白檀の香りが鼻を突き、光彬はかぶりを振った。だが、芳香は弱まるどころかいっそう強くなり、ねっとりと絡み付いてくる。

　――上様……。

　馴染んだ甘い囁きがよみがえり、光彬はびくりと肩を震わせる。

　だが、視線を巡らせた先にあるのは愛しい妻ではなく、打掛の裾を優雅に捌き、じりじりとにじり寄る太夫の姿だ。緋縮緬の蹴け出だしからちらりと覗いた足が、束の間、蜘く蛛ものそれのように見える。

「そうではない…？　ならば、お情けを下さるということですか？」

　蜘蛛が、否、太夫がまた一歩近づいた。一息で詰められる距離を、わざわざ少しずつ縮めるのは、より長く己の美貌を見せ付け、酔わせるためなのか。博通もまた、こうして虜にされてしまったのか。

　ゆらゆらと揺れる視界の隅に、畳に置かれたままの形見の刀が入り込んだ。何をしているのだと叱しっ咤たされた気がして、光彬は両脚に力を入れて踏ん張る。

「ち…、違う…、俺はそなたに、聞きたいことがあって参ったのだ…」

「聞きたいこと？」

「あ、ああ。武士ばかりを狙うという辻斬りについて、な」

　ふ、と遊糸太夫が足を止めた。うまく興味を引けたようだ。

　光彬は俄然勢いづき、葦原を訪れる前に遭遇した辻斬りや、高田博通についてなるべく簡潔に説明していく。色町の者は口が堅い。たとえ愛想を尽かしたとしても、客の秘密を容易に漏らすまいが、可愛がっている禿をかどわかそうとまでした博通は、太夫にとっては憎い仇かたきのはずである。博通と辻斬りに繫がる手がかりを、与えてくれるかもしれない。興味の対象が光彬から辻斬りに移れば、こんな仕打ちもやめるはずだ。

　だが、光彬の期待は最悪の形で裏切られた。話を聞き終えるや、遊糸太夫は打掛の長い袖をひるがえし、すうっと腕を伸ばしてきたのだ。

「太夫っ…」

「良いですよ。主様のお願いなら、何でも教えて差し上げます。…褥の中で、ゆっくりとね」

　むわりと立ち込めた白檀の香の中を、紅い蝶の群れが波のように押し寄せてくる。

　とん、と耳元で音がして、光彬はとっさに瞑つむってしまっていた瞼を上げた。朱しゅ唇しんが触れ合いそうなほど近くに、博通を堕落させた美貌がある。いつの間にか床とこの間に追い詰められ、両脇に突かれた太夫の両手の間に閉じ込められていたのだ。

　もはや、何も見えない。形見の刀も、蛍にのしかかられる門脇も、豪奢な座敷の設しつらえも……長い睫まつげに縁取られた漆黒の双眸以外は、何も。

「さあ、主様」

　微笑んだ遊糸太夫が眼差しを落としたのは、前側でだらりと締められた金襴の帯だった。太夫ともなれば、纏う衣装は全て馴染み客からの貢物である。芍薬の花を何輪も咲かせ、純皓が締めているものよりも華やかなこの帯を贖うために、馴染み客はいったい何百両の金子を費やしたのだろうか。

「どうぞ、解いて下さいませ」

　甘い声音でねだられ、拒める男などそうそう居まい。光彬が即座に首を振れたのは、太夫に勝るとも劣らぬ純皓の美貌が頭を過よぎったおかげだ。

　……今すぐ逃げろ。太夫の願いを聞いてはならない。ねだられるがまま帯を解けば、抜き差しならない事態に陥ってしまう。

　こういう時、本能の警告は恐ろしいくらい当たる。しかし、警告に従いたくとも、太夫の腕に閉じ込められていては、どこにも逃げ場が無い。光彬に出来るのは、ただ拳を握り込み、後ろ手に回すくらいだ。

　だが、光彬の断固たる拒絶は、太夫にはしっかりと伝わったのだろう。

「何故、そこまで頑かたくなに私を拒まれるのですか？　先ほどのお言葉は全て偽り、本当は私を下げ賤せんの者よと蔑んでおいでですか？」

　悲しげに柳りゅう眉びを寄せ、詰なじる声さえ艶めかしい太夫に、光彬は重ねて首を振る。

「違う。…俺には妻が居る。ゆえに、いかに想いを寄せられようと、受け容れることは出来ない。ただそれだけだ」

「奥方様が？　…まあ、まあまあ、それはそれは」

　ほほ、ほほほほっ…、と、遊糸太夫はさもおかしそうに笑った。

　そのすぐ後ろには光彬と門脇の刀が置かれたままになっている。博通の国光ほどの業わざ物ものではないにしても、数打ち物さえ喜んで受け取るという太夫だ。蛍を助けた武士の差料なら、俄然、興味を示しても良さそうなのに、太夫は姿を現してから一度も、刀に目をくれてすらいない。

　己以外眼中に無いのだと、博通あたりなら有頂天になったかもしれないが、光彬はそこまで自うぬ惚ぼれる気にはなれなかった。

　間近で瞬く漆黒の双眸は、一見、嬉しげに輝いている。だが、その奥は冷たく凍り付いたままなのだ。純皓なら…光彬に惚れ抜いてくれている妻なら、宝玉のような瞳を、蜜みつよりも甘く蕩とろかせ、光彬を見詰めてくれるのに。

　惚れたと媚び態たいを繕いながら、遊糸太夫はじっと光彬の言動を観察している。そう思えてならない。

「主様は本当に、慈悲深いだけでなく律儀な御方。ここは葦原で、私は女郎でございますよ。堅かた気ぎの女子に手を出せば密通を咎めたてられもしましょうが、女郎と褥を共にしたとて、奥方様も誰も責めはいたしませんでしょうに」

「そのような問題ではない。俺がここでそなたに手を出せば、傷付けてしまうだろう」

「…奥方様の御心を、ですか？　ですが私は」

「女郎だからと申すのであろう？　傷付くのは純、いや、俺の妻だけではない。そなたもだ」

「…私、が…？」

　遊糸太夫のしなやかな長身が揺らぎ、両脇に突かれた手が震えた。頭に纏わり付いて離れなかった白檀の香りが、微かに和らぐ。

「そなたは己が女郎だから卑しいと申すが、俺はそうは思わん。女郎だろうと姫だろうと、操みさおの重さに変わりはあるまい。しかし、俺がそなたと褥を共にすれば、妻を裏切るばかりか、そなたを金子で購える程度の存在だと認めてしまうことになろう」

「……」

「ゆえに、俺はそなたの誘いには乗れぬ。……さあ、わかったのなら、退どいてくれ」

　言葉の途中で俯いてしまった遊糸太夫を、光彬は促す。

　きっと太夫は、あっさり己になびかない光彬をからかってみたくなっただけだろう。でも、どうあっても誘いに乗らないとわかり、興が削そがれただろうから、これでやめてくれるに違いない。

「…っく、くく、くくくく、くくっ」

　ようやく見えてきた希望を打ち砕いたのは、猫が上機嫌に喉を鳴らすような、愉悦に満ちた男の笑い声だった。まさかまた新手が現れたのか？　光彬は無意識のうちに身を緊張させるが、他の気配は感じない。

「くく…、くっ…、これはまた、このご時世に、よくもまあこんな上玉が生き残っていたものだ」

　再びあの声が響き、俯いていた太夫がおもむろに顔を上げる。

　光彬はふっと息を呑んだ。

　ついさっきまでと変わらず、太夫は微笑んでいる。対峙した者全てを魅了せずにはいられない笑みを、光彬だけに注いでいる。

　だがそれは、最高位の太夫とはいえ、客に奉仕する側である遊女が浮かべて良いたぐいのものではなかった。

　色いろ悪あく――初う心ぶな女子をもてあそぶ男の笑み。奉仕される側の顔だ。

「そなたは…」

「なんとも毛色の変わった侍だと思ったから、刀のついでにつまみ食いするだけのつもりだったが……気が変わった。こうなったら、是が非でも俺の帯を解いてもらうぜ」

「な、…っ？」

　ばささ、と音をたてたのは、遊糸太夫が脱ぎ捨てた打掛だったのか、光彬の周囲を舞った無数の紅い蝶だったのか。

　どちらとも判別出来ず、むせ返るような白檀の香りにくらくらしているうちに、壁と背中の間にしっかりと挟んでいたはずの手を、身体の前に回されてしまう。

　炯けい々けいたる漆黒の双眸が、ひた、と光彬を捕らえた。

「解け……光之介」

「ことわ、…っ!?」

　言げん下かに放とうとした拒絶は途切れ、のろのろと上がった両の手が遊糸太夫の帯の端を摑む。光彬の意に反して。まるで、見えざる糸に操られるからくり人形のように。

「そう、いい子だ。そのままほんの少し力を入れて、引っ張るだけでいい」

「…く、…っ」

「深く考えるな。しょせん、浮き世は憂き世だ。明日、この身がどうなっているかもわからない。だから、楽しめる時には存分に楽しめばいい」

　――なあ、光之介？

　吐息と共に吹き込まれた囁きが、たちこめる白檀の香りが、群れ飛ぶ紅い蝶が、光彬の正気をがりがりと削り取ってゆく。

　駄目だ…、駄目だ駄目だ駄目だ…っ！

　いくら心の中で叫んでも、身体は言うことを聞いてくれない。帯を摑んだ手に、ぐっと力がこもった。あとは、左右に引くだけ。それだけで、この毒どく蛾がの化身のように美しい男の全てが露わになる。

　……良いではないか。

　もはや室内を染め上げるまでになった白檀の香りに蕩かされた頭の奥から、聞き慣れた己の声が囁きかけてくる。

　……俗世から隔絶された葦原で過ちを犯したとて、大奥に居る純皓には知るすべも無い。お前さえ胸に秘していれば、夫婦の仲にひびが入りはしない。

「…、がう…、では、ない…」

「うん…？　どうした、光之介？」

　歯を軋きしませ、勝手に動く己の手を懸命に押しとどめる光彬の顎先を、遊糸太夫がくいっと持ち上げた。触れるか触れないかのぎりぎりのところまで顔を寄せたのは、勝利を確信した者の余裕ゆえだったのだろう。

　その美貌をきっと睨み付け、光彬は言い放った。心の中に住まうただ一人の愛しき者に、誓いを捧げるかのように。

「違う！　俺が欲しいのはそなたではない。我が妻、純皓だけだ……！」

　毅き然ぜんとした宣言が響き渡るのと同時に、固く閉ざされていた襖が、すぱんっと小気味良い音をたてて開いた。







　あえかな笑みをたたえ、そこに佇たたずむのは、光彬を救うために天が遣わされた天女だ。一も二も無く、光彬は信じ込んだ。

　翅はねを広げた蝶のように結い上げられた髪に挿さされた、趣向を凝らした銀の簪や花簪、鼈べっ甲こうの笄こうがい。あれはきっと、天から差し込む後光だ。藤とう黄おうと緋ひ繻じゅ子す、並の器量の女子なら尻込みしてしまいそうなほど華やかな小袖をさらりと重ねたばかりか、麻の葉に銀箔の鱗りん紋もんを散らした、天に昇る竜を連想させる打掛を羽織っているのも、天女の証に違いない。

　金襴の帯を前結びにしているのは遊糸太夫と同じだが、だらりと垂らした太夫とは対照的に、『心』の文字をかたどった五角形だ。それぞれの小袖には金糸銀糸で青せい海がい波はや乱らん菊ぎくなどの模様が刺繡され、胸元を幾重にも彩る。

　僅かに覗く長襦袢の裾は紫むらさき縮ちり緬めん。ゆったりと広がった打掛の裾を縁取る、綿を詰めて膨ふくらませたふきは目が覚めるような緋色。きらめきと色彩の洪水が、華美ではなく、あくまでたおやかに映るのも、天女ならではのことだろう。人間の女子では、これほど善美を尽くした衣装を着こなせはしまい。

　目を見開いたまま、桃源郷に誘われかけていた光彬に、天女は微笑みかけた。

「――良く言った」

「…あ、…え？」

　心の臓がびくんっと跳ね上がったのは、天女の花か唇しんから零れた玉ぎょく音いんに、覚えがあったせいだ。毎夜、光彬に愛を告げ、睦言を紡つむいでくれる甘い声。衣装は変えられても、これだけは絶対に変えられない。

「……す、み…、ひろ……」

　その名を呆然と呟いたとたん、天下万民を治める将軍でさえも決して打ち勝てない敵が一いっ気き呵か成せいに攻め立ててきた。何故ここに純皓が、大奥に君臨しているはずの御台所が居るのか、それも遊女のいでたちで、という純粋な疑問。一体いつから遊糸太夫との会話を聞かれていたのかという不安。そして、遊糸太夫に迫られているこの体勢は、光彬にその気は全く無いとしても、妻のある身で不埒な行為に及ぼうとしたと取られても仕方が無いのではないかという恐怖である。

「ご…、ごか…」

　誤解だ！　と光彬が叫ぶより、純皓が簪から垂れ下がる朱しゅ紐ひもを揺らす方が早かった。先端の房飾りにあしらわれた金の鈴が、しゃらりと場違いなくらい清らかな音を奏でる。

「俺というものがありながら、そのあばずれの褥にしけ込もうとしただけでもはらわたが煮えくり返ってるんだ。あそこで俺を呼ばなかったら、いくら俺が寛大でも許せなくなるところだった」

「っ……！」

　――お味方は総崩れ、もはや立て直しは不可能！　撤退されよ！

　突如、頭の中に湧いて出た古めかしい大おお鎧よろい姿の門脇が、悲痛な顔で法ほ螺ら貝がいを吹き、陣じん太だい鼓こを叩きまくる。

　しかし、いくら撤退の合図を送られようと、蛇に睨まれた蛙かえるも同然の光彬は指一本動かせぬし、現実の門脇はと言えば、純皓の背後からすっと進み出た少女に軽々と横抱きにされてしまっている。門脇をもてあそんでいた蛍は少女に横っ面を叩き飛ばされ、頰を押さえて畳にうずくまっていた。

「俺の夫に手ぇ出すなんて百年早いんだよ、このマセガキが」

　怒りも露わな声が聞こえて初めて、蛍に容赦の無い蹴りを入れる少女が咲なのだと気が付いた。いつもは振袖姿なのが、今日は牡丹の花を描いた打掛を纏い、結い上げた髪に花簪を何本も挿しているのでわからなかった。純皓より小柄なその身体から、純皓に劣らぬ強い悋りん気きを発しているせいか、大奥で会う時よりもずっと大きく見える。
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「……では、太夫。私は向かいの座敷に居りますので」

　むくつけな大男を担いだまま華やかな打掛を捌き、淑やかに一礼してみせる咲に強い違和感を覚えるのは光彬だけらしい。門脇を担ぎ、蛍に付いてくるよう促して座敷を出て行く咲を、純皓は当然のように見送っている。

　ぴたりと閉ざされた襖の向こうで、ぴぎゃあああ、と門脇の悲鳴が響き渡った。実際にその身体を他の女子に触れられていた現場を、妻の咲に押さえられてしまったのだ。夫が他の女子に手を出せば、女は鬼にも夜や叉しゃにもなるのだと、大奥生まれの光彬は嫌になるほど知っている。

「こっ、小兵衛っ…」

　背中をつうっと冷や汗が流れ落ちるが、光彬はただ乳兄弟の無事を祈ることしか出来ない。こちら側でも、門脇が引きずり込まれたのとはまた別の修羅場が繰り広げられようとしているのだから。

「…おい、陽炎」

　純皓は打掛の袂から銀の煙管きせるを取り出し、長い羅ら宇うの先の雁がん首くびで遊糸太夫を示した。煙管は高位の遊女にのみ許される道具であり、純皓のそれも、唐草の彫刻が施された見事な逸品だ。

「さっきから聞いていれば、この人が可愛いからって、好き放題やりやがって。この人は俺の男だ。手を出すなら潰すぞ」

「……その顔、その声。まさか……、八やこ」

　言葉の途中で、ずいっと押し出された雁首が、驚きに目を瞠る遊糸太夫の喉元に食い込んだ。火皿に火は点つけられていないのに、じゅっ、と何かが焦げる臭いが漂った気がしたのは、純皓の双眸にあかあかと燃え盛る炎のせいだろうか。

「余計な口を叩けば、この場で始末する」

「…ッ…、お前…」

　遊糸太夫は純皓と光彬を順繰りに見比べていたが、やがて光彬の両脇に突いていた腕を引っ込め、くつくつと喉を震わせ始めた。

「…くく…っ、そう、か。お前の男か。それも、醜い部分は見せたくないほど大切な本命というわけだ」

「お前の耳は飾りものか？　役に立たぬ代しろ物ものなら落としてやるぞ」

「ふはは…っ！　これは面白い。太夫殺しと呼ばれたお前を本気にさせる男か。いっそう欲しくなってきた」

　艶っぽい流し目を寄越すのはやめて欲しい。ただでさえ純皓と遊糸太夫の関係がわからず混乱する一方なのに、太夫が意味深な行動を取れば取るほど、妻の放つ怒気は強まるのだから。

　煙管を下ろした純皓が、未だ柱にもたれかかったままの光彬を引き寄せた。小脇に抱えるように仕舞い込み、打掛で首から下をすっぽりと覆ってしまう。

　久しぶりに吸い込む白檀の香りは、室内に焚かれているものとは同じ香でもまるで違う。純皓に馴染んだ、純皓の匂いだ。こんな時にもかかわらず、強い安堵と欲望を搔き立てられる。

「絶対にやらない。この人は俺だけの男だ」

「そう怖い顔をするな。お前の男だと知らずに手を出そうとしたのは悪かったが、ならばいっそ、二人で可愛がってみないか？　二人がかりなら、お前の男ももっと可愛らしい姿を拝ませてくれるかもしれないぞ」

　とんでもない申し出に、光彬は身を強張らせた。万が一、怒り狂った純皓が受け容れでもしたらどうしてくれるのだと、遊糸太夫を詰りたくなる。

「断る。俺の男は、俺以外の手では感じないからな」

　だから、純皓が毅然と断ってくれて心から安堵したのだが、遊糸太夫はくくっと喉を鳴らし、話をまたあらぬ方角に向けるのだ。

「ほう…？　それにしては、俺の姿に見惚れ、帯を解きかかっていたが」

「忍の媚香を焚いておいて何を言う。あの媚香を嗅かげば、普通の男なら今頃、お前に一滴残らず精を絞られていただろうよ。俺の男がその程度で耐えきったのは、俺を愛してくれるがゆえだ。そうだな？」

「……あ、ああ」

　応えが一拍遅れてしまったのは、突如水を向けられ、反応出来なかったせいだ。断じてやましいところがあるからでも、ましてや遊糸太夫の秋波になびいたわけでもないのに、嫉妬に狂う妻は、そうは取ってくれなかった。

「……俺を、愛しているから、あの男の帯を解かなかったんだ、な？」

　強調された語尾に秘めた怒りをひしひしと感じ、光彬はいつぞやの門脇よろしく、こくこくと必死に首を上下させた。そこでまた、面白そうに笑った遊糸太夫が、要らぬ茶々を入れる。

「怯えているぞ、可哀想に。お前以外には感じないと言うが、お前の尻に敷かれているせいで、他の人肌の善さを知らぬだけではないのか？」

「…、太夫っ…！」

　これ以上余計な口を叩くなと言いかけ、光彬は言葉を呑み込んだ。光彬がここで抗議すれば、ますます純皓の妬と心しんを煽ってしまうと、遅ればせながら気付いたのだ。だが、やることなすこと、ことごとく悪い方へ転がるのが負け戦というものである。

「俺の前で、俺以外の男を呼ぶなんて……まさか、本当は、この男の帯を解きたかったのか？」

「ちちち…、違うっ…」

　ぎらつく目に見下ろされ、光彬は今度は左右にぶんぶんと首を振った。今日だけで、もう一生ぶん首を振ったのではなかろうか。

　どうにかして純皓の怒りを解きたいと願う一方で、疑問が頭をもたげる。遊女にしなだれかかられている現場を目撃された、それを浮気だと非難するのはわかる。だが、光彬が遊糸太夫の帯を解くか否かに、純皓は何故執拗にこだわるのだろうか。

　しれっと答えをくれたのは、遊糸太夫だった。

「太夫が前帯を締めるのは、お客と一夜限りの夫婦になるという意味があります。お客の側から太夫の帯を解くのは、太夫を今宵の妻にするという宣言…つまり妻つま問どいです」

「…っな、何だと…!?」

　つまり自分は、媚香とやらでおかしくなっていたとはいえ、純皓以外の者を娶めとろうとしていたのか。純皓が怒り狂うのも当然だ。

　何てことをさせてくれたのだと光彬は純皓の腕の中から遊糸太夫を睨むが、喰えない男は朱唇を魅惑的に吊り上げるだけだ。

「葦原に通う男なら当然の知識ですよ。まさかご存じないとは思いませんでした」

「知っていて解かせようとしたくせに、よくもまあぬけぬけと……」

　純皓はちっと舌を打ち、光彬を抱きすくめる腕に力を込める。気品に満ち溢れ、常に泰然とした妻が焦りを滲ませるのは珍しい。それほど純皓に警戒される遊糸太夫とは、一体何者なのか。ただの遊女とは思えない。刀を欲しがるのにも、何か重要な意味合いがあるのではないだろうか。

「……また、俺以外の男のことを考えたな？」

「すみひ…、…っ…」

　疑問だらけの心中を読んだかのように、純皓が光彬を仰向かせ、唇を重ねてくる。つっと流した眼差しを、遊糸太夫にくれたまま。

　唇に、ぬるりと滑る感触。その正体が普段の純皓はつけていない紅のものだと悟ったのは、唾液を纏わせた舌が入り込んできた後だった。

「う、…っ、ぅ…」

　頭を支えてくれる手も、包み込む白檀の香りも、慣れ親しんだ愛しい妻のものだ。間違い無い。

　だが、閉ざすのを忘れてしまった眼に映る全てが、光彬の記憶を揺さぶり、否定する。複雑な形に結い上げられた黒髪、燦さん然ぜんときらめく簪に、揺れる房飾り――違う、純皓はいつも黒髪を流れるがままに垂らしていた。幾枚も重ねた絢爛豪華な小袖と打掛――違う、純皓はいつも御台所に相応しく、慎ましいが高雅な装いに身を包んでいた。遊糸太夫を鋭く射る双眸――違う、唇を重ねる時、純皓はいつも光彬だけを見詰めてくれた。

　――違う、違う、違う……！

　違和感は瞬く間に膨れ上がる。光彬は純皓の胸に手を突こうとするが、ささやかな抵抗を見越したように、喉奥で縮こまっていた舌を絡め取られてしまった。

「…ん、…ぅ、…」

　突き飛ばすために上げたはずの手が、緋繻子の小袖をきつく摑んだ。高価な生地に幾本もの皺しわが寄っても、純皓は眉を顰めるどころか、絡んだ舌を強く吸い上げてくる。

　――どうだ、俺の男は可愛いだろう？

　遊糸太夫を睥へい睨げいする双眸が、純皓の愉悦を雄弁に物語っていた。光彬と己の睦まじさを見せ付けるためだけの口付けなのだと嫌でも悟ってしまい、胸を寒風が吹きぬけていく。

　確かに、非は光彬にある。調査のためとはいえ、純皓という妻がありながら妓楼に揚がり、もう少しのところで遊糸太夫の一夜限りの夫にされかけた光彬が悪いのだ。純皓が怒るのも当然である。

　だが…それでも、嫌なものは嫌だった。

　せっかく純皓と城の外で巡り会い、しばらくは触れられぬと諦めていた妻に抱かれているのに、夫婦のみそかごとを他人に盗み見られるのは。閨ではいっそう艶を増す、純皓の美貌を光彬以外の男に垣間見られてしまうのは。……光彬という夫がありながら、純皓が他の男ばかり気にかけているのは。

「……ん？　どうした？」

　ゆっくりと離れた純皓が、光彬の震える唇を舐め上げる。いつもより紅い唇が、可愛いな、と囁いた。べたついた感触のする光彬の唇もまた、純皓から移された紅に染められているのだろう。

「…嫌だ、純皓」

　強い嫌悪感が、また一つ胸の奥で弾けた。汚れた唇を拭いもせず、光彬はろくに力の入らない腕をよろよろと持ち上げ、妻の頰を両の掌で包み込む。いつもと違うさらりとした肌の感触は、軽くはたかれた白粉のせいだろうか。こんなもので装わずとも、純皓は素肌が最もなめらかで美しいのに。

「…悪いのは、俺だ。だが…、俺はお前を、美しいお前を、他の誰にも、見せたくない」

「……っ…」

「それに…、何故、俺の名を呼んでくれない…？　俺は、お前の夫では、ないのか…？」

　そう、華やかな太夫の姿で現れてからというもの、純皓はただの一度も光彬の名を呼んでくれていないのだ。悋気と怒りゆえかもしれないが、名も呼ばれずにいると、見慣れぬ姿の光彬が本当に光彬の知らない男になってしまったかのようで、不安を搔き立てられてしまう。

「これは、また……なんとも健けな気げで、そそられるな」

　薄化粧でも隠し切れぬ興奮を滲ませ、ほお…と、悩ましい息を吐いたのは遊糸太夫だ。光彬の髪に触れようと伸ばされた手は、すぐさま純皓にばしっと叩き落とされたが、気にする素振りも無い。

「これほど望んでいるのだから、呼んでやればどうだ？　たった一人の本命なんだろう？」

「煩うるさい。みすみすお前の傀かい儡らいにさせるような真似、誰が出来るものか。…せいぜい、そこで涎よだれでも垂らしながら見てろ」

　心底嫌そうに言う純皓に、光彬はつい先刻の出来事を思い出した。遊糸太夫の眼差しに正面から捕らわれ、光之介、と呼ばれたとたん身体が言うことを聞かなくなり、危うく帯を解かされそうになったのだ。

　遊糸太夫は、名を呼ぶことで相手を自在に操る不思議のすべでも心得ているのかもしれない。それを承知しているから、純皓は光彬の名を一度も呼ばないのだ。どうにか帯を解かず、自我を保っていられたのは、光之介が偽名だったからだとすれば納得がいく。

　偽名であっても、あそこまで操られたのだ。本当の名前を知られてしまえば、一体どうなるか。

「……大丈夫ですよ、主様」

　ぞっとする光彬にかけられたのは、練った絹のようになめらかで艶やかな西の都の言葉だ。優雅ではんなりとしたそれは、元々都の公家の子弟であった純皓にはこの上無く似合っているが、この場でいきなり口にする意味がわからない。父の正妻であった大御台所などは、都の出身を誇り、恵渡城内でも都言葉を通したが、純皓は輿入れからずっとこちらの言葉で喋っていたのに。

　それに、太夫の姿をした純皓が、光彬を『主様』と呼ぶのは――。

「ここは妓楼で、主様は私の今宵限りの旦那様。名なんか知らんかっても、睦言は交わせますえ」

「な、…、す、純皓…っ？」

　面食らう光彬を軽々と抱え上げるや、純皓は遊糸太夫に断りも無くずかずかと座敷の奥に踏み込み、花か鳥ちょうの絵が描かれた襖を爪つま先さきで器用に開け放った。

「主様…」

「あ、…っ、う…」

　たっぷり綿を詰めた、繻子織の布団が幾枚も重ねられた贅ぜい沢たく極まりない褥に下ろされるなり、純皓がおもむろに覆い被さってくる。

　初めて目にした時は竜にも思えた鱗紋の打掛が、絡み付く大たい蛇じゃに見えた。

　竜は人々を悪あく疫えきから守る水神の使いだが、陽ノ本において、大蛇は嫉妬に狂った女子の化身とされている。美僧に惚れた女子が逃げる美僧を追いかけ、ついには大蛇と化し、美僧の潜んだ鐘かねごと焼き殺したという伝承は、歌舞伎の題材にもされるほど有名だ。光彬もまだ城下で暮らしていた頃、母と共に見物したことがある。

「主様、主様…、ああ、ほんまに憎らしい御方……」

　あの時は、何の咎も無いのに焼き殺された僧がひたすら憐れだったが、今は違う。何故僧は女子の手を取ってやらなかったのかと、心から疑問に思う。

　くだんの女子もきっと、光彬を見詰めるこの目と同じく、狂おしい眼差しを注いでくれていたのだろうに。自分だけを一途に想ってくれていたのだろうに、何故拒めたのか。求める手を。温もりを。

「…純皓…」

「私だけでは飽き足りんと、他の男まで惹きつけはるなんて……」

　甘い恨み言をぶつけつつも、純皓は遊糸太夫に触れられた跡を拭い取るように光彬の全身をまさぐり、手際良く衣を緩めていく。

　純皓の手が何度かひらめいただけで、下肢から袴はかまは抜き取られ、光彬は小袖一枚きりの無防備な姿を晒さらしていた。乱れた小袖の裾をめくり上げ、しなやかな太股の内側を吸い上げ、紅い痕を刻んでいく純皓は、広がった鱗紋の打掛もあいまって、傍からはうごめく大蛇そのものに見えたのかもしれない。

「……すま、ない…、純皓……」

　だからこそ、さながら喰われかけの贄にえである光彬が喉を震わせて詫びた時、純皓のみならず、布団の傍らににじり寄っていた遊糸太夫までもが動揺したのだろう。

　信じられない、と言いたげな太夫の目が、光彬に釘付けになる。下肢は純皓の打掛で隠されていても、かろうじて小袖が絡み付いているだけの上半身は丸見えのはずだが、構わなかった。光彬には、いじらしい妻の姿しか見えていないのだから。

「お前の…、心を、傷付けてしまった…。本当に、すまない…我が、妻よ……」

「…みつ、……っ」

　ぐっと喉を鳴らした純皓が呑み込んだのは、零こぼれかけた光彬の名前だけではなく、狂おしいほどの熱情もなのだと、すぐにわかった。再び唇を重ねてきた妻は、最初の口付けとは異なり、光彬だけを見詰めていたから。

　遊糸太夫に見せ付けるためではない。光彬が愛しいから、求めてくれている――。

「は、…っ、純皓…」

　光彬は口内に入り込んできた舌を素直に受け容れながら、純皓の首筋に腕を回し、引き寄せる。ごくん、と、さっきよりも近くで息を呑む音がした。横目で窺えば、遊女の媚態を脱ぎ捨てた遊糸太夫が、かぶりつく勢いで光彬に見入っている。

　……見られているのが純皓の痴態でなければ、それでいい。純皓の操さえ、守れるのならば……。

　羞恥よりも強い安堵が胸に広がり、光彬は純皓の甘い舌を心置きなく味わった。いつもは長い髪に覆われている項が、今は惜し気も無く晒されている。他の部分よりもしっとりとすべらかな肌き理めの細かい肌に、夢中で指先を這わせる。

「ん…、…っ、ぅ…」

　舌を絡め合わせ、注ぎ込まれる快楽を嚙み締めるたびに、純皓の花簪から垂れ下がる鈴が揺れる。

　光彬がちりちりという涼やかなその音色に聞き惚れる間にも、純皓は手元も見ず、器用に光彬の下した帯おびを解いていった。小袖に締めた角かく帯おびはそのまま、足た袋びも履いたままだ。普段、大奥の御お小こ座ざ敷しきで睦み合う時は二人とも寝間用の単衣ひとえを纏っており、すぐに素裸になってしまうから、妙な心地がする。

　まるで、本当に遊女を買い、禁断の快楽に耽っているような……。

「主様……」

　名残惜しそうに離れた純皓が、鱗紋の散らされた打掛をばさりと脱ぎ捨て、光彬の腰にまたがってきた。大きく開いた裾から、ほど良く引き締まった太股と、紫縮緬の長襦袢がちらちらと見え隠れする。

「う…っ…」

　かあっと上った血が噴き出しそうになり、光彬はばっと鼻を押さえた。

　……なんということをするのだ、お前は……！

　光彬ばかり責められているが、今度ばかりは光彬も純皓を責めてやりたい。お前はそれでも武家の、光彬の妻なのかと。

　長襦袢は元々、遊女が客の気を引くため、素肌の上に羽織ったのが始まりだ。それが遊郭の外にも広まり、今や町まち方かたの娘などはごく当たり前に用いるそうだが、武家の妻女は絶対に纏わない。光彬に性の手解きをした奥女中も、素肌に付けていたのは半襦袢と腰こし巻まきだった記憶がある。光彬の寵愛を受けるべく大奥に送り込まれた側室候補たちの中で、長襦袢を着用している者は皆無だろう。

「…ふふ、主様、お忘れにならはったん？」

　艶やかな微笑みが、光彬に教えてくれた。純皓は長襦袢がどういうものか承知の上で身に着けているのだと。

　何のため？　勿論、遊女として、客である光彬を誘惑するために。

「今宵の私は、貴方あなたのためだけに咲く花なんですよ」

「…だ、だが…っ、このような、…はしたない、真似を…」

「はしたない私はお嫌いですか？」

　殊勝な口調を裏切る大胆さで、純皓がまたがったまま腰をくねらせる。小袖の裾がめくれ、紫縮緬の長襦袢がよりはっきりと晒された。

　すらりとした白く長い脚と、絡み付く紫の絹地の鮮やかな対比が、行あん燈どんのほのかな灯りの中でさえ眩しい。豪奢な小袖も帯も、無粋な壁にしか思えないもの全てを剝ぎ取り、素肌に長襦袢一枚きりのしどけない姿を堪能したくなる。純皓のことだけしか考えられなくなる。

「…俺が、お前を嫌うわけがない…」

「ほな…、解いてくれはりますか？」

　くらくらする光彬に、純皓は身を乗り出し、『心』の形に結ばれた前帯を近付けた。

　一ひと括くくりに遊郭と言っても、恵渡の葦原と都の嶋原は別世界だという。嶋原の歴史は葦原より更に古く、訪れる客は忍びの公家や、華やかな都に生まれ育ち、遊びを心得た富裕な商人といった面々であったため、相手をする遊女にも相応の教養と気品が求められた。その頂点に立つ嶋原の太夫は誇り高く自由気ままで、時には気に入らない客を放って野遊びに出かけてしまうことすらあるらしい。

　帝の一族さえ、いけ好かなければ容赦無く袖にするという嶋原の太夫が帯を解くのは、心から惚れ抜いた男だけ。『心』の形の前帯は、太夫の誇りと貞節、そして愛情の象徴だ。

「はしたない私でも…、主様の妻に、してくれはりますか……？」

「…す、純皓…っ…」

　ちらつく太股も、紫縮緬の長襦袢も、相変わらずこちらに見入っている遊糸太夫の視線も、もはや何も気にならなかった。ただ純皓が健気で、愛しくてたまらなくて、光彬は金襴の帯を引っ摑み、解いていく。誇らしげに胸を反らした妻が、遊糸太夫を睥睨し、花唇を吊り上げてみせたのにも気付かずに。

「…主様、…主様…」

　解かれた帯を腰紐ごと褥の横に放り、長襦袢一枚きりになった純皓が、光彬の寝乱れた小袖の裾をくぐり、股間に顔を埋めた。

「…あ、…あっ…！」

　あれほど焦がれた長襦袢一枚だけの姿を、堪能する暇も無い。既に熱を孕はらみかけていた肉にく茎けいがぬるついたものに包み込まれ、光彬は背をしならせた。

「…くっ、…うっ、うぅっ、…ぁっ…」

　一いち物もつを含まれることも、肉茎に舌を這わされ、くちゅくちゅと淫らな水音をたてながら切っ先を吸い上げられることも、今宵が初めてではない。

　それこそ褥に引きずり込まれれば、必ず施される愛撫なのに、いつもより早く一物が昂っていくのは、想像してしまうせいだ。我慢しきれずいきり勃たち、情けない様を晒しているだろう肉茎をあやし、愛めで、うごめく紅い唇を。肉茎にうっすらと残されていく、紅の痕を。

「…純皓…っ、あ、…はぁっ…、純、皓…」

　縋るものを求め、いつものように純皓の髪を搔きむしろうとして、光彬は繻子織の布団地を摑んだ。鼈甲や珊さん瑚ごの簪を挿し、複雑な形に結い上げた髪を乱しては悪いと思ったのだ。

　すると、舌先で肉茎をなぞりながら上向いた純皓が、長い睫に縁取られた双眸を凄艶に細めた。絹地を摑んでいた光彬の手を、そっと、己の頭へと導く。

「…私を、めちゃくちゃにして下さい、主様」

　一物の根元を握り込んだ手が先走りのぬめりを借り、にゅるにゅると先端の方へ滑らされたかと思えば、膨れ上がった切っ先に紅い唇が落とされ、そのまま咥くわえ込まれる。

「…っ、あ、…ぁっ、純皓…っ…！」

　たまらず純皓の髪に指先を埋め、力を込めると、珊瑚や瑪め瑙のうのちりばめられた簪が幾本か抜け落ちた。きらびやかな飾りを失っても、純皓の輝きが翳ることは無い。むしろいっそう清雅な艶やかさを増し、光彬を魅了するのは、御台所である時と同じだ。

　……そうだ。どんな姿をしていても、この男は、光彬の愛しい妻なのだ……。

「あ…っ、あ、純皓…っ、純皓っ…」

　いつしか光彬は純皓を己の股間に引き寄せ、雄々しく腰を突き上げていた。純皓は心得たように頰をすぼめ、喉奥まで受け容れてくれる。ごつごつと奥を突いてやれば、嬉しそうに喉を鳴らすのもいつもと同じだ。

　――上様、どうか私に、上様のお情けを……。

　毎夜の閨での囁きがよみがえり、股間に血と熱がどうっと押し寄せた。光彬がどれほど純皓以外の妻は要らぬと口を酸っぱくしても、幕ばっ閣かくたちは未だ執拗に側室を押し付けようとする。中には、純皓が嫉妬のあまり側室を近付けぬよう画策しているのでは、と勘繰る者が出る始末である。

　愚ぐにも付かぬ噂は耳に入っているだろうに、純皓は怒るでもなく、幕閣たちを責めるでもなく、ただ光彬だけを求めるのだ。男の身では、光彬の御子を授さずかることは叶わない。けれど妻として、光彬の貴い子種は残らず受け止めたい。他の女子には絶対に渡したくないのだと。

「…っ、受け取れ…、純皓…っ…」

　宣言した直後、胴震いした光彬は、健気な妻の喉奥目がけて熱い飛沫を放った。常よりも量が多い気がするそれを、純皓は零しもせず、ごくんと美味そうに嚥えん下げしていく。花簪から垂れる金の鈴を、ちりちりと鳴らしながら。

「ふ…ふっ、主様……」

　今、ここを通過しているのだと教えるように己の喉を撫で回しながら、純皓は身を起こした。嬉しゅうございます、と囁く様はいつもの貞淑な妻そのものなのに、その姿は遊女なのだ。

「主様…、ほな、次はこの私を可愛がって頂く番ですえ…？」

　現実と記憶の乖かい離りに戸惑う光彬を、遊女の姿をした妻がうつ伏せにさせた。角帯でかろうじて纏わり付いているだけの小袖の裾をまくり上げ、引き締まった尻たぶを割り開く。

「く、…はぁっ…！」

　迷い無く這わされた舌が、襞ひだの一つ一つをなぞり、潤うるおわせていく。そうして湿り気を帯びさせられた蕾つぼみに、長い指が一本差し入れられた。

「…あ、…す、純皓っ…？」

　なめらかに根元まで入り込んできた指の感触に、光彬は腰をわななかせた。さっそく中でうごめく指が、ぬちゅぬちゅと粘ねばついた音をたてている。濃くなった白檀の香り。普段は滅多に使わない潤滑用の香油が用いられているのだ。

　どうして今日に限ってそんなものを使う？　のこのこと遊郭に揚がった光彬を、まだ許してくれていないのか？　いつもの純皓なら、妻のたしなみだからと言って、光彬の蕾が濡れそぼち、ほころぶまで舐めまくり、唾液を注ぎ込み、中をじっくりと拡げてくれるのに……。

「私も、主様を歓ばせて差し上げたいんは山々なんですが…」

「…うっ、…ぅぁ…っ…」

　光彬の葛藤を容易たやすく読んだ純皓が、臍へその真裏あたりにある小さなしこりを指先でぐりっと抉えぐった。純皓によって発見され、大事に愛でられてきた、光彬の最も感じる部分だ。ここを刺激されると、下肢から力が抜け、全身に熱が回って、何も考えられなくなってしまう。

「…ここには…、邪魔者が居りますし……」

　棘とげを潜んでいてさえ艶めかしい囁きを吹き込まれるまで、光彬はすっかり忘れ去っていた。こんな状況を招き寄せた、そもそもの元凶を。

「……ハッ、…ハァ…ッ、…ッ……」

　光彬の乱れる様に見入っていたはずの遊糸太夫は、今や褥からやや距離を取り、蹲うずくまっていた。左胸を押さえ、浅い呼吸を刻んでいる。

　血の気の失せたその額には、うっすらと汗が滲んでいるようだ。光彬に帯を解かせようとしていたあの余裕は、どこにも窺えない。

「すみひ…っ、…うぁっ…！」

　遊糸太夫はどこか具合を悪くしたのではないか。一抹の不安が過ぎり、妻を振り返ろうとすれば、一気に三本に増やされた指があのしこりを抉る。

「うあ、あ…っ、は…ぁ…っ、あっ、純皓…、すみ、ひろ…」

「私がお傍に居りますのに、主様はあの男のことばかり。…それほど、あの男がお気に召さはりましたか？　……この私よりも？」

　拗ねたような口調は男心をそそらずにはいられぬほど蠱惑的なのに、胸がざわつく。そんなつもりは毛頭無いが、もし――もし万が一、あの男を気に入ったと口にしたら、頭から大蛇に喰らわれてしまいそうな危うさを感じて。

　……馬鹿げている。純皓が光彬に害を成すなど、絶対にありえないのに。

「…俺が愛しいのは、純皓…、お前だけだ……俺の妻は、お前だけ、……あぁっ！」

　尻の中を搔き混ぜ、拡げていた指が、しこりを思い切り引っ搔きながら出て行った。たっぷり注ぎ込まれていた香油が、ふっくらとほころびた蕾を伝い、内股へと垂れ落ちていくのがわかる。

「主様…、主様、もっと…」

　まだ指を受け容れただけなのに、最さい奥おうで妻の熱情を受け止めさせられたかのような錯覚に陥り、わななく光彬の尻に、純皓は指とは比べ物にならぬほど熱くむっちりとした肉の先端を押し当ててきた。めり込んでくる切っ先は常よりも大きく、香油ではない汁でしとどに濡れている。

　遊女の顔で光彬を酔わせながら、純皓もまた太ふと摩ま羅らを滾たぎらせ、興奮してくれていたのだ。

　数えきれぬくらい受け止めてきた純皓のものが、武家の妻は決して纏わぬ紫縮緬の長襦袢の絹地を持ち上げ、天を仰ぐ。その光景を想像するだけで、ぬるついた尻の奥がひとりでにざわめいてしまう。

「あ……、あ、…っ……！」

「もっと…、私を可愛がって下さいませ。私だけを…他の誰も、ご覧にならんといて…！」

　毎夜の睦み合いでは余韻を愉たのしむかのようにゆっくり入り込んでくる一物が、香油のぬめりを借り、最奥まで一息に貫いた。
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　ずぱんっと高い音をたて、純皓の腰が尻にぶつけられた瞬間、本物の花と見まごうばかりの花簪が布団に落ちる。挿入の激しさと勢いに耐え切れず、純皓の髪から抜け落ちてしまったらしい。光彬が純皓に感じさせられるたび、ちりちりと愛らしく鳴る金の鈴がついた、あの簪だ。

「…は…、あ…、…純皓…っ…」

　がくがくと激しく揺さぶられながら、光彬は思わず花簪を手繰り寄せ、ぎゅっと握り込んだ。この体勢では純皓をより奥まで迎え入れるのが可能だが、顔を見られず、淑しとやかな外見に反してしっかりと鍛えられた胸板にしがみつくことも叶わない。

　せめて妻のよすがが欲しくて、小さな花を幾つも束ねた飾りの部分に鼻先を埋めれば、背中の方でぎりぃっと歯を嚙み締める音がする。

「……くそっ…、この……！」

「あ、うぁぁっ、あああっ！」

「畜生…、どうしてそんなに可愛いんだよ、お前は…我慢出来ねぇだろ…っ」

　反則だ、可愛すぎる、お前の方が傾城じゃないのか？

　背中越しに雨あられと浴びせられる文句は、先ほどまでの都言葉ではなく、聞き慣れた純皓のものだ。どこかに行ってしまっていた妻が戻ってきてくれたようで、嬉しさに口元を緩ませれば、座敷の隅で畳が微かに軋む。

　ふと目をやった先には、青い顔の遊糸太夫が蹲っていた。

「あ、……っ？」

　目を凝らそうとした光彬の視界が、ばさりと落ちてきた布地に覆われ、真っ暗に染まった。白檀がほのかに香るそれは、純皓が纏っていたあの鱗紋の打掛に違いない。

「…す、純皓っ…、何故…」

「俺以外の奴は見るなって言っただろ。……見せてやらねえよ」

　低く、剣けん呑のんさを帯びた最後の宣告は、光彬ではなく遊糸太夫に向けられたものだろう。そうとわかっていてもなお不穏な気配を感じ取り、ぞくりとする光彬の腰を、純皓はがっちりと抱え直す。いつの間にか反り返りつつあった一物を、背後からきつく握り込んで。

　ずるりと出て行った太摩羅が、一気に根元まで光彬の中に沈み込んだ。

「…くっ、あ、ああっ、純皓…、純皓、…すみ、ひろぉっ…」

　水揚げされたばかりの魚のように跳ねた一物が、先端からびゅっと精を吹き零す。一滴残らず受け止めた純皓の手は、一旦離れ、再び光彬の一物を握り込んだ時には、ぬめりを帯びていなかった。全て純皓が舐め取り、己が腹に収めたのだろう。

「…何だ？　主様…」

　光彬の背に覆い被さり、純皓は打掛越しに、耳元で甘く問いかけてくる。

　さんざん指先で刺激されていたあのしこりを硬い切っ先に穿うがたれ、血の管の浮いた刀身にごりごりと擦り上げられてしまうと、閉ざされた視界などもうどうでもよくなった。純皓の香りに包まれ、純皓の太摩羅を奥まで嵌はめ込まれ、純皓の腕に抱かれている。それさえわかっていれば、何も恐ろしくはない。

「…好きだ…、お前が…っ…」

　はっと息を呑む気配に覆い被せるように、光彬は更に吐露する。胸に渦巻く、どうしようもない愛しさを。

「お前だけが…、好きだ…、俺の、…純皓…」

「…っ、…主様…、…あぁっ…！」

　肉を搔き分け、いつもより深い場所まで辿り着いた太摩羅が、溜め込んでいた精を光彬の中に解き放つ。離れていた時間を物語るかのように大量のそれを――妻の操と愛情の証を、光彬は尻を上向かせ、歓喜に打ち震えながら受け止めた。

　閉ざされた視界の外がどうなっているのか、知る由よしも無いままに。







　身体じゅうの精を絞り尽くされ、昏睡してしまった光彬の裸身を鱗紋の打掛で包んでやっていると、襖の外に気配が生じた。誰すい何かするまでもない。咲だ。

「太夫、今、少し良いですか？」

「ああ、いいぞ。ちょうど終わったところだ」

　許可を出すと同時に襖がすうっと開き、緋ひ鹿がの子この長襦袢に朽くち葉ば色いろのしごきを締めただけの咲が入ってきた。

　遊び慣れた客でさえ目を奪われそうなほど婀あ娜だめいた姿である。その見た目だけは華奢な腕に、失神し、力無く四し肢しを投げ出した蛍を抱えてさえいなければ。

「おい…殺してないだろうな？」

「ちゃんと我慢しましたから、大丈夫ですよ。太夫こそ、やっちゃってないですよね？」

　咲が視線を流した先には、畳に両手を突き、背を大きくたわませながら荒い呼吸を繰り返す遊糸太夫――『紅鞘』の長、陽炎の姿があった。生きているのは一目瞭然だから、純皓があの男を艶めいた意味で嬲なぶっていないかどうか、ということだろう。

「気色悪い想像をさせるな、咲。どうして俺が、あんなくそ不ま味ずそうなものに手を出さなきゃならないんだ」

「え、だって太夫、もっと酷い下げ手て物ものも報酬と気分次第じゃもてあそんでやったじゃないですか。だからてっきり…」

「俺の男がここに居るのに、やるわけないだろうが」

　わざわざ手て間ま暇ひまをかけて花魁の豪奢な装束を纏ったのは、敵を牽制しつつ、夫に妻の美しさを堪能してもらうためなのだ。他に構っている余裕など無い。

　お前もそうだろう？　と問いを含ませれば、咲はたらふく獲物を喰らった獣のような笑みを浮かべた。向かいの座敷に寝かされているのだろう門脇は、相当貪むさぼられたようだ。今後はますます、文字通り咲の尻に敷かれるに違いない。

　自分を襲った蛍もまた、少女のなりをした少年だという事実を知り、鬼瓦が割れ瓦にならなければいいのだが。

「ですよね。他人様の夫に岡おか惚ぼれする泥棒猫に、身の程というものを優しく思い知らせてあげるのが、貞淑な妻のたしなみですよね」

「ああ。二度と妙な気を起こさなくなるくらいな」

「……勝手な、ことを……」

　頷き合う主従を憎々しげに見上げていた陽炎が、よろめきつつも立ち上がる。

　光彬を褥に押し倒す前に、純皓は口に含んでいた毒針を放ち、陽炎の首筋に命中させておいた。針自体は小指の爪先ほどの大きさだし、ごく細いものだから、刺さってもほとんどの場合は気付かれない。そして針に仕込まれた痺しびれ薬はじょじょに標的をむしばみ、自由を奪うのだ。

　普通の者なら、あともう一刻は身動きが取れないはずなのに、たいしたものだ。腐っても組織を率いる長だけのことはある。

「どういう意味だ？　陽炎」

「そもそも、俺のなわばりに踏み込んできたのは、お前の男の方だ」

　内心の感嘆をおくびにも出さず問いかければ、陽炎は眦まなじりを吊り上げる。

「俺のなわばりに迷い込んだ獲物をどうしようが、俺の自由だ。お前は自分の男が自分以外には見向きもしないと信じたいんだろうが、そいつが自分の足で葦原に来たのは事実なんだぜ。お前の執しゅう心しんがあんまりきついんで、たまには他の女でも喰いたくなっただけなんじゃないのか？」

「それは絶対に無い」

　光彬が葦原に赴いたのは、恵渡の民を脅おびやかす辻斬りを将軍自ら捕らえるためだ。

　百歩譲って魔が差したのだとしても、大奥には光彬の寵愛を望む側室候補が掃いて捨てるほど存在する。幕閣が光彬の血筋をどうにか残そうと奔ほん走そうしただけあって、いずれ大見世の太夫にも劣らぬ美女揃いだ。わざわざ葦原の遊女を買う必要は無い。……ただし、事実をそのまま目の前の男に教えるわけにはいかないが。

「断言したな。…理由を言わぬところを見ると、お前の男、やはり訳ありか」

「…………」

「殺気を漂わせても美しいな、お前は。王坂の豪商どもを嶋原の遊郭に入り浸らせ、機密を洗いざらい吐かせた挙句、一晩で身しん代だいを潰させただけのことはある。なあ、知っているか？　あの豪商どもの中には、襤ぼ褸ろを纏って諸国をさすらいながら、未だにお前を捜してる奴が居るんだぜ」

「…何が言いたい」

　純皓が声音に棘を潜ませれば、咲でさえ竦み上がる。だが陽炎は、純皓の殺気をさらりと受け流した。打掛を脱ぎ捨て、まるで、心地良い春はる雨さめに打たれてでもいるかのように。

「海千山千の豪商どもさえ掌の上で転がせるお前が真情を捧げる男だ。ただ者じゃあるまいってことだよ。着ているものこそ質素だが、蛍の話じゃ相当腕が立つようだし、立ち居振る舞いにも品がある。高田家の次男坊なぞよりも、よほどな。どこぞの大身旗本、いや、もしや大名の子…そうじゃないのか？」

　相変わらずの勘の鋭さに、純皓は内心舌を打ちながら立ち上がった。最後に会ったのは王坂の商人から抜け荷の情報を絞り取るよう依頼された時だから、もう二年ほど前になるのか。男ぶりはますます上がったが、陽炎が常に纏う影もまた、同じだけ濃くなったように感じる。その首筋には、死に神の見えざる手がかけられているのかもしれない。

「……だったら、どうすると？」

「それほどの男を、実家が放っておくはずがない。血眼になってお前から取り戻そうとするだろう。俺がそいつらを追い払う手伝いをしてやってもいいんだぜ？」

「代償は？」

「もうわかってるだろう？　お前の男を、たまに摘つませてくれればいい」

　純皓が無言で殺気を強めても、咲が腰を抜かし、抱えられていた蛍が衝撃で目を覚ますくらいで、当の陽炎には何の影響も無い。ただ笑っているだけだ。

「『紅鞘』特製の媚薬にも自我を保ったばかりか、たかが遊女の操を尊重し、この俺が全力で誘惑しても跳ね返し、挙句の果てに最後までお前一筋ときた。そんな武士にお目にかかったのは初めてだよ。武士なんてのは皆、遊女に限らず、自分たち以外を犬猫の子か何かだと思ってる奴らばっかりだからな」

「…だから、欲しくなった？」

　即座に頷くのだと思った。そうしたらすぐに、しごきに隠してある針を、その首筋に刺してやるつもりだった。こちらの針に仕込んであるのは致死量の毒だ。いかな陽炎でも、不意を突かれればあの世行きは免まぬがれない。

　だが、陽炎は命を拾った。

「欲しい……とは、少し違う」

「…摘ませて欲しいと、言ったくせに？」

「言った、言ったが…つまりそれは、俺もお前の男を傍に置いてみたいということだ。お前がそこまで惚れ込む男がどんな奴か、確かめてみたい…」

　痛みも死も恐れず、諦てい観かんと言えば聞こえは良いが、常にどこか投げやりだった男が惑いを露わにしてみせるのも、もじもじと口ごもるのも初めて見る光景だ。闇の世界にその名を馳はせた呪われし『紅鞘』の長が、まるで初心な小娘である。まだ咲に刻み込まれた痛手から回復しきっていない蛍も、痛みのせいではなくあんぐりと口を開けている。

　純皓が振り返れば、傍観に徹していた咲が頷いてみせた。下手に肉体的な欲望だけを抱かれるよりも面倒な事態を招きつつあると、優秀な部下も察したらしい。ここは長居を避け、さっさと去るべきだろう。

「…あいにく、守り手は間に合っているんでな。俺の男がこんなところまで来ちまったのも、仔し細さいあってのことだ。そっちは俺が助けるから、お前の手を借りるまでもない」

「仔細？　…そう言えば、刀がどうこう言っていたな。てっきり俺に取り入るためかと思っていたが、もしや、恵渡市中を騒がせている辻斬りの件を調べているのか？　お前の男は、まさか公儀の隠密…いや、違うな。奉行所の与よ力りき…にしては若すぎるか…」

　闇組織の長の面めん目もく躍やく如じょか、かなり的確な線を突いてくる陽炎に冷や汗が出た。

　与力は寄より騎きとも書くように、騎乗を許された旗本であり、町奉行の補佐役である。光彬が将軍その人とまでは結び付かぬようだが、かなり高位の武家の子息だと確信しているらしい。組織の性質上、『紅鞘』は奉行所と繫がりがある。町奉行の祐正が光彬と接触しているところでも目撃されれば、光彬の正体もばれてしまう可能性が高い。

「念のために聞いておくが…例の辻斬りは、お前が仕組んだわけじゃないんだな？」

「ここで待っていれば恵渡じゅうの男が刀を集めてきてくれるのに、どうしてそんな真似をする必要がある？」

　陽炎はあっさりと答えた。偽りではあるまい。通りがかるかどうかもわからない獲物をじっと待ち受け、一人ずつ襲うよりも、男たちを働かせる方が遥かに効率が良い。陽炎は場合によっては手を穢けがすが、無用の血を流すほど愚かな男ではない。

「そうか。…なら、もうお前に用は無い」

　純皓は打掛に包まれた光彬を褥から抱き上げた。心得た咲もまた、代わりに向かいの座敷から昏睡中の門脇を回収してくる。一回り近く大きな男を小脇に抱えていても、その細腕はびくともしない。門脇が妻に身体の中まで可愛がられる日は、もうすぐ近くまで忍び寄っているのかもしれない。

「……俺のなわばりから、このままただで帰れると思っているのか？」

　座敷に置かれていた光彬と門脇の差料も拾い上げ、きびすを返したとたん、背後からかけられたのは想定内の脅し文句だった。毒針で黙らせるまでもない。

「勿論、ただでとは言わない。お前の子分どもの命を助けてやるよ」

「命？　……あっ！」

　はっと息を呑んだ陽炎は、ようやく気が付いたのだろう。刀を持参してきた客たちを帰し、早々に店仕舞いした妓楼が、不自然なほど静まり返っていることに。

　純皓は紅華楼に潜入する際、陽炎の部下である楼主や見世番たちに、特殊な毒を仕込んだ針を打ち込んでやったのだ。純皓だけが調合出来る解げ毒どく薬を服用すればただちに回復するが、放置すればゆるゆると死に至る。純皓が闇の世界で恐れられる一端であるこの毒の存在を、陽炎はむろん知っている。

「短い命を粗末にするなよ。…これは、俺からの忠告だ」

　低く言い置き、座敷を退出していく純皓たちを、陽炎は止めなかった。

　妓楼の裏口には、『八虹』の配下が手配した駕か籠ごが闇に紛れて待ち構えている。純皓は内証の神棚に解毒薬の包みを置くと、咲たちと共に駕籠に乗り込んだ。お歯黒溝に沿って少し進むと、にわかに後方が騒がしくなったが、追っ手の気配は無い。

　予想通り、陽炎は配下の命を選んだらしい。代々短命な『紅鞘』の長は、若くして後を継ぐ我が子を支えさせるため、闇の組織としては珍しいほど配下を大切にするのだ。

　純皓に倣い、夫に膝枕を提供した咲が、ぽつりと呟きを落とした。

「……なんか、面倒なことになっちゃいましたね、太夫」

「ああ……。あいつの顔、中奥の奴らにそっくりだったな…」

「上様、あいつらにも『か弱き女子』とか言っちゃったみたいですからね…」

　戦国の世から続く『紅鞘』の構成員は、様々な出自の吹き溜まりである新興組織の『八虹』と異なり、下級ではあるが、ほとんどが武士の末まつ裔えいだ。闇の稼業に手を染めつつも、内心では主君を持つことに憧れを抱いている。

　強きを挫くじき弱きを助け、冴え渡る剣の腕前の主でもある光彬の心こころ映ばえの美しさを見せ付けられてしまえば、惹かれぬはずがないのだ。ましてや常に死の闇に晒され続けてきた陽炎の目には、光彬の存在は篝かがり火びの如く眩しく映っただろう。中奥の隼人や小姓たちがそうであったように。

　今はまだ、光彬の媚態に魅入られ、欲望を覚えただけと思い込んでいるだろうが、いつ真実に辿り着くとも限らない。ただの欲望よりも、忠誠の混じったそれの方がよけいにたちが悪いのは、隼人たちが証明している。

　考え込んでいた咲が、門脇を乗せたまま、ふいに身を乗り出した。

「あれっ…？」

「どうした？　咲」

「いえ…あの、今、それが動いたように見えたんですけど…」

　男にしてはほっそりとした指が示す先には、光彬の手に握らせた刀がある。

　紅華楼に放置せず、わざわざ回収したのは、光彬から大切な祖父の形見だと聞いていたからだ。純皓は刀剣にべつだん造ぞう詣けいが深くはないが、収集家が欲しがるような業物ではないことくらいはわかる。

「揺れただけだろう。だいぶ急がせているからな」

「…うーん、何か、そういうのとは違う気がするんですよねえ…」

「違うって…刀が自分で動いたとでも言いたいのか？」

　だとしたら、まさに妖刀である。

　純皓の知る妖刀はかの鬼讐丸くらいだが、光彬の祖父の遺品が鬼讐丸であるはずがない。もし鬼讐丸だとしたら陽炎が何も言わず回収させるわけがないし、それ以前に、放たれる呪じゅ詛そで気を狂わされているだろう。災厄を振りまく妖刀などという物騒な品がそうそう転がっていたら、人の世はとうに滅びている。

　刀をためつ眇すがめつしていた咲も、純皓と同じ結論に落ち着いたようだ。

「…そう、ですよね。ただ、揺れただけですよね」

「ああ。余計なことに気を取られるな。一刻も早く辻斬りを捕まえ、城に帰ることだけに専念するんだ」

　――光彬が再び陽炎に関わり、事態を更に面倒にする前に。

　純皓の宣言に、門脇の頭をしっかり抱え込んだ咲もまた、力強く頷いた。







　生き地獄とは、こういう状況をいうのかもしれない。

「いっやー、光みつの字にこんなお連れさんが居たとはねぇ。眼福眼福。掃き溜めに鶴、いや弁べん天てん様だ」

「兄さんこそなかなかの男前だ。朝から世話をかけてすまないな」

「へへっ、いいってことよ！　なんてったって俺ぁ、光の字とは長い付き合いだからな。そこの伊い勢せ屋やの小町娘に惚れ込まれて、弱り果てて逃げ回ってたとこを助けてやったことだってあるんだぜ！」

「ほぉぉ、伊勢屋の小町娘にねぇ……」

　にこやかに相槌を打つ純すみ皓ひろの声が、光みつ彬あきにしかわからぬ程度に低くなった。磨かれた卓ちゃ袱ぶ台だいに出来立ての朝あさ餉げをてきぱきと並べながら、いっこうに閉ざされる気配の無い元げん助すけのよく回る口を、羽は交がい絞じめにしてでも塞いでやりたくなる。

　だが、光彬が口を開こうとするたび、左隣からすっと伸びてきた手が、胡坐あぐらをかいた光彬の膝をやんわりつねるのだ。元助には見付からない、絶妙の角度で。

「初耳だ。光みつ之の介すけはずいぶんともてるんだな」

「そりゃあ光さんはこの通りなかなかの男前だしよ。やっとうの腕も立つ、偉ぶらねえ。その上、他のお武家のぼんくら息子どもみてえに器量良しの娘を見りゃあがつがつするわけでもねえからな」

　今まで見たことも無い美形におだてられ、すっかりいい気になった元助は、求められるがまま光彬が町中で遭遇した出来事を披露していく。

　悪気は無いのだ。むしろ兄貴分として、非の打ち所の無い美形の友人に、少しでも光彬の良いところを教えてやりたい一心なのだろう。しゃべればしゃべるほど、弟分の立場が悪くなるのを知らないだけで。

　しかし、ときに善意は、悪意よりも深い奈落に人を突き落すものである。

「ああ、そうそう。伊勢屋って言やあ、伊勢屋の向かいの駒こま屋やのお千せんちゃんも、婿むこを取るなら光さんじゃなきゃ嫌だってごねて、おとっつぁんを困らせたことがあったなぁ」

「ほほぅ、駒屋のお千……そこのところ、もそっと詳しく」

　さらさらと、地獄の閻えん魔ま大王が閻魔帳に光彬の罪ざい科かを書き込む音が、確かに聞こえる。

　……頼むから、もうやめてくれ……！

　困り果てた光彬をさすがに見兼ねたのか、さっきから卓袱台の向こう側で面白そうに成り行きを見守っていた虎こ太た郎ろうが、ようやく口を挟む。

「おい、元助。おしゃべりはそんくらいにしとけ。いつまで経ってもお客さんが朝餉にありつけねえだろうが」

「へ、へい、頭かしら！」

　すんませんでした、と頭を下げ、元助はそそくさと居間から退散していった。お調子者で怖いものなしの火消でも、頭だけは恐ろしいのだ。

　廊下を駆け去る元助の足音が完全に聞こえなくなると、虎太郎はけだるげに首を傾け、端たん坐ざする純皓を眺め回した。

「元助の奴が煩うるさくしてすまなかったな、兄さん。悪い奴じゃあねえんだが、どうもおしゃべりでいけねえや」

「頭、どうぞお気になさらず。色々と光之介の話を聞けたので、楽しゅうございました。それから私のことは、よろしければ純すみ之の丞じょうとお呼びください」

「おお、そうかい。じゃあ遠慮なく、純さんと呼ばせてもらうおうか」

　虎太郎は胡坐の上に突いていた肘ひじを戻し、姿勢を正すと、小さく頭を下げる。

「じゃあ改めて純さん、昨日はうちの光さんが世話になっちまってすまなかった。この通りだ」

「おやめ下さい、頭。たまたま友の難儀に出くわし、連れ帰っただけです。こちらこそ、夜中に叩き起こしてしまって申し訳無く思っておりますのに」

「構わねえ、構わねえ。ここは光さんの家みてえなもんだ。葦よし原わらに出で初ぞめてぐでんぐでんに酔っ払った息子が帰ってきたんじゃあ、光さんのご実家は大騒ぎになっちまう」

「恐縮です」

　育ての親でもある兄にいやと、以前共に町に下りた時と同じ遊び人風のいでたちをした妻の遣り取りを、光彬は口を挟むことも出来ず、ただ見守るのみである。

　ちなみに虎太郎は純皓が光彬の御み台だい所どころであるとは知らず、純皓が貧乏旗はた本もとの三男坊として光彬と友ゆう誼ぎを結んでいるのだと思っている。そして純皓の方は、虎太郎が光彬の兄やであり、忍び歩きの手助けをしていることを承知の上で、あくまで光彬の友として接しているのだ。

　何故、こんなにややこしい仕儀となったのか。発端は、半刻ほど前、光彬が『い組』の客間で目覚めたところから始まる。







『おはようございます、上様』

　畳にのべられた褥しとねの中で寄り添い、朝の光よりも眩しい笑みを浮かべる妻の美貌が目に入った時は、いつものように大奥の御お小こ座ざ敷しきで眠りについたのかと思ったが、すぐに昨夜の出来事がよみがえった。

　とたん、観音菩薩の如く慈悲深げだった妻の笑みが般はん若にゃのそれに見えてしまい、飛び起きようとしたのを見計らったように、純皓は光彬を褥に縫い付けたのだ。両脚を絡め、背に腕を回すことによって。

『すすすすす純皓、どどどうしてここに』

『まあ上様、それは私こそお伺いしとうございます。中なか奥おくにて政務に励はげまれておいでのはずの上様が、なにゆえ、あのようないかがわしい場所にいらしたのでしょうか』

　男物の小こ袖そでを着崩した姿で御台所としての言葉遣いを操る純皓に、あの鱗りん紋もんの打うち掛かけを羽織った華麗な太た夫ゆうの装いが重なった。光彬が下手な言い訳を取り繕つくろえば、純皓は再び嫉妬に狂った大たい蛇じゃとなり、ありとあらゆる手段で光彬を締め上げてくるだろう。

　男とは、浮気を咎とがめ立てられればまともな判断力を失い、ひたすら女房の機嫌を直そうと必死になる生き物である。それは町まち方かたの夫婦であろうと、陽ひノの本もとを治める将軍夫妻でも変わらない。

　光彬もまた、壮絶なまでに麗しい夜や叉しゃと化した妻がこの上大蛇とならぬよう、洗いざらい吐かざるを得なかったのである。登城した祐すけ正ただから辻つじ斬ぎりについて報告されたことに始まり、蔵ぞう上じょう寺じ近辺でくだんの辻斬りらしい男に遭遇したこと、高たか田だ博ひろ通みちとのいざこざから蛍ほたるを助け、思いがけず紅こう華か楼ろうに揚がったことまで、全て。

『そうでしたか。上様おん自みずから、民を救おうと……』

　紅華楼に揚がったのはあくまで偶然の産物だったのだと強調した甲斐あってか、話し終える頃には、純皓の纏まとう雰囲気もだいぶ和やわらいでいた。純皓以外に欲望など感じぬ、愛しいのは純皓だけだと何度も誓ったのも効いただろう。おかげで光彬も周囲を窺うだけの余裕が戻り、己が寝かされていたのは『い組』の客間だったと把握出来た。

『信じてくれるのか？』

『勿論でございます。上様は私だけしか目に入らぬと……昨夜も、たんと教えて頂きましたゆえ』

　太夫のなりをした妻とまぐわう、常軌を逸いっした夜が頭をかすめ、光彬の頰が真っ赤に染まる。

　口元の黒子ほくろもなまめかしく、純皓はふっと笑ったが、すぐに真しん摯しな表情を浮かべた。

『ですが上様、供とも人びとも連れず、お一人でことに当たられるのはおやめ下さいませ。いかに上様が剣の道を究きわめておいでだとしても、御城の外ではどのような事態が起こるとも限りません。危のうございます』

『純皓…しかし、切り結んでみてわかったが、あの辻斬りは相当な使い手だ。利き手の傷が癒いえれば、腹いせに町方の者たちを襲うかもしれん。刺激してしまった以上、俺が仕留めねばならん』

　辻斬りの利き腕に刻んだ傷は、手応えからして浅くはないが、身動きが取れぬほど深くもない。適切な治療を受け、無理をすれば、再び凶きょう行こうに及ぶのは可能だろう。

　あの場で取り逃がしてしまったのは光彬の不覚だ。今ばかりは、純皓が何と言おうと引き下がるわけにはいかない。無む辜この民の命を、これ以上、奪わせてなるものか。

　光彬の固い決意が伝わったのか、純皓は深い溜息を吐きつつも、夫の頭を腕の中に囲い込んだ。すっかり髷まげが乱れているだろう後ろ頭を梳すいてくれる手つきは、ひどく優しい。昨夜、光彬を快楽の坩る堝つぼに叩き落としたのが嘘のように。

『……私にとって、上様のお命は何にも勝る宝にございます。上様がおん自ら危険に身を晒さらされるなど、魂が削られる心地がいたします』

『純皓……』

『ですが、私も上様の…武士の妻でございます。戦場に赴おもむこうとする夫を、止めるわけには参りません』

『純皓…、すまない…！』

　心配をかけてしまう申し訳無さと、わかってもらえた嬉しさが心の中に入り混じり、光彬は馴染んだ白びゃく檀だんの香りがする妻の胸に顔を埋うずめた。妻を安心させるためにも、一日も早く卑劣な辻斬りを捕らえなければならない。

　……そう言えば、何故、純皓はああも絶妙な間合いで紅華楼に現れたのだろうか？

　ほっと気が緩んだところで、ふと、今更ながらの疑問が芽め生ばえた。

　光彬が遊ゆう糸し太夫の毒どく牙がにかかるまさにその瞬間に踏み込むには、光彬の行動を逐一把握し、準備を万端に整え、同じ紅華楼の屋根の下に控えていなければならなかったはずだ。太夫の衣装を纏うには、御台所の支度よりも手て間ま暇ひまがかかるのだから。大奥から出られない純皓が、どうやって光彬が紅華楼に赴くことを知ったのか？

　……それだけではない。純皓は遊糸太夫を陽かげ炎ろうと呼び、ずいぶんと親しげだった。友人…と言うのとは少し違うか。悪友か悪馴染み、もしくは昔の仲間。そんな雰囲気だったと思うが、都の公く家げの子息が、どうすれば恵え渡どの太夫と馴染みになれる？

　ことの後、意識を失った光彬を『い組』に運んだのも、よくよく考えれば妙なのだ。以前、共に城下をそぞろ歩いた際、蔵上寺方面には向かわなかったし、『い組』との関わりも純皓に話して聞かせた覚えは無いのに。

　浪人どもの返り血を浴び、平然と佇たたずんでいた姿が――禍まが々まがしいくらいに美しかった妻の微笑みが、疑問に埋め尽くされそうな頭をかすめた。

　貞淑で献身的な妻には、光彬の知らない一面がある。遊糸太夫との繫がりも、光彬の行動を摑んでいたのも、きっと、全てはそこに帰き結けつするのだ。

『……私は、父にも異母兄たちにも疎うとまれておりましたので、帝より官位を賜たまわることはまず望めませんでした』

　波立つ光彬の心を見透かしたように、なめらかな指先が項うなじを優しくなぞった。

　純皓の実父は右大臣の地位にあり、正室腹の異母兄たちも摂せっ関かん家けの子息として相応の官位を得ているはずだが、側室とも呼べぬほど身分低き女おな子ごから生まれた異母弟を一方的に嫌悪していたらしい。もはや実質的な権力など無きに等しい朝廷においても、親族の引き立てが無ければ出世は望めない。

『私は、親兄弟に頼らず、私自身の手で将来を切り拓ひらかなければなりませんでした。ですが私にあったのは、我が身一つのみ。そこで私は、身を寄せることにしたのです。王おう坂さかや都に集まる様々な情報を束たばね、それらを必要とする者たちに売りさばく組織に…』

　そういった組織の存在は、光彬も知っている。ときに奉行所に有益な報しらせをもたらしもすれば、報酬次第では公こう儀ぎに追われる身の者にも便べん宜ぎを図る。善でもなく悪でもなく、同時にその両方でもあるのだと。

　祐正から聞いた折には、なんとも扱いの難しい者たちだと思ったものだが…純皓が、その一味だったというのか。浪人どもを懐かい剣けん一振りで返り討ちにしたのも、光彬の行動をいとも容易たやすく追ってみせたのも、遊糸太夫と馴染みだったのも、組織に身を置くがゆえだったと？

『……つらくは、なかったのか』

『え……？』

　抱え込む腕が微かに震え、光彬はそっとおとがいを上げた。こちらを見下ろす妻の黒々とした美しい瞳に滲むのは、戸惑いと……怯おびえだろうか。

『そのような組織には厳しい掟おきてがあり、女子や幼き者であろうと、背そむけば惨むごい罰を受けると祐正から聞いておる。お前は心こころ映ばえ清く、優しい男おの子こだ。意に染まぬ悪事に加担させられ、胸を痛めることもあっただろうに…』

『…上様…この私を、汚けがらわしいとお思いにはならないのですか？』

『俺とて、世の中が綺麗ごとのみでは回らぬことくらい承知している。必要とする者が居るからこそ、お前の属していたような組織も存在するということもな』

　幕府の頂点に立つ将軍として絶対に公言は出来ないが、たとえ有能をもって鳴る小こ谷たに掃かも部んの頭かみ祐正が束になってかかったとしても、その手の組織を根絶やしにするのは不可能だ。

　一つの組織を消したところで、また新たな組織が闇から生じる。この世は善のみでも悪のみでも成り立たない。大切なのはその釣り合いなのだと、老いてなお好敵手を求め、諸国を放浪していた祖父が折に触れ光彬に説いたものだ。

『それに……お前は俺の妻だ。一度妻と定めた者を汚らわしい思う男子が、どこに居ようか』

『…っ…、上様…、…光彬…』

　みるまに潤んだ純皓の双眸から、真珠の如き涙が零こぼれ落ちた。光彬をかき抱く腕に、強い力が込められる。

『…つらいなどと、思ったことはありません。組織の仲間は皆、私と似た立場の者ばかりで、私にも良くしてくれましたから』

　聞けば、咲さきもまた、組織の一員なのだという。組織を抜きにしても、純皓と咲は主従としてこの上無く良い関係を築いているように見えた。咲のような仲間が居てくれたなら、組織での生活は、つらいばかりのものではなかっただろう。

『それに……組織に身を寄せたからこそ、私は上様に出逢えました』

『…まさか、無ぶ頼らい者ものどもに絡まれていた、あの折も…？』

『はい。務めのために女子のなりをしておりました。とは言え、人だかりの中では懐剣を抜いて抵抗するわけにもゆかず……弱り果てていた私に、上様はたった一人、迷わず手を差し伸べて下さった』

　どうか信じて下さい、と、甘い吐息ごと耳じ朶だに吹き込まれる。

『あの時から…凛り々りしい若武者であられた上様に惚れた時から、私の心は上様だけのものでございます。私が為なすことの全ては、上様を愛いとおしゅう想うがゆえ』

『純皓……』

『誓って、組織の力を悪用し、恵渡の民を害してはおりません。民のため、我が身お一つで城下に下りられる上様を陰ながらお守りしたい。ただ、それだけなのです』

　光彬を守る。ただそのためだけに、警備厳重な大奥を抜け出し、光彬を追い、葦原に先行し、太夫のいでたちまでして遊糸太夫と渡り合ったというのか。

　そもそも組織への参加とて、純皓の本意ではあるまい。輿こし入いれを機に足抜けも可能だったはずなのに、純皓は組織の力を活用することを選んだ。光彬のために。

　なんと……、なんと……。

『お前は…、なんといじらしいのか……』

『上様っ……』

『お前のように一いち途ずで献身的な妻を持てた俺は、三さん国ごく一いちの果報者に違いない』

『…っ、光彬…！』

　御台所から雄の貌かおに変化した純皓と、常の光彬ならば夫婦のまぐわいに突入していたのだろう。だが、ここは『い組』の客間。感じ入った声が漏れようものなら、間借りする元助たち火消が何だ何だとなだれ込みかねない。

　そこは純皓も承知していたようだ。聡明な妻は朝ゆえに緩く勃起していた夫のものを愛情たっぷりに吸い上げ、あっという間に昇天させると、絞り取った精をさも美う味まそうに呑み込み、下した帯おびもちょうど良い具合に締め直してくれた。

　そして、己はさっと小袖を身に着け、光彬にも小袖と袴はかまを着せつけてくれたのだ。昨夜、紅華楼に着て行ったものを、きちんと回収しておいてくれたらしい。形見の刀もだ。

　遊糸太夫に奪われていたらどうしようかと危惧していたので、ほっとした。世間一般的には価値の乏とぼしい無む銘めいでも、光彬にとってはこの世に二ふた振ふりと無い祖父の形見なのだ。

　……すまぬな。危うく、お前を失うところであった。

　詫びの念をこめ、同じく無事だった脇差と共に腰に差す。

　形見の柄つかに軽く触れた瞬間だった。昨日、高田博通が逃げ出しざまに吐いていった捨て台詞がよみがえったのは。

　――御ご家け人にんの子の分際で、高田家の男子に偉そうな口を叩いた無礼。いつか、思い知らせてやるからな……！

『……あっ！』

　確か、同じ言葉を、博通と再会する前に聞きはしなかったか。懸命に記憶を手た繰ぐり寄せる。…そうだ、蔵上寺だ。光彬に利き腕を斬られ、逃げ去る辻斬りが言い残していった。思い知らせてやる、と。

　薄暗かった上、辻斬りは錣しころ頭ず巾きんで厳重に顔を隠していた。しばらく会っていなかったから、よく似た声だとは思うが、同一人物のものと断定は出来ない。

　しかし、博通には疑わしい要素がありすぎる。昨夜の辻斬りが博通だったとすれば、太刀筋に覚えがあったのも当然だ。葦原で自慢の国くに光みつを抜かなかったのも、傷のせいなら頷ける。

　その上、博通は遊糸太夫に入れ揚げていた。もしも博通が、愛想尽かしをされた太夫をもう一度振り向かせるため、武士を襲っていたのだとしたら……。

『…急がねば』

　すぐに博通を捕まえ、問い質たださねばならない。今なら、利き腕の傷が言い逃れようの無い証拠となる。

　客間を飛び出そうとした光彬の前に、純皓が素早く立ちはだかった。

『お待ち下さい、上様』

『純皓…？　時間が無いのだ。後で必ず詳しく説明するゆえ、お前はここで待っていてくれぬか』

『いかに上様と言えど、準備も整えず打って出れば、不測の事態に対処しきれぬかもしれません。お急ぎなのは重々承知しておりますが、何か思いつかれたのであれば、まずは掃部頭に一報をお入れになってはいかがでしょうか』

　冷静沈着な軍師のように諭さとされ、身の内を支配しつつあった焦りは霧む散さんした。

　やみくもに飛び出していったところで、博通を捕らえられるはずもない。なにせ光彬は、高田家の邸やしきがどこにあるかも知らぬのだ。ここは純皓の助言に従い、祐正に連絡を取り、協力を求めるべきだろう。

『それに上様は、昨夜から何も召し上がっていらっしゃいません。掃部頭からの応答を待つ間、こちらで腹ごしらえをなさっては？』

　純皓の指摘に応じるかのように、腹の虫がくうっと鳴き、光彬は情けなくなる。

　一日も早く凶悪な辻斬りを捕らえたいがあまり、急ぎすぎてしまっていた。祖父が生きていたら、一いっ喝かつされていたに違いない。準備を怠おこたれば、勝ち戦は容易に負け戦になるのだと。

『…すまぬ、純皓。俺は焦っていたようだ。お前の言う通りにしよう』

『上様…私こそ、出過ぎた振る舞い、申し訳ありませんでした。私はただ、上様がご無事であられればそれで良いのです』

　障子越しの朝日に照らされながら微笑む純皓は、観音菩薩のように優しげで、美しい。敢えて真実の一角を明かして夫の同情を買い、最も重要な部分から目を逸らさせることに成功したがゆえの笑みだとも知らず、光彬はただ妻の美貌に酔いしれた。







　それから光彬は御庭番を使い、ことの次第を短くしたためた文を南みなみ町まち奉ぶ行ぎょう所しょに届けさせた。姿は見えずとも、光彬には必ず御庭番が付き従っている。今回も、掌てのひらを打ち鳴らしただけで、闇から滲み出るように現れた男女どちらともつかぬ御庭番が文を押し戴き、再び闇へ溶けて消えた。

『い組』と奉行所はさほど離れていない上、今月の月番は北町奉行所だから、祐正は南町奉行所に詰め、公事の資料整理に追われているだろう。文が祐正の元に届くまで、一刻もかからない。文を読めば、機を見るに敏びんな祐正は高田邸の位置を光彬に知らせ、博通の居場所を摑むべく行動を起こしてくれるはずだ。

　また、中奥の隼はや人とに宛てても文を書き、御庭番に届けさせた。城下に微行中、光彬は御お休きゅう息そくの間まに籠もり、政務に励んでいることになっている。背格好の良く似た御庭番が影武者を務める間、光彬の不在が露ろ見けんせぬよう万事取り計らってくれるのが、中奥では唯一事情を知る隼人である。

　まだ純皓が輿入れする前、ひょんなことから光彬の微行を助力してくれることになった時、隼人が光彬に出した唯一の条件。それが、こまめに消息を入れることだったのだ。純皓が落ち着かせてくれなかったら、隼人との約束まで破り、あの篤とく実じつな男を心配させてしまうところだった。

　ちなみに、蛍に襲われていた門かど脇わきは、咲が役宅まで連れ帰り、介かい抱ほうしてくれているそうだ。つくづく、純皓には頭が上がらない。咲にも後々、礼を言わねばならないだろう。

　そうして、光彬は打てる手を打った上で再び御庭番を呼び出し、純皓を大奥に送り届けさせようとしたのだが……。

『私は帰りません。このまま上様をお守りします』

　純皓は断固として譲らなかった。しまいには、自分が傍に居ては迷惑なのか、まさか他の女子を傍に寄せるつもりなのかと責め立て、昨夜の太夫姿を思い起こさせる凄せい艶えんな笑みで詰め寄られてしまい、光彬の方が折れざるを得なかったのだ。

　しかし、光彬が貧乏旗本の三男坊を装う以上、純皓の素性も隠さなければならない。虎太郎にだけは明かしても良いのだが、そろそろ『い組』は起き出してきた火消たちで騒がしくなる頃だ。無遠慮な彼らは、光彬の連れてきた麗しい客人の顔を一目拝おがもうと入れ代わり立ち代わり顔を覗かせるはずだから、こっそりと秘密を告げる暇などあるまい。

　そこで、純皓は光彬の旧友の武家、純之丞と偽ることになった。恵渡住まいの公く家げに仕つかえていると言えば、恵渡の民らしくない振る舞いをしても怪しまれずに済むだろう。門脇と共に葦原へ繰り出したら、たちの悪い遊女に引っかかり、しこたま飲まされ、潰されてしまった。そこに偶然純皓が通りがかって助け、光彬を『い組』まで送り届けてくれた、という設定だ。

　狙い通り、客間に押しかけてきた火消たちも、朝餉に呼びに来た元助も、虎太郎さえ、純皓の美貌に見惚れこそすれ、疑いなど微み塵じんも抱かなかった。

　だが、一難去ってまた一難。純皓はおしゃべり好きな元助たちにうまく水を向け、光彬が過去に遭遇した女子絡みの災難を聞き出していくではないか。伊勢屋の娘も、駒屋のお千も、何故かあちらが一方的に好意を抱いただけで、光彬は何もしていない。後ろ暗いところなど何も無いはずなのに、女子の話題が出るたびに純皓の纏う空気が冷えてゆき、光彬は胆きもを冷やさなければならなかったのだ。

「…そ、それで虎太郎。例の辻斬りについてなのだが」

　追い払われた元助たちが襖ふすまの隙間から覗いていないのを気配で確認し、光彬はごほんと咳せき払ばらいをしてから切り出した。虎太郎からも過去の女子絡みのあれこれを聞き出されたらたまらないと思ったのだ。兄やだけあって、虎太郎は光彬の失敗談には誰よりも詳しい。

「おい光さん、そいつは…」

　虎太郎が純皓を横目で窺うと、純皓はゆっくりと首を振ってみせた。

「ああ、良いのです、頭。先ほど、光之介から詳細は聞かせてもらいました。何でも、掃部頭様から内々の頼まれごとで、かの辻斬りを追っているとか。私もぜひ、微力ながら力添えをさせて欲しいと申し出たところです」

「お前さんが？」

「光之介には及びませんが、こう見えても多少は腕に覚えがあります。あのようなところで再会したのも、何かの縁。今をときめく掃部頭様のお役に立てたとなれば、光之介の仕官も叶うやもしれませんから」

　全ては、虎太郎対策として光彬と純皓の二人で練り上げた偽りの経緯なのだが、虎太郎は目を丸くし、ぱんっと膝を打った。

「しばらく会ってなかった連れのために命を懸けるたあ、てえした度胸だ。元助たちにも見習わせたいほどだぜ。…光さん、良かったな。なんとも頼もしい援軍じゃねえか」

「……ああ。感謝している」

　その援軍が、太夫のいでたちで現れたり、やたらと女子絡みの話を聞きたがらなければますます良いのだが…と内心溜息を吐きつつ、光彬は話を元に戻す。

「それで、話の続きだが…葦原で、純之丞以外にも思いがけない男と再会した。高田博通だ。虎太郎は覚えているか？」

「ああ、あの高慢と野暮のごった煮みてえな野郎ですな。道場で、光さんを目の敵かたきにしていた。あんまりいい噂は聞かねえが、またぞろ何かやらかしやがったんですかい？」

「取り巻きどもを引き連れ、幼い禿かむろをかどわかそうとしていた。俺と小こ兵へ衛えで助けに入ったのだが…なんとその禿、くだんの遊糸太夫付きだったのだ」

　禿のかどわかしが愛想尽かしをされた遊糸太夫を呼び出すためだったことや、門脇から教わった博通の現況について、光彬は手短に説明した。そして、蔵上寺付近で遭遇した辻斬りと博通の声が酷似していた件に触れると、虎太郎は懐ふところ手でで腕を組み、口元を歪める。

「怪しいですな。その蛍とかいう禿をかどわかそうとしたのも、よりによって光さんに撃退されちまったもんだから、こうなったら何が何でも太夫を引きずり出してやるって意地になっちまったのかもしれねえ。早はや駕か籠ごに酒さか手でを弾めば、光さんより早く葦原の大おお門もんをくぐるのも出来なくはねえしな」

「…おい、虎太郎。何故、『よりによって』なのだ」

　それではまるで、撃退したのが光彬以外の者なら、博通はかどわかしにまでは走らなかったような言い方ではないか。門脇も紅華楼で博通に同情めいた言葉を漏らしていたし、光彬としてはちょっと腑ふに落ちないのだが。

「…光さん、あのごった煮野郎にとって己がどんな相手か、おわかりで？」

「どんなも何も、かつての道場の門弟同士というだけだろう。確かに、あまり仲が良かったとは言えんが…」

　いぶかしみつつも正直に答えれば、虎太郎は懐から手を出し、芝居がかった仕草で掌を天に向けてみせる。処置無し、とでも言わんばかりに。しかも、純皓に申し訳無さそうに詫びるではないか。

「すまねえなあ、純さん。光さんは学問もやっとうも達者なのに、この通り、すぽんと抜けてるとこがあるんだ」

「わかっておりますよ、友ですから。それに、そこがまた光之介の良いところです」

　光彬を弁護してくれると信じていた純皓までも、訳知り顔で頷くのが解げせない。一体、自分の何がいけないのだろうか。

　本気で悩みだしたところに、慌ただしい足音が聞こえてきたかと思えば、ばんっ、と襖が勢い良く開かれた。

「…頭っ、光さん！　て、てえへんだ、てえへんだっ！」

　転がるように飛び込んできた元助は、言い切るなり、胸を押さえて座り込んだ。素早く立ち上がった虎太郎が水の入った茶碗を運ばせ、元助に差し出す。

「落ち着け、元助。てえへんだ、ばっかりじゃあ何があったのかわからねえだろうが」

「へ、…へい…っ」

　元助は水を一気に飲み干すと、どうにか呼吸を整え、こめかみに血の管を浮かび上がらせながらまくしたてる。

「人死にが…、死体が、見付かったんでさあ…！」

「…どこだ!?」

　嫌な予感が胸の奥から突き上げてきて、光彬は元助に詰め寄った。背後に控える純皓からも、緊張が伝わってくる。

「ぞ…、蔵上寺の周りの…、…あちこちに…」

「あちこち、だと…？」

「一人だけじゃねぇんだ…何人もの骸むくろが、…斬り殺されて、ち、血ち塗まみれで……！」

　――思い知らせてやるからな！

　真っ白に染まった光彬の脳裏に、あの辻斬りと博通の捨て台詞がぴたりと重なり、こだました。







　最初に発見されたのは、蔵上寺境内に続く石段に転がされた若い女子の骸だった。寺の小坊主が、まだ重たい瞼まぶたを擦こすり擦り、境内を掃き清めに出た際に見付けたのだ。

　同じ頃、寺の周囲のそこかしこから人々の悲鳴が上がった。門前の坂道や、寺を囲む杜もりが朝日に照らし出され、夜の闇に隠されていた凄せい惨さんな光景――斬殺された人々の骸が露あらわにされたのである。

　急きゅう遽きょ、町の者が自じ身しん番ばんに走り、奉行所からは同どう心しんたちが派遣された。応援の岡おかっ引ぴきを総動員し、あたりを徹底的に捜索したところ、発見された骸は六体にも及んだのだ。一人は武士であり、差さし料りょうを奪われていた。残りは全員、この界かい隈わいに住まう者や、門もん前ぜん市いちに物売りに来た付近の村の者だという。

　同心たちの手によって道端に集められ、むしろに並べられた骸は皆、身体の前側から袈け裟さ懸がけに斬られていた。六人もの人々が立て続けに襲われたことから、悲鳴を上げる間も無く急所を一突きされ、絶命させられたに違いない――。

　純皓や虎太郎を連れ、蔵上寺へ急行した光彬に、奉行所の者しか知りえない情報を耳打ちしてくれたのは祐正だった。奉行所に一報が入った頃、既に光彬からの文を受け取っていた祐正は、かの辻斬りの仕業だと確信し、配下とは時をずらして蔵上寺に駆け付けた。そこで人垣の中から光彬を見つけ出し、合流したのだ。

　岡っ引きに指示を下し、鈴なりの野次馬を追い払い、付近の住人から昨夜の様子を聞き出したりとおおわらわの同心たちは、雲の上の存在である町奉行本人が紛まぎれているなど思いもしないのか、祐正に注意を払いもしない。編笠を目ま深ぶかに被り、黄き八はち丈じょうを着流した祐正が、完璧に浪人になりすましているせいもあるのだろうが。

「殺あやめた武士の差料を奪い去ったことといい、あの鮮やかな手口といい、下手人は例の辻斬りに相そう違いなかろうが…ちと、妙だな」

　ごった返す現場を離れ、『い組』の虎太郎の居間に引き上げるなり、祐正は思案顔で呟いた。町奉行は御お目め見みえを許された高位の幕臣だが、大奥から出て来ない御台所の顔までは知らないため、純皓については恵渡城に迎えられる前からの友人と紹介してある。言葉遣いを改めないのも、純皓が光彬の素性を知らないと思っているせいだ。

「妙ってえと…町人までやられちまったことですかい？」

　問いを挟む虎太郎は、浪人姿の祐正の素性を正しく把握している。町火消を組織する際、中心となって働いてくれた二人は、身分の垣根を越え、気心の知れた仲だ。

「それよ、虎太郎。今までは差料を奪うために襲っていたものが、まるで殺すことそのものが目的であったかのように思えてならんのだ。いずれの骸も放置されたまま、隠そうと試みた痕跡すら無かったことであるしな」

「殺すこと、そのものが…」

　ぼそりと呟いた光彬に、一同の視線が集中した。

　こぢんまりとした居間に会するのは、将軍とその正室たる御台所、町奉行、火消の頭と、評ひょう定じょう所じょを凌しのぐそうそうたる顔ぶれである。その目力の強さと言ったら並の男子では縮み上がってしまいそうなほどだが、一同の中で最も小柄な光彬は泰然と受け止める。

「祐正。高田博通、どう思う」

「…断定は危険だが、そなたがかの者の太刀筋に覚えがあると申すのなら、じゅうぶん疑うに値するだろう。高田監けん物もつが次男のどら息子ぶりは、私も仄そく聞ぶんするところゆえ」

　純皓の目があるため言葉遣いこそ目下に対するそれだが、打てば響くように応える祐正は、将軍から最初に質問を下されたのを誇るかの如く背をぴんと伸ばしている。祐正もまた、将軍の傍近くに仕えることを至上とする幕臣の一人なのだ。

「虎太郎は？」

「あのごった煮野郎は光さんを心底妬ねたんでやがる。光さんが妬ましくて妬ましくてしょうがねえんだ。その光さんに二度も邪魔されて、葦原から逃げ帰った後、やけのやんぱちになって手当たり次第に人を襲った…ってとこじゃねえですか」

　けっ、と嘲笑する虎太郎に、祐正も、純皓までもが同調してうんうんと頷いている。博通が光彬を妬んでいるというのは、もはや皆に共通した認識であるようだ。光彬としては妬まれる心当たりなど、何一つ無いのだが。

　高田博通は本人も自負する通り、譜ふ代だいの大たい身しん旗本の子息だ。母親は都から輿入れした公家の姫だと聞く。対して光彬は、将軍その人であることは伏せられているのだから、博通にとっては取るに足らぬ御家人の子だ。生母の身分も雲うん泥でいの差である。光彬が明確に勝っているのは、せいぜい剣の腕くらいだろう。一体、どこに博通が幾いく人たりもの罪無き人々を手にかけるほどの嫉妬を生じさせる要素があるのだろうか。

「光之介、お前は高田博通のことなぞ気にしなくていい。いくら考えたところで、あの男の心の有りようなど、お前にはわからぬさ。…そういうお前だからこそ、俺たちはここに集っている」

　悩む光彬の肩を、純皓がぽんと叩いた。紅華楼でも、門脇に似たようなことを言われた覚えがある。自分だけが何もわかっていないようでどうにも釈然としないが、妻が優しく微笑んでくれるなら、まあいいかと思えるのが不思議だ。

「祐正殿、虎太郎、…純之丞」

　光彬は三人の男たちと一人ずつ眼差しを合わせていった。互いの素性を知っていたりいなかったり、ややこしいことこの上無いが、三人ともが皆、光彬を支えてくれる頼もしい味方なのは間違いない。
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「俺は博通を追う。力を貸してくれ」

　光彬の要請を、男たちが受け容れぬはずもない。

　すぐさま虎太郎は火消たちを集め、絵心のある祐正が描いた博通の似顔絵を持たせて放った。火消には強い横の繫がりがある。『い組』の火消たちが行く先々で声をかければ、他の組の火消たちも呼応し、捜索の手は恵渡じゅうに広まる。博通一人を捜し出すなど、わけもないはずだったのだが――。

「頭。その侍さむらいみてぇな男は、どこにも…」

「こっちも駄目でした」

　一刻と少しが経ち、火消たちはぽつぽつと『い組』に帰還したが、もたらされたのはどれも待ち望んだ情報ではない。

　火消たちの対応は虎太郎に任せ、光彬たちは奥の居間に下がっていたが、はかばかしくない報告を聞いているうちに、誰からともなく顔を見合わせた。

「…これは…、高田博通、自邸にこもったと見るべきか」

「おそらくは。火消どもにかかっても見付からぬのなら、それ以外あるまい」

　光彬の推測に、祐正も同意した。

　武家の邸内、及びその敷地内には、奉行所の役人すら容易には踏み込めない。町人が理由も無く侵入しようものなら、その場で斬って捨てられることさえある。博通にとっては絶好の隠れ場所である。邸から出ない限り、どれほど明白な証拠があろうと、捕縛される恐れは無いのだから。

　あるいは、葦原へ…血道を上げていた遊糸太夫の元へ走った可能性も皆無ではないが、葦原には既に火消たちの手が回っている。何か騒動があれば、とっくに一報がもたらされているはずだ。

　光彬の知る博通は、道場にこそ真面目に通っていたが、ろくに自邸にも居着かず、取り巻きどもと共に悪あく所しょを巡り歩いていた。それが突如、邸に引き籠もったのなら、博通がかの辻斬りである可能性は俄然高まる。

　かくなる上は、御庭番の力を借りてでも、赤あか阪さかにあるという高田邸に忍び込み、博通を問い質すべきか？

「光さん、お客さんだぜ」

　光彬が無意識に形見の刀の柄に触れた時、虎太郎が居間ののれんをくぐって現れた。その背後からひょっこりと顔を出した切り下げ髪の少女に、光彬は目を瞠みはる。振ふり袖そでではなく何故か木綿の小袖を纏っているが、その顔は間違えようが無い。

「蛍…？　そなた、何故ここに」

　葦原の遊女の出入りは厳しく制限されており、借金を完済するか、裕福な旦那に身み請うけされでもしない限り、大門の外へ出ることはまず許されない。まだ遊女ではない禿はそこまでではないが、やはり気安く外出など出来ないはずだ。

「抜け出してきたんです…、遊糸太夫と一緒に…」

「太夫…？　遊糸と言うと、葦原の？」

　ありえない、と驚愕するのは祐正だ。太夫は妓楼の最高位に君臨するが、その分、監視の目も厳しい。禿と二人で大門の外に出るなど、とうてい不可能な芸当である。……籬まがきの内しか知らぬ、ただの女郎には。

「……」

　光彬がそっと目配せをすると、純皓は小さく頷いた。やはり、遊糸太夫は純皓が身を置く組織と繫がりのある人物――ただの女郎ではないということだ。

「まあまあ、小谷様。ありえねえも何も、ここに居るもんはしょうがねえでしょう。小せえ娘っ子が、せっかく光さんを頼ってこんなところまで来たんだ。御お定さだめはひとまず置いといて、話くらい聞いてやってもばちは当たらねえと思いますぜ」

　虎太郎がそう取り成してくれたのは、葦原が町奉行所の管轄であるからだろう。無許可で抜け出してきた禿を、祐正は本来、見付け次第捕縛せねばならない立場なのだ。

　内心、虎太郎の機転に感謝しつつ、光彬はしゃがんで蛍と目線を合わせる。

「何があった？　太夫と一緒だったと申すなら、太夫はどこへ行ったのだ？」

「…それが…」

　蛍は恐々と純皓を窺ったが、純皓が沈黙を保っていると、やがて意を決したように言い放った。

「太夫は…、太夫は、あの人に…高田様に、さらわれてしまったんです…！」







　光彬から例の辻斬りを追っていることを聞いた遊糸太夫は、己の客であった高田博通こそ下手人ではないかと疑いを抱き、蛍と共に葦原を抜け出した。いや、抜け出したというのは正しい表現ではない。堂々と、正面から出て行ったのだ。

　紅華楼のような大おお見み世せでは、売れっ妓この遊女に通行切手を発行してやることがある。一日に限り、大門の外に出られる許可証だ。遊女なら誰もが喉から手が出るくらい欲しがるものだが、遊糸太夫ほどの遊女でも滅多に発行してもらえず、手持ちの切手は一枚だけだったという。

　その貴重な切手を使ったのは、武士から見ればものの数にも入らぬ禿を命懸けで助けてくれた、光彬の度量と懐の深さに惚れ込んでしまったからだ。

　高田博通にさんざんな仕打ちを受け、愛想尽かしをしたばかりであっただけに、貴き賤せんを問わず手を差し伸べようとする光彬の振る舞いにはいっそう感じ入るものがあった。可愛がっている禿をかどわかそうとした博通がかの辻斬りであるなら、ぜひこの手で罰を与えてやりたい、という意気込んだせいもある。

　光彬と門脇が純皓たちに連れられて紅華楼を脱出し、二ふた刻ときほど経った後、太夫は行動を開始した。目立たぬ男物の小袖を着流しにして、蛍には町娘ふうの木綿の小袖を着せる。商家の若旦那と、奉公人の小女を装ったのだ。

　太夫の気を引くため、博通はかねてから己の『武勇伝』を自慢げに披露していた。行き付けの盛り場で刀を振り回しての大立ち回りを演じたり、すれ違いざまに肩が軽く触れただけの娘を仲間たちと共に茶屋に連れ込み、罰と称して手て籠ごめにしたりと、まともな人間なら眉を顰めそうな話ばかりだったが、おかげで博通が行きそうな場所にはいくらでも見当がつく。

　恵渡出身の太夫に土地勘もあったのも手伝って、二人は順調に博通の立ち回り先を巡っていったが、どこにも見付からない。焦るうちにも、葦原に戻らねばならない時刻は確実に近付いてくる。

　ならば駄目で元々と、二人は赤阪にある博通の邸を見張ってみることにした。もしも博通が何か事件を起こせば、父親の庇護を求め、必ず駆け込んでくるはず。その可能性に賭けたのだ。

　太夫は賭けに勝った。暮くれ八やつも過ぎた頃、息を切らした博通が、武家屋敷の立ち並ぶ静かな道の彼方から姿を現したのだ。掲げた提ちょう灯ちんに照らし出された顔は上気し、両の目は血走り、尋常な面持ちではなかった。何より、上等な絹の小袖と袴を纏った全身に、夜目にも鮮やかな血が散っている。

　博通こそが辻斬りだったのだと確信した太夫は、そっとその場を離れようとした。葦原に戻り、楼主に光彬の居場所を突き止めてもらい、目撃したことをそのまま報告するつもりだったのだ。

　だが、何人も斬って感覚が鋭敏になっていたものか、距離を隔へだてていたにもかかわらず、博通は太夫たちの気配を悟ってしまった。すさまじい速さで太夫たちに肉薄したかと思えば、血を吸った刃を抜き放つ。

『…お前…、まさか…』

　そこで博通が、己の斬り捨てようとしていた者が面倒な目撃者ではなく、愛しの太夫であると気付いてしまったのは、幸運だったのかどうか。

『くくっ…、まさかお前の方から逢いに来てくれるとはな…！　やはりお前も、本心では俺が忘れられずにいたのであろう？　来い、我が邸でじゅうぶんに可愛がってくれる。…と、その前に…』

　博通は太夫の脾ひ腹ばらを刀の柄つかで突き、身動きを取れなくさせると、腰を抜かしてしまった蛍に刃を向けた。もしも太夫が危険も顧かえりみず、博通の脚にしがみつかなければ、蛍の命はそこで絶えていただろう。

『逃げろ、蛍！』

　太夫が叫ぶと同時に、蛍は脱だっ兎との如く駆け出していた。置き去りにされた主がどんな目に遭わされるか、わからぬ歳ではなかったが、太夫の意志を無駄にするわけにはいかなかった。どれほど悔しかろうと逃げて、光彬にこの事実を知らせねばならない。

　小娘一匹、逃したところで障さわりにもならぬと思われたか、幸いにも、博通は追いかけてこなかった。

　闇に紛れ、赤阪の武家屋敷街を無事に脱出した蛍は、夜明けを待ち、光彬の居所を町の人々に訪ね回った。背格好や目鼻立ちなど、覚えている限りの特徴を伝えたが、似たような武家の子弟など恵渡には数多あまたうろついている。光彬を知る者とは、一人も巡り会えなかった。

　しかし、幸運は蛍を見捨ててはいなかった。疲労と空腹でへたり込んでいた蛍に、心配そうに声をかけてきた男が、頭の命を受けて恵渡じゅうを走り回っている最中の元助だったのだ。

　元助は蛍の探し人が光彬だと即座に看かん破ぱし、蛍を『い組』に連れ帰った。主との別れから三刻経過してようやく、蛍は光彬と再会を果たした――というのは、蛍が虎太郎や祐正など、太夫の素性を知らぬ者たち向けに話した表の事情。

　裏の事情は、少々…いやかなり、入り組んでいた。







　蛍が裏の事情に言及したのは、祐正が奉行所に戻り、虎太郎が火消たちの陣頭指揮に赴いた後のことだった。

　幕府が開かれるよりも前から恵渡の地に住みつき、暗躍していた闇の組織『紅べに鞘ざや』。そして彼らの長が身を賭として封印し続けてきた妖刀・鬼き讐しゅう丸まるについて、蛍は知る限りを吐き出した。遊糸太夫こと陽炎が現在の長であり、先代の長であった実父ごと行方不明になったままであること、鬼讐丸を見つけ出すために遊女の真似事をしていたことまで、包み隠さずに。

　陽炎と親交のあるらしい純皓が異議を挟まなかったから、偽りではないのだろうが、まさか妖刀などという代しろ物ものが登場しようとは思わず、度胆を抜かれた光彬である。しかもその鬼讐丸とやらが、全ての元凶かもしれないとは。

「…つまり、遊糸太夫…いや陽炎は、俺から博通の話を聞き、もしやすると博通が鬼讐丸を秘密裏に所持しているのやもしれぬと思ったのだな。ゆえに、博通を捕らえ、鬼讐丸を取り戻すつもりが、逆に捕らわれてしまったと」

　長年追い求めた鬼讐丸がすぐ傍にあるかもしれないと、陽炎はいつに無く焦しょう慮りょしていたという。常の冷静さを失って猪ちょ突とつした末、博通の手に落ちてしまったのだろう。陽炎も相応の手て練だれだそうだが、闇に住まう者の戦闘の真しん骨こっ頂ちょうは、相手の不意を突くことにある。陽炎がいかに優れた暗殺者であったとしても、正面からぶつかり合えば、大刀を携たずさえた武士には敵うまい。

　光彬が腕組みをして呟くと、黙っていた純皓も口を開いた。

「先代の長の手を離れた鬼讐丸が、どういう筋に流れたのかはわからないが、流れた末に高田博通の手に渡った。高田博通は鬼讐丸の妖気に中あてられ、陽炎に対する欲望もあいまって辻斬りに走ったと…そういうことか。つじつまは合うな」

　だとすれば、ある意味、博通も被害者に数えられるのかもしれないが、光彬は容赦する気にはなれなかった。

　たとえ妖気にむしばまれようと、己の行動を最後に決定するのは己自身だ。

　博通が凶行に及んだのは、あの男の中に人々を殺したいという願望があったからに他ならない。いかに妖刀でも、元から無いものを増幅させられはしないだろう。

「お前たちが襲われた時、高田博通が振るったのは鬼讐丸だったのか？」

「一瞬だったし、暗かったのでよく見えませんでしたが…たぶん、違うと思います」

　純皓の問いに答える蛍の髪はもつれ、ところどころほつれた小袖は土に汚れている。一晩中光彬を捜し歩いたことだけは、嘘ではないのだ。

「先代の長が失踪する前…まだ私は二つくらいだったけど、一度だけ、鬼讐丸を見せてもらったことがあるんです。あの、鞘さやに収まっていてさえ肌を焼くようなすさまじい妖気…今でも忘れられません。高田博通が持っていたのは業わざ物ものでしたが、ごく普通の刀でした」

「ならば、高田博通が鬼讐丸の所有者だと断言は出来ないのでは？」

「いえ…鬼讐丸は長以外の人間が一度でも手にした瞬間、その者の心に取り憑ついてしまうそうです。所持していなかっただけで、どこかに隠してあるんだと思います」

　触れただけで人間を支配し、心の闇を増幅させるというのか。なんとも恐ろしい妖刀があったものだ。いかなる時も光彬を助けてきてくれた守護者、祖父の代わりとも言える形見の刀とは、同じ刀でもえらい違いである。

　思わず黒塗りの鞘に触れると、妖刀如きと一緒にするな、と祖父に一喝されたような気がした。苦笑する光彬を思い詰めた顔でじっと観察していた蛍が、がばりと畳に額ぬかずく。

「…お願いします、七しち田だ様！」

「蛍…？」

「昨日の無礼は、後でいかようにも償つぐなわせて頂きます。だからどうか、太夫…いえ、陽炎様を助けて下さい！　高田博通に勝てるのは、七田様だけなんです…！」

　妖気は憑いた者の力を飛躍的に上昇させる。元から瀬せ川がわ道場有数の門弟であった博通は、今や並の剣士では歯が立たないほどの使い手になっているかもしれないのだ。『紅鞘』にも戦闘要員が居ないではないが、陽炎同様、不意を突いての奇襲が本領だ。腕の立つ武士に正面からかかれば、返り討ちに遭うのが落ちである。今の博通とまっとうに渡り合えるのは、蛍には光彬くらいしか思いつけない。

　切々と訴える少女にほだされた様子も無く、純皓は嘲ちょう笑しょうを浮かべた。

「ふん…、昨夜は襲っておいて、今日になれば助けろとは。ずいぶんとまあ、むしのいい話だな」

「…む、むしがいいというなら、貴方だって、八や…」

　八、の後は何と続けようとしたのか、光彬はついに知ることは無かった。気け色しきばんで言い返そうとした蛍がひっと息を呑み、何かとても恐ろしいものに遭遇してしまったかのように仰のけ反ぞってしまったからだ。

　これには光彬も驚き、隣を向いたが、純皓は変わった様子も無く、端坐しているだけである。光彬の視線に気付き、微笑むかんばせはいつものように慈悲に満ち、美しい。

「俺だって、やきもちを焼いたくせに……か？」

「…は、…はい…っ…」

　向き直った純皓に、蛍はがくがくと壊れた傀かい儡らいのように頷いた。きっと、昨夜の純皓の艶あで姿すがたを思い出してしまったのだろう。無理も無い。毎夜褥しとねを共にする光彬でさえ、思い描くだけで上気してしまうのだ。幼い少女には刺激が強すぎるというものである。

「安心しろ、蛍。お前に頼まれずとも、元より、博通の元には赴くつもりだったのだ」

「えっ……!?」

　見兼ねて申し出ると、今にも萎しおれてしまいそうだった蛍のあどけない顔が、ぱっと輝いた。

「ほ…、本当ですか？　本当に、陽炎様を助けて下さるんですか？」

「ああ。もはや博通がかの辻斬りであることは明白。このまま捨て置くわけにはいかぬからな」

　その場で殺さず連れ去られたのだから、陽炎はまだ殺されてはいまい。ただし、命は無事であっても、心身ともに無事とはゆかないだろうが……。

　博通が陽炎に与えたに違いない卑劣な仕打ちを想像してしまい、口元を歪めた光彬に、蛍は恐々と伺いを立ててくる。

「どうして…、そこまでして下さるのですか…？」

「そなたこそ、何故そのようなことを問う。助けて欲しいと申したは、そなただろうに」

　光彬が首を傾げれば、蛍はぽかんと口を開けたまま硬直してしまう。闇の組織に属する者とはとても思えぬほど幼い表情だ。

「…助けてくれと言われたから、助けると…？」

「そう言うておるつもりだが……」

　先ほどから、どうにも蛍と意志が疎通出来ていない気がする。何かまぎらわしい言い方をしてしまっただろうか。横目で純皓に助けを求めると、聡明な妻はふっと苦笑し、言い添えてくれた。

「この人の言うことに裏は無い。俺が保証する」

「そんな…、本当に…？　本当に、何の見返りも求めずに……？」

　信じられない、ありえない。うわごとのようにこぼれ続ける言葉から察するに、蛍は陽炎の救出と引き替えに、光彬が何らかの対価を求めるはずだと想定していたのだろう。じっくり交渉に持ち込むつもりが、あっさり承諾されてしまい、拍子抜けしたのか。

「…蛍。俺は昔、命を落としかけたことがあってな」

　懐かしい記憶を呼び覚ませば、蛍も、純皓までもが驚愕を露わにした。そう言えば、このことはまだ純皓にも話していなかったのか。昔語りをする暇も無いほど睦み合っているのだと突き付けられたようで、少し気恥ずかしい。

「その時、死にかけた俺を、見返りを求めず助けてくれた人が居た。おかげで俺は生きながらえ、こうして愛する男も出来た。だから俺も、俺の手で掬すくい上げられる命があれば、手を差し伸べてやりたい。ただ、それだけのことだ」

　蛍の顔からは、未だ驚愕の気配が去らない。むしろ、いっそう濃くなったようだ。これでもまだ信じてはもらえないのだろうか。純皓も複雑そうな表情のまま、口添えをしてくれそうもない。

　どうすればいいのかと弱り果てた頃、蛍がようやく口を開いた。

「…その、助けて下さった方は、今……？」

「死んだ」

　簡潔すぎる答えに、蛍は息を呑み、純皓はつらそうに瞼を伏せた。心優しい妻のことだから、光彬の胸に去来する一抹の悲しみを感じ取ってくれたのかもしれない。

「だが死に際に、優しき男子であれと言い残された。俺はその言葉に背そむかぬよう生きてきたし、これからもそうありたいと思うておる」

「……七田様……」

「まだ、俺が信じられぬか？」

　蛍はゆるゆると首を振り、居住まいを正した。ぴんと背筋を伸ばしてから、改めて畳に両手を突き、深く頭こうべを垂れる。

「――改めて、お願い申し上げます。どうか、私の主あるじを…陽炎様をお救い下さい」

「任せておけ」

　何の力みも無く請け合う光彬の腰で、形見の刀が武者震いでもするかのように震えた。







　純皓と蛍だけを伴い、光彬が赤阪の高田監物邸に到着したのは、それから一刻ほど後であった。

　虎太郎は緊急時の連絡役として『い組』に残留し、祐正は奉行所の捕とり方かた同心たちを率い、邸の傍近くの荒れ邸に潜んでいる。元はとある旗本屋敷だったのだが、後こう嗣しが無いため断絶し、今は無人となっているのだ。親族が管理しているが、滅多に人が近付くことは無い。

　ゆうに二千坪つぼはあるだろう高田邸の敷地は配下の侍や門番たちの住まいも兼ねた長屋門に取り巻かれ、門前には長なが棒ぼうを手にした中ちゅう間げんのみならず、高田家抱えの侍たちまでもが数人、守りを固めている。

　侍が門番に立つなど、尋常な事態ではない。やはり博通は陽炎を家に連れ込んだ上で、父親の監物に都合の良い作り話を聞かせ、警護を厳重にさせたのだろう。無礼討ちにした者の親族に逆恨みされ、付け狙われているとでもでっち上げたか。

　正面から向かっていっても、通してもらえるはずがない。蛍が決死の覚悟で、自分が塀へいを乗り越えていって内側から手引すると申し出たが、光彬は断り、門番たちに気取られぬよう密かに塀の北側に回った。

　そこには、奉公人や出入りの商人たちのための小さな木戸がある。当然、主の監物の命に従い、固く閉ざされているはずなのだが、光彬が前に立つと同時に、かたりと小さな音がした。錠じょうが外れる音だ。

「行こうか」

　軽く押すだけで開いた木戸の向こう側には、誰も居ない。背後から驚きの気配が伝わってきたが、二人とも黙って付いて来てくれたので助かった。錠を外してくれたのは前もって潜入させておいた御庭番だが、今の光彬は身分を伏せているし、彼らについて説明する暇も無い。

　滅多に姿を見せず、だが誰よりも近くに必ず侍はべり、将軍のみを主君と仰ぐ御庭番たちは、光彬の命ならばいかようなことでも仕てのける。こたびもそうだ。木戸から敷地の東側に向かって、松葉が一定間隔で落とされていた。光彬だけがわかる目印だ。広大な敷地内をあても無くうろつけば、あっという間に奉公人の目についてしまうが、この目印を追っていけば、最短距離で博通の住まう棟に辿り着けるのである。

　背中に感じる蛍の視線が、不審そうな気配を増した。貧乏旗本の三男坊でしかないはずの光彬が、町奉行小谷掃部頭と親しく口を利くだけでも驚愕に値するのに、内通者まで飼いならしているのだ。大人しく口を閉ざしてはいるのは、状況を慮おもんぱかっているからで、内心では光彬を問い質したくてたまらないだろう。

「……ぁ、…っ！」

　松葉の目印を追い、木々に紛れながら高田邸の庭内を進むうちに、健けな気げに沈黙を保っていた蛍が小さな悲鳴を漏らした。

　細い指が震えながら指す先、濡ぬれ縁えんと入いり側かわの奥に、昼前だというのに襖を締め切った部屋がある。美麗な絵が施されたその襖の向こう側から、ばしんっ、と何かを勢いよく叩きつけるような甲高い音が漏れてくるのだ。

「……ほれっ、もっとよう腰を振らぬか！」

　その音に、今度は快楽に染まりきった男の声が重なった。更にまた、別の男のさも愉快そうな哄こう笑しょうが続く。

「葦原の太夫も、お高く留まっておるわりにはたいしたことがないのう。まだ宴は始まったばかりだというに、もうへばってしまったとは」

「まあ、御ご両りょう所しょ。そう責めてやっては気の毒というものよ。我らが呼ばれる前に、博通様が積年の想いを遂げられたのだから」

　応じた三人目の声にも、光彬は覚えがあった。葦原の小路で、博通と共に蛍をかどわかそうとしていた取り巻きたちだ。やはり博通は、陽炎を邸内に運び込んだ後、光彬が予想した通りの蛮ばん行こうに及んだらしい。そして取り巻きたちを呼び寄せ、更なる辱はずかしめを加えさせているのだ。

　博通の声はさっぱり聞こえてこないが、あの部屋の中には居るはずだ。憤いきどおりに煮えくりかえりそうになる心を宥なだめ、形見の刀の柄に触れれば、間違いない、と同意が返ってきた気がした。

「…っ、あ、陽炎様…」

　室内で何が行われているか、否いや応おう無なしに悟ったのだろう。口元を覆い、今にもへたり込んでしまいそうな蛍を、光彬は近くの松の木の陰に隠した。

「そなたはここまでで良い。後は俺…」

「と、この俺に任せて、大人しくしていろ」

　貞淑な妻らしくもなく、純皓が光彬の言葉尻を奪い、ちろりと意味深長な流し目をくれた。純皓もここに隠れさせ、光彬一人で討ち入ろうとしたのは見通されていたようだ。

「…妻は、六りく道どうの果てまで夫に従うものでございますよ」

　なるべく危険に巻き込みたくはなかったのだが、妻の口調でそう囁かれてしまえば、光彬もそれ以上拒めない。持参してきた小こ太だ刀ちを油断無く構える純皓と共に、光彬は濡れ縁から邸内に駆け上がり、そのままの勢いで襖も蹴け破やぶった。

「……なっ、貴様はっ!?」

　贅ぜいを尽くした十畳ほどの室内で、陽炎に跨またがり、激しく腰を打ち付けていた男がぎょっとした顔で振り向いた。薄ら笑いを浮かべ、半裸のまま凌りょう辱じょくを眺めていた二人も、ぽかんとこちらを見上げる。

　一方で陽炎は、弱々しい視線を寄越したのみだ。指一本動かす気力も残っていないらしい。あの生命力に満ちていた陽炎が、連れ込まれてから三刻以上、どれほど惨むごい目に遭わされたのか。

「……下げ郎ろうが」

「わ、わわぁっ！」

　光彬の低い呟きに、我に返った男が陽炎から離れた。粗末な一いち物もつをぶら下げたまま無様に這いずって逃げようとするが、次の間に続く襖に辿り着く前に、鞘からほとばしった光彬の一いっ閃せんが男の脾腹を捉えている。

「ぐああ…っ…」

　倒れた男の下の畳が、みるまに鮮血で染まっていった。

　おびただしい量の血に恐れをなしたか、遅ればせながら己の刀を拾い、反撃に転じようとしていた残る二人は、泡を喰って入側の方へ退却を試こころみる。だが、無駄な足あ搔がきというものだった。一人の胴を光彬が形見の刀身で薙なぎ払う間に、もう一人の前方に純皓が素早く回り込み、刀を握る腕を深々と小太刀で切り裂く。

　瞬またたく間に取り巻きたちの動きを奪うと、光彬は散乱していた衣の中から小袖を拾い上げ、辱めの痕も露わな陽炎の身体にかけてやった。光彬の抜き身の刃を目にした陽炎が、はっと目を見開き、何か言いかける。

　言いたいことがあるなら聞いてやりたいが、その前に片付けなければならない男が居る。陽炎の保護は純皓に任せ、光彬は向き直った。斬られていく取り巻きたちを助けるでもなく、ただ呆然と部屋の隅に立ち尽くしている男に。全ての元凶、高田博通に。

「――高田博通」

　光彬が呼びかけると、博通はびくっと肩を震わせた。だらしなく着崩した小袖から覗く右腕には、真新しい包帯が巻かれ、僅かに血が滲んでいる。光彬がつけた傷に違いない。

「もはや、貴様が恵渡市中を騒がせた辻斬りであることは明々白々。更に無抵抗の者をさらい、辱めるなど言語道断。ことが露見すれば、いかに高田家子息とて死罪は免まぬがれまい。…最後の情けだ。潔いさぎよく、この場で腹を切れ！」

　純皓が、陽炎が、激痛に呻うめく取り巻きたちまでもが、見えない力で思い切り上から押さえつけられたかのようにひれ伏した。

　だがたった一人、博通だけは拳こぶしを握り締め、ぶんぶんと首を振り、見えない力を――将軍の血筋だけが持つ支配者の威圧感を跳ね除ける。

「光之介…、貴様、高田家の子であるこの俺に、腹を切れなどと偉そうに命ずる資格があると思っているのか？　御家人の子のくせに…、御家人の子のくせに……！」

「犯した罪の前に、出自など関係あるまい。貴様は己おのが欲望を満たすため、数多の人々を傷付けた。命を奪った。その償いは、たとえ将軍だろうとせねばならぬ」

「ふ、ふ、ふ、ふざけるな、ふざけるなぁぁっ！　御家人の子ふぜいが、上様を侮辱するとは何事だ！」

　博通は血走った目をぎょろつかせ、天井から垂れた太い紫色の綱つなを思い切り引いた。

　がらんがらんがらん、と鈴の音が邸じゅうに鳴り響くと同時に、あちこちの襖が開け放たれ、刀を手にした侍たちが躍り出てくる。白はく刃じんを構える彼らは、ざっと見渡しただけでも二十人近くは居ようか。数が多すぎる。高田家抱えの者ばかりではなく、臨時に雇った腕の良い浪人も交じっているに違いない。

「博通、何事だ！」

　更に、邸の奥から、用人たちを従えた身なりの良い壮年の男が駆け付けた。

　博通の実父にして高田家当主、高田監物だ。お役目についていなくとも、重要な儀式の際は登城し、将軍に拝はい謁えつするのが旗本の権利であり義務であるから、光彬も監物の顔は見知っている。

「父上っ！　この者です。この者が、御家人の子の分際で私に何かと突っかかってくる愚か者です。それだけでは飽き足りず、こたびは私が辻斬りなどと申し立て、かような暴挙を…！」

「む……」

　血塗れの取り巻きたちを見下ろした監物が、太い眉を顰める。

　素裸に小袖をかけられただけの陽炎も目に入ったはずだが、何も言及しなかったのは、見ないふりをしたのか、息子が邸内に遊女を引き入れるのが日常茶飯事だからなのか。光彬が思うに両方だろう。愚かな子でも、我が子であれば可愛くてたまらないらしい。

「皆の者、かかれっ！　この者を討ち取れい！」

　父親という絶対的な庇護者を得、勝利を確信した博通が得意満面で号令をかける。監物は腕を組み、静観の構えだ。

　応おうっ――！

　号令に応じ、いっせいに襲いかかってくる侍たちの鬨ときの声が邸を揺さぶらんばかりにとどろく。並の人間なら失禁しかねないほどの殺気がたちこめる。

　陽炎が身み動じろぎ、純皓が小太刀を構えた。全く慌てる素振りも無いのが頼もしい。さすがは光彬の妻だ。

「……控えよ！」

　先陣を切った侍の刃が間合いに入りかけたその瞬間、光彬は鋭く言い放った。

　大だい音おん声じょうではない。喉を絞って叫んだのでもない。

　けれどそれは、人の心を揺さぶり、摑んで放さぬ支配者の声だった。力ある声だった。殺気走っていた侍たちがぎくりと顔を強張らせ、立ち止まってしまうほどに。

「何をしている、お前たち…早くこいつを！　光之介を殺せぇっ！」

　博通がいくらわめいても、侍たちは従おうとしない。彼らの眼差しは博通でも雇い主である監物でもなく、光彬だけに注がれている。光彬がゆっくりと歩き出せば、邪魔立てするどころか、進んで道を空ける始末だ。

　光彬がじりじりと近寄るにつれ、不審をありありと滲ませていた監物の顔に驚愕が広がっていく。己の息子が殺そうとしていた者の正体に、やっと気付いたのだろうか。だが遅すぎる。

「……高田監物」

「は、…っ…」

「余よの顔、見忘れたか!?」

「ひ…っ、あ、あああっ！　う、上様！　上様…っ…！」

　顔面蒼白となった監物は、入側から砂利の敷き詰められた庭に飛び降り、がばりと平伏した。事態を摑みかね、困惑する用よう人にんたちに、額を砂利に擦りつけたまま叫ぶ。

「お、お前たちも下がれっ！　頭ずが高い！　この方は…、この御方は、畏おそれ多くも、上様であらせられるぞ…！」

「なっ……」

「上様じゃと…？」

　恵渡城から滅多に出て来ない将軍がこんなところに現れるなど、俄にわかには信じられなかっただろう。戸惑いつつも、用人たちは素早く庭に下り、主に倣ならった。譜代の大身旗本として常に尊大に振る舞う主が無条件でひれ伏すのは、将軍その人しかありえぬとわかっていたからだ。

　やがて侍たちまでもが跪ひざまずき、博通はあまりのことに二の句が継げず、あたりは静まり返った。博通以外で平伏していないのは陽炎と純皓、そして松の木の陰で目を剝いている蛍くらいだ。
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「監物。面おもてを上げよ」

「…はっ、ははっ…」

　光彬が沈黙を破って命じると、監物はぎくしゃくと上体を起こした。

「そなたが次じ子し、博通は、何人もの武士を殺あやめたばかりか、とうとう町の者まで手にかけた。証拠は既に余が摑んでおる」

「な、何と…」

「目め付つけ、老ろう中じゅうにまで話が及べば、評定所より封ふう書しょ御お尋たずねが届くは必ひつ定じょう。よって今、腹を切るよう勧めていたところだ」

　封書御尋ねは、老中や大おお目め付つけ、三さん奉ぶ行ぎょうなどによって構成される評定所が発行する。評定所は、将軍を除けば、幕府における最高機関だ。

　封書御尋ねを受け取ってもなお知らぬ存ぜぬを通せば、博通はこの評定所に呼び出され、厳しい詮せん議ぎを受けた末に『一服』――すなわち毒薬を飲まされ、病死を装って殺されることになる。武士としてはこの上無い不名誉であり、なおかつ、御家も取り潰しの憂き目に遭う。

　だが、この場で博通が罪を認めて切腹すれば、ひとまず武士の面めん目もくは立つ。切腹は武士にしか許されぬ作法だからだ。父の監物も減げん封ぽうの上、隠居を強しいられるだろうが、家か督とくを長男に譲ることは許される。

　武士が第一に優先すべきは御家の存続。どんなに我が子が可愛くとも、そのために家を潰すのは許されない。高田監物の財力と権力をもってしても、将軍が証人であれば、今までのようにもみ消すのは不可能だ。

「…格別のお慈悲を賜り、恐きょう悦えつ至し極ごくに存じます…」

　逃げ道は無いと悟った監物が、がくりと項うな垂だれた。

　家のためを思うならば、可愛がっていた我が子に、この場で切腹を命じなければならない。どうしても拒むなら己が手で殺すか。つらい選択だ。だが、監物が甘やかした末に今の博通があるとも言えるのだから、責任の一端は取らねばならないだろう。

　博通一人が腹を切れば済むのなら、と、怯えきっていた用人や侍たちにも安堵の気配が広まる。どうやら博通は、実家でも相当家臣たちの恨みを買っていたようだ。

「…嘘だ…。上様が、このような場所においでになるはずがない…」

　ぼそりと口走ったのは、唯一納得出来ていないだろう博通だ。

「ひ…、博通！　控えよ！　ここにおわすは上様だ。八代将軍、七しち條じょう光彬公だ。わしが申すのだから間違いない！」

　慌てふためいた監物が叱りつけるが、博通は従わない。燃え上がる目は、光彬だけを見詰めている。

「光之介が…、御家人の子が、上様だと？　ありえない…、ありえないありえないありえない…」

「博通、いい加減にせよ！　…ええい、誰か、博通を止めい！」

　監物の命に、数人の侍が応じた。立ち尽くしたまま、素直に捕縛されるかと思いきや、博通は差料の柄に手をかける。

　白刃が舞った。

「ぐわあっ」

「ぎゃっ…」

　短い断末魔と共に、二人の侍が血ち飛沫しぶきをまき散らしながら倒れた。怯ひるんで足を止めたもう一人は、刀を持った腕ごと斬り落とされ、のたうち回る。

「ありえないぃぃぃ！　こんな奴が、光之介が上様であるものか！　…あってたまるものか！　俺は、絶対に認めない……！」

「博通！　誰か、誰か博通を止めよ…！」

　監物が再び命じても、従う者は居ない。皆、禍々しい殺気をほとばしらせ、返り血を浴びた博通の異様な空気に圧倒され、近付けないでいる。今の博通は生きた刀だ。触れれば身を八つ裂きにされてしまう。

　そんな皆の様子ににたりと笑った博通が、自慢の国光を大だい上じょう段だんに振り上げ、光彬目がけて突進してきた。

「光彬…！」

　飛び出そうとした純皓に、光彬はその場にとどまるよう眼差しで合図し、形見の刀を構えた。

　そちこちで短い悲鳴が上がる。妖気にも似た殺気を纏い、猛進する博通は、さながら人の理ことわりの通じぬ凶悪な手負いの獣だ。その口からとぎれとぎれに零れる叫びも獣の叫きょう喚かんじみて、まるで聞き取れない。将軍が脳天をかち割られ、倒れ伏す惨状を、誰もが想像せずにはいられなかっただろう。……純皓以外の、誰もが。

　――優しき男子であれ。

　ほのかに温もりを帯びた柄から、亡き祖父の…命の恩人の声が聞こえてくる。口癖であり、遺言でもあったその言葉の意味が、今の光彬には理解出来た。

　優しいとは、人の心の動きがたなごころに取るようにわかるということだ。

　心がわかれば、その人が何に傷付き、苦しんでいるのか察してやれる。手を差し伸べてもやれる。

『俺が何度挑んでも、軽く返り討ちにされた。瀬川先生も、門弟の皆も俺より光之介を認め、慕したっていた。瀬川先生の御ご息そく女じょ、皆の憧れの的まとだった小さ夜よ様も光之介に惚れていた。外見でも人望でも剣の腕でも敵わなくても、血筋だけは勝っていると信じていたのに…それだけが支えだったのに、上様だなんて…血筋でも俺を凌りょう駕がするなんて、許してたまるものか…！』

　凪ないだ水面のように静まった光彬の心に、血を吐くような博通の叫びが伝わってきた。本人すら自覚していないかもしれない、本能の叫びだ。

　……かわいそうに。

　凶きょう刃じんを振りかざす博通に、そうするしか苦しみを訴えるすべを持たぬ愚かな男に、光彬は憐れん憫びんを覚えた。

　容姿、剣の腕、血筋。そんな取るに足らぬもののために鬱うっ屈くつするなんて、憐れとしか言いようが無い。

　心の持ちようで、人はいくらでも幸せを感じられるのに。少なくとも博通には、愛情を注いでくれる両親も、雨露をしのぐ家も、健康な肉体も揃っていたのに。それでも我が身と他人を引き比べ、あれが無いこれが足りぬと嘆いてしまうのもまた、人間の業ごうなのか。

　……心がそれほど恨みそねみに染まってしまっては、つらかろう。苦しかろう。

「…今、楽にしてやる」

　言うと同時に、肉薄した博通の国光と光彬の刀身が嚙み合い、火花を散らした。

　ぎぃんと高い音に続いて、びし、と刀身にひびが入る鈍い音。博通はこぼれんばかりに目を見開く。亀裂が走ったのが、出どころも知れぬ光彬の刀ではなく、自慢の国光だったから。

「…な、…そんな、そんな…」

　そのままへし折られた国光の刀身が、ぽとりと床に落ちる。博通の手に残されたのは、柄と鍔つば、そして五寸ほどの刀身のみだ。

「そんな…、ありえない…っ、許さない認めない…！」

　それでもなお力を振り絞り、向かってくる博通の右肩に、光彬は稲妻の如き一閃を叩き込んだ。肉を抉えぐり、腱けんを断つ鈍い感触。致命傷ではない。だが、傷が癒えても、博通は二度と刀を握れないだろう。

「うぎゃ…っ、ああああっ…」

　もんどりをうって転がる博通の手から、折れた国光が落ちた。光彬は袂たもとから小さな呼よぶ子こを取り出し、息を吹き込む。祐正から預かっていた、捕り物用の呼子だ。

　ぴいいいいいい、と、鳶とんびの囀さえずりにも似た音色が響き渡るや、待ちかねていたように、町奉行所の捕り方がなだれ込んできた。先頭に立つのは勿論、南町奉行、小谷掃部頭祐正である。

　祐正は凍り付く一同を見渡すや、よく通る声で宣言した。

「南町奉行、小谷掃部頭祐正の出しゅつ役やくである！　高田監物、高田博通、及びその家中の者。皆々、神妙に縛につけい！」

「…ま、町奉行だと…っ!?」

　監物は屈辱のあまり、腰の大刀を抜きかける。

　だが、祐正の鋭い一瞥を受け、冷や水を浴びせられたかのようにくずおれた。今の己がどんな立場か、やっと思い至ったらしい。

　俗に『旗本に罪人無し』と言う。将軍に仕え、清廉潔白であるべき武士に罪を犯す者など居ないという建前から、罪が明らかであっても、最終的には『一服』による自殺を強いられ、公には病死とされるからだ。勿論、この場合も武士を裁くのは老中を筆頭とする評定所であり、町奉行は一切関与出来ない。

　だが、たった一つだけ例外が存在する。武士が忠義を尽くすべき主君に刃を向けた場合に限り、町奉行は武士を公然と捕縛し、罰することが許されている。

　幕臣たる旗本の主君は当然、将軍である。知らなかったこととは言え、高田監物は息子にそそのかされるがまま将軍その人に家来をけしかけ、息子の博通にいたっては自ら刀を振るって襲いかかったのだ。

　もはや、今の監物と博通は栄華に彩られた大身旗本とその子息ではない。武士として最も重い罪を犯した反逆者なのだ。祐正にどのような扱いを受けようと、不服を述べられる立場ではなかった。

「……恐れ入りまして、ございまする……」

　ひれ伏した監物の、僅かな間に一回りも縮んでしまったようにも見える背中の向こう側から、祐正は陣じん笠がさを上げ、目礼を寄越す。

　光彬が頷き、形見の刀を鞘に収めようとした時。

「…ま、待ってくれ…」

　かすれた声が、弱々しく追い縋すがってきた。







「頼む…、その刀を、よく、見せてくれないか…？」

　邸の中から姿を現したのは、陽炎だった。奉行所が踏み込んだどさくさに紛れ、邸内に駆け込んだらしい蛍が、小さな身体で懸命に主を支えている。

「祐正、良い。控えよ」

　陽炎がただの憐れな被害者ではないと、一目で看かん破ぱしたのだろう。大刀を抜こうとした祐正に、光彬はすっと手をかざして制止する。

「上様…」

「この者は大丈夫だ。後は俺と純之丞で済ませるゆえ、お前は監物たちを頼む」

「はっ」

　光彬が将軍だと知っても動揺すらしていない純皓が本当は何者なのか、囚われていたのは葦原の太夫であるはずではなかったのか。確かめたいことは山積みだっただろうが、祐正は何も問わず、同心たちの指揮に戻っていった。

　捕り方は邸内にも踏み込み、隅々を捜し回り、給きゅう人にんから飯炊きの女中に至るまで捕らえにかかったが、祐正が気を利かせ、博通の部屋だけは人払いをしてくれた。おかげで光彬は誰にも邪魔されず、陽炎と向かい合うことが出来たのである。

　閉ざされた室内に揃ったのは、光彬と純皓、そして陽炎と蛍の主従、四人だけだ。障子一枚を隔てた向こうでは、捕り方の怒号や奉公人たちの悲鳴が飛び交っている。

「早く…、早く、その刀を…」

　気弱な者なら震え上がってしまいそうな異様な空気にまるで動じた気配も無く、陽炎は光彬に懇願してくる。その両の目には、どうしてそこまでとたじろいでしまうほどの執念の炎が赤々と燃え盛っていた。

「太夫…、いや、陽炎であったか。見せるのは構わんが、そなた、身体は…」

「……あの程度、何ということは無い。俺は組織の者だからな、慣れている。お前の男から、その辺はもう聞いているだろう？」

「ああ。だが…」

　慣れているからといって、傷付かないわけではあるまい。ましてやあの博通と、限度というものを知らぬ取り巻きたちによってたかって嬲なぶられたのだ。ここはやはり、少し休ませてやるべきではないか。

「…本当に、変な御方だ」

　ためらう光彬に、陽炎は壊れやすいものを慈いつくしむような柔らかい笑みを浮かべた。純皓ばかりか、蛍までもが驚いているのは、付き合いの長い彼らでさえ、陽炎のこんな表情を垣間見たことが無いからなのか。

「だが、このことを確かめるまでは、休みたくても休めない。だから頼む。…どうか、貴方の刀…いや、貴方様の御刀を、拝見したい」

　そう言って陽炎は、ふらつきもせず端坐し、深々と頭を下げてみせた。礼儀に煩い隼人ですら文句のつけようが無いだろうほど美しく、作法に適かなった武士の所作だ。

「そこまで申すのならば…良いだろう」

　光彬は一旦鞘に収めた形見の刀を腰から引き抜き、鞘ごと陽炎に差し出した。恭うやうやしく受け取った陽炎が再び刀を抜き、刀身を目まの当たりにした瞬間、嬲られてもなお艶めかしさを失わぬその顔に、驚愕が広がってゆく。

「…こ…、れは…、こんな…、でも、この刃は紋もん、この地じ沸にえ…」

「…陽炎？」

「間違いない…、これは…、これこそが、鬼讐丸…十年前、我が父と共に、行方知れずになった…」

「何だと…!?」

　光彬と純皓は異口同音に叫び、顔を見合わせた。鬼讐丸と言えば、ただ一度手にしただけで取り憑き、負の感情を増幅させ、人々を凶行に走らせ、災厄を振りまくという最悪の妖刀ではないか。

　光彬の祖父の形見が、そんな物ぶっ騒そうな代物であるはずがない。光彬が少年の頃から、祖父はこの刀を差料としていたが、周囲の誰かが博通のような凶行に走ったことも無ければ、怪しい事件が起きたことも無かった。

　それに、何より――。

「紅華楼に揚がった折も、俺はその刀を差していた。お前たちも目にしていたはずではないか。長年捜していた大切な刀であるならば、何故あの折に申さなかった？」

「…あの時には、気が付かなかった。言い訳にもならないが、そうとしか言いようが無い。ごく平凡な、どこにでもある刀にしか見えなかった。だから、気にも留めなかった…」

　呆然と呟きつつも、食い入るように刃を見詰め続ける陽炎に、今度は純皓が問いを投げかける。

「鬼讐丸の妖気は、鞘に収まっていれば鎮しずまるものなのか？」

「いいや、そんな生なま易やさしいものじゃない。鞘に収まっていようと、法ほう力りきの高い高僧が札を貼ろうと、護ご摩まを焚たこうと無駄だ。鬼讐丸の妖気を抑えるには、長が命を削り、呪いを引き受けるしか方法が無かった。…そのはずなんだ。だから祖父も、三十にもならずに死んで…」

「…この刀は俺が祖父から形見として譲り受けたものだが、祖父は六十を過ぎるまで壮そう健けんそのものであったし、亡くなったのも呪いなどではなく、病ゆえだぞ」

「なっ……!?」

　ばっと身を起こした陽炎の双眸が、大きく見開かれた。蛍もまた、化け物でも見るかのように光彬を凝視している。

「ありえない…、ただの人間がどうやって鬼讐丸を手に入れた…？　しかも、平然と差料として、呪われもせず六十を超えるまで生きただと…？」

「か、陽炎様…」

　ぶつぶつと口走っていた陽炎は、蛍に袖を引かれ、我に返ったようだった。未だ喉から溢れ出そうになる疑問を呑み込み、光彬に尋ねる。

「…祖父君が何い時つ頃ごろ、どのようにその刀を手に入れられたか、覚えているか？」

「俺も幼年であったゆえ、詳しくは覚えておらんが……」

　あれは光彬が六歳になった頃だっただろうか。武者修行の旅から戻った祖父は、それまでの愛刀とは違う刀、すなわちこの形見の刀を腰に差していた。

『友から託されたのよ』

　どうしたのだと尋ねた光彬に、祖父は多くを語らず、ただそう言ったのみだった。

　祖父は死に、刀は形見として光彬の手に渡ったが、託したという友が現れたことはついぞ無い。

「ゆえに俺は、その友とやらも亡くなったのだろうと思うておったのだが…」

「…上様が六歳の頃と言えば十二年ほど前だ。お前の父親が鬼讐丸共々失踪したのも十二年前…計算は合うぞ、陽炎」

　沈ちん思ししていた純皓が告げると、陽炎は難しい顔で頷いた。

「失踪した父がどこぞで祖父君と出会い、鬼讐丸を託した…確かに、ありえないことではない。ないが…、仮にも武家が、薄汚い賊如きを友と呼ぶなど…」

「それもありうることだ。何せ、この上様の血の繫がった祖父君なのだからな」

「……ああ……」

　陽炎は光彬を見遣り、詰めていた息を納得したように吐いた。

「そうだな。遊女ふぜいの操みさおを本気で思い遣り、敵の手に落ちた賊を助けに来るような上様の祖父君なら…」

　誉められているのか呆れられているのかいまいちはっきりしない言い回しに、光彬は複雑な気分だったが、祖父と陽炎の父親が友ゆう誼ぎを結んでいたということには同意だった。

　祖父は旅先のあちこちで災難に遭遇した人々を助け、誰とでも友人になってしまうような人だったのだ。どんな経緯があったかまではわからないが、祖父はきっと十二年前の旅の最中、陽炎の父親と出会い、鬼讐丸を託されたのだろう。

「…ごくまれにだが、妖気や呪いの類を一切受け付けない…神仏の加か護ごを受けているとしか思えないような人間というのは存在する。上様の祖父君は、そういう血筋だったんだろう。きっと、それを見抜いたからこそ父は…先代の長は、鬼讐丸を祖父君に託したんだ」

「あの…、でも…」

　おずおずと、口を挟んだのは蛍だ。

「上様や、祖父君が、常に鬼讐丸を差してたわけじゃないですよね…？　その刀が本当に鬼讐丸なら、上様が肌身から離してしまったとたん、妖気が噴き出て、お城じゅうの人々が狂わされたはずなのに…」

「あ……」

　蛍以外の三人が、はた、と膝を打った。確かにそうだ。祖父とて眠る際は刀を外していたし、光彬に至っては手入れこそ欠かさぬものの、忍び歩きの折以外では腰に帯びることすら無いのである。光彬の傍を離れた鬼讐丸は、いくらでも恵渡城の人々を妖気で操り、災厄を巻き起こせるはずだったのだ。

「…やはり、この刀は鬼讐丸とやらではないのではないか？」

　申し出た光彬を、何を今更、とばかりに残る三人が見詰めてくる。だが、光彬にはどうしてもこの刀が鬼讐丸などという妖刀とは思えないのだ。何故なら――。

「この刀は、俺の命の恩人なのだ」

「お…、恩人…？」

「ああ。あれは、俺が十を過ぎた頃だったか…」

　どよめく一同に、光彬は懐かしい記憶を掘り起し、八年前の出来事を語り始めた。







　――八年前、十歳になったばかりの光彬は麻疹はしかを患わずらい、死にかけていた。

　陽ノ本において、麻疹は最も恐れられる死病の一つだ。有効な治療の手段が存在せず、本人の体力と気力が病に打ち勝つのをただ祈るしかない。一度罹かかれば二度と罹らないのが救いだが、体力の乏とぼしい老人や子どもが罹り患かんすれば、高い確率で死亡する。

　その年は麻疹が蔓まん延えんし、光彬の友人も含め、多くの人々が命を奪われた。幸い、母のおゆきと祖父は若き頃に経験していたため無事だったが、光彬は症状が出るやたちまち枕が上がらない有様となり、実父が密かに遣わした医者も匙さじを投げた。

　母が整えてくれた病間で、光彬は脳まで溶かされそうな高熱に魘うなされながら、ひたひたと近付いてくる足音を聞いていた。死に神の足音だと、誰に教えられるでもなく理解していた。もう、自分は助からない。あの足音が耳元で止まった時、光彬の命は迎えに来た死に神の爪で刈り取られてしまうのだ。

　だが、水みず垢ご離りを終えた祖父が病室に戻ってきた瞬間、充満していた死の匂いが微かに和やわらいだ。形見の刀の鯉こい口くちを切り、光彬の枕ちん頭とうに片膝をついた祖父は、白しろ裃がみしも…武士の死しに装しょう束ぞくに身を固めており、光彬は気付く。祖父は文字通り命を賭して、『死』を――孫を今にも連れ行こうとする死に神を討ち果たさんとしているのだと。

　それまで、光彬は祖父が真剣を抜いて仕合う様を見たことが無かった。ひとたび大刀を抜いた祖父の戦いぶりは『鬼おに榊さかき』の異名を取るほど勇猛果敢なのだと、兄やの虎太郎から聞いてはいたが、誰に対しても穏やかで、滅多に声を荒らげることすら無い祖父なのだ。鬼などとんでもない、仏の間違いだろうと微かな苛立ちを抱いてすらいた。

　けれど、すさまじい剣気を発し、虚空を鋭く睨み付ける祖父はまさしく鬼――否、鬼き神じんであった。死そのものである神にまっこうから刃向かおうとする者が、人でなどあるものか。

　ひた、た――。

　足音が、光彬の足元で止まった。今まさに鞘走らんとする刃のきらめきに、死さえも屈くっ服ぷくさせんと荒ぶる鬼神の闘とう気きに、恐れをなしたかのように。

　それから先を、光彬ははっきりとは覚えていない。

　単に、高熱で頭が朦もう朧ろうとしていたせいか。はたまた、死に神と鬼神の闘いを、人の目では捉えきれなかったせいか。どちらかもわからないが、確かなのは、祖父が抜き放った刃を鞘に収めた瞬間、全身にのしかかっていた重みがすっと消え去ったこと。そして、指一本動かせなかった身体が、驚くほど楽になったことだけだ。

『もう大丈夫じゃ。よう耐えた、ようしのいだな、光之介』

　鬼神から人に戻った祖父が、光彬の額を剣だこだらけの手で撫でてくれた。ほんの四し半はん刻ときも纏っていないはずの白裃が汗でぐっしょり濡れそぼっていたこと、腰の鞘に猛獣の引っ搔いた後のような爪痕が刻まれていたことを、光彬は生涯、忘れられないだろう。

　祖父とその愛刀が、命を懸けて救ってくれた。その証を。







「…その日を境に、俺は快方に向かい、三日後には歩き回れるまでになった。父が遣わしてくれた医師は、神しん君くんがお守り下されたのだろうと申したが…俺は、祖父とそやつに救われたのだと思うておる」

　短い昔語りを終え、光彬は今や己のものとなった祖父の愛刀を見遣った。母のおゆきは不気味がって近付こうともしなかったが、温もりなど無いはずの刀が、光彬には頼もしくも好ましくも思えたものだ。この刀を差した祖父は、まさに鬼に金棒。光彬の絶対的な庇護者だった。

「だから…、恩人と…？」

　博通に殴られたものか、僅かに血の滲んだ唇を、陽炎はわななかせた。痛ましさを覚えながら、光彬は頷く。

「そうだ。そもそも刀とは、戦場にて槍やりが折れ、弓矢も尽き果てた後、最後の最後に身を守ってくれるもの。だからこそ、武士の魂と呼ばれるのだ。そやつは祖父の形見であり、同時に祖父の魂そのもの。将軍家伝来の宝刀よりも、俺が恃たのみとする存在よ」

「恩人…、魂…、そうか……、だからなのか……？」

　はっと目を見開いたかと思えば、口の中で何やらぶつぶつと呟き始めた陽炎に、痺しびれを切らした純皓が詰きつ問もんする。

「陽炎、結局どうなんだ。わかったのか？　その刀が十年以上もの間、何も悪さをしなかった理由は」

「わかった…と言えば、わかったような、わからないような…」

「おい…はっきりしろよ」

「仕方がないだろう。俺だって、こんなことに遭遇するのは初めてなんだから」

　あくまで推測の域を出ないが、と前置きをし、陽炎は己の見解を述べる。

　鬼讐丸は、本もとを正せば兄に裏切られ、殺された弟の怨念がこめられた刀だ。長きに渡り呪いをまき散らし、人間の負の感情を浴び続けてきた鬼讐丸は、どういう経緯かは不明だが先代の長から光彬の祖父の手に渡り、祖父と光彬、二人がかりで大事にされ、光彬にいたっては心からの感謝と信頼などというものまで与えられてしまった。…おそらく、鬼讐丸がまだ人であった時、何よりも欲していただろうものを。

　祖父と光彬、二人の手によって鬼き気きを抜かれた鬼讐丸は、もはや世に災厄を招く妖刀ではない。主人に忍び寄る危機を打ち払い、悪を滅する、破は邪じゃの聖刀に変貌を遂げたのだから。

「……あの妖刀が、聖刀に……」

　感嘆を漏らす純皓の横で、蛍がへたり込み、ついには顔を覆って泣き始めた。女子の、それも幼子の涙が大の苦手の光彬はおろおろしてしまうが、陽炎が小さな肩をそっと叩いてやると、嗚お咽えつはすぐに止やむ。

「…か、陽炎様…、じゃあ、じゃあ、もう…、陽炎様は、呪いで、死ななくて、よくなったんですね…」

「…ああ。この上様の手にある限り、鬼讐丸が呪いを発動することは二度と無いだろう」

「良かったです…っ、本当に、…本当に、良かったぁ…っ…」

　愛らしい顔を涙でぐしゃぐしゃにしながら笑う少女に、光彬もようやく思い至った。

　陽炎はきっと、物心ついた頃から、父や祖父が鬼讐丸の呪いに苦しめられ、なすすべも無く死んでゆく様を見せ付けられ、いずれは己もこうなるものと覚悟を固めざるを得なかったのだろう。浮き世は憂き世などとうそぶき、己の身が傷付くのも穢れるのも厭いとわなかったのは、どうせ早々に終わる命だからと諦てい観かんしていたせいに違いない。

　けれど、陽炎を縛っていた『紅鞘』の長の定めは砕け散った。もう、陽炎はどこへ行くのも何をするのも自由なのだ。何なら、『紅鞘』を解散し、別の生き方を選び取ることも出来る。

「…陽炎、良かったな。そやつの主人として、俺も嬉しく思うぞ」

「え、…あっ」

　光彬が語りかけると、呆然としていた陽炎が、手にしていた刀を取り落としかけた。

　いきなり己は自由なのだと言われても、ついてゆけないらしい。気持ちはよくわかる。市し井せいに骨を埋うずめるつもりだった光彬が恵渡城に連れて行かれ、次代将軍になるのだと告げられた時もそうだったから。

「これからどうするつもりかは知らんが、もし組織を解体し、どこへなりと移り住みたいと申すなら、俺から祐正に言っておいてやろう。あやつはそなたたちの旧きゅう悪あくをいたずらに掘り起こすような男ではないゆえ、良いように計らってくれるだろう」

　闇の組織である『紅鞘』からは、祐正が調べ上げれば数え切れぬほどの罪状が出て来るだろう。だが、陽炎のおかげで博通が捕縛され、これから博通の手にかけられたかもしれない数多の命も救われたのだ。祐正も目をつぶってくれるに違いない。

「どこへなりと……」

「ああ。そなたは自由なのだ。もう何物にも捕らわれず、己の身の振り方を決めて良いのだぞ」

　かつての己が重なり、幼子に話して聞かせるように何度も言ってやれば、迷いだらけだった陽炎の顔がやっといつもの落ち着きを取り戻した。へたり込んだままの蛍と目を見交わし、頷き合うや、二人して光彬の足元に跪く。

「上様。畏れ多くも貴方様は、私を…いえ、我が一族をお救い下された恩人であらせられます。願わくば、これより先は上様を我らが主君と仰ぎたく」

「…幕府にて召し抱えよと？」

「いいえ。我らが主君と認めしは幕府に非あらず、上様、貴方様のみ。お許し頂けるなら、おん自ら世の悪を正そうとなさる上様に、陰ながら力添えをさせて頂きとうございます」

　御庭番や公こう儀ぎ隠おん密みつのように役人として幕府に抱えられるのではなく、あくまで光彬個人に仕え、光彬が城下を微行する際の助けとなりたい、ということらしい。

　恵渡に深く根を張る『紅鞘』が全面的に援護に回ってくれれば、微行はますますやりやすくなるだろう。町奉行所ではなかなか把握出来ない恵渡の闇にもある程度踏み込めるだろうし、今回の一件のように被害が出てからではなく、民を苦しめる事件を未然に防ぐことも出来るかもしれない。光彬にとっては良いことずくめだが――。

「しかし、それではそなたたちには何の得も無いであろう。言うておくが、俺よりも蔵くら前まえの札ふだ差さしどもの方がよほど羽振りが良いぞ」

　勿論、将軍には毎年多額のお手て許もと金きんが支給されているが、それらは門脇や隼人たちによって管理されている。微行の費用だけならまだしも、闇の組織を個人的に抱えたいから、などと訴えたところで、絶対に金きん子すを出してはくれまい。

「…ふ、ふふふ…」

　光彬の懸念に、陽炎は小さく笑い声をこぼした。

「お心遣い、ありがとう存じます。ですが、我らも己の食い扶ぶ持ちくらいは稼かせぎ出せますので、ご懸念は無用でございます」

「…では、何も見返りを求めず、俺に仕えようと申すのか？」

　世に安あん寧ねいが満ちた今、主君と配下を繫ぐのは、忠誠心よりも扶持の方が大きな割合を占めていると言って良い。最低限の生活を保障された無む役やくの旗本や御家人が、それでも役を求めるのは、役に就つけば役やく料りょうが支給され、生活が楽になるからだ。そこから鑑かんがみれば、陽炎の申し出は狂気の沙汰である。

「失礼を承知で申し上げますが、私は上様の真似をしただけです」

「…俺の？」

「はい。上様もまた、何の見返りも求めず、私をお助け下さったではありませんか。我ら一族を、鬼讐丸の呪いのくびきから救い放って下さった。その恩義に、ただ報むくいとうございます。どうか…お許しを」

　陽炎は頭こうべを垂れたまま、形見の刀を高々と掲かかげた。鞘にきちんと収まった刀が、何故か主人の機嫌を損そこねはしないかと怯える大きな獣に見え、光彬は苦笑する。祖父の形見ゆえに大切にされていた己が実は世に比類無き妖刀であったと知られてしまい、主人に嫌われるのではないかと怯えてでもいるかのようだ。してみると愛刀は、陽炎の語った通り、かつての妖刀・鬼讐丸に間違いないのだろう。

　……愚かな奴め。お前が何者であろうと、俺の恩人であることに、変わりなど無いものを。

「許す。……これからも、よろしく頼むぞ」

　微笑みと共に告げた言葉は、歓喜に打ち震える陽炎たちと愛刀、双方に向けたものだった。







　祐すけ正ただによって高たか田だ邸の小者に至るまでことごとくが召し捕られると、光みつ彬あきは陽かげ炎ろうたちに別れを告げ、純すみ皓ひろと共に恵え渡ど城に帰還を果たした。

　虎こ太た郎ろうには、祐正から顚てん末まつを伝えてもらうことになっている。さんざん骨を折らせてしまったのだから、光彬自身で報告したいのは山々だが、許してもらえなかったのだ。…最愛の妻に。

『……光彬、今宵……わかってるだろうな？』

　それぞれ大奥、中なか奥おくへ別れる間際、純皓は光彬の耳元で囁いていった。純皓を置いて再び町に下りるのは簡単だが、もしそんなことをすればどうなるか、あの太夫姿を彷ほう彿ふつとさせる凄せい艶えんな笑みが雄弁に物語っていた。振り返りもせず大奥へ戻る妻の後ろ姿に、怒り狂い、鎌首をもたげる大たい蛇じゃが重なって見えたのは、あながち幻影ではなかったのかもしれない。

　そう――純皓は怒っているのだ。あの貞淑で出しゃばることを知らず、たいていの無礼は笑って許してしまう妻が、かつてないほどに。しかも怒らせたのは他ならぬ光彬なのである。

　……やはり、陽炎の申し出を請けたことが気に障さわったのだろうか……。

　純皓が属しているという組織と、陽炎の『紅べに鞘ざや』は敵対こそしていないようだが、都人と恵渡の民は元々仲が悪い。都人は恵渡をしょせんは東あずま夷えびすの地と蔑さげすみ、恵渡の民には将軍のお膝元で暮らす自分たちこそが陽ひノの本もとを動かしているのだという自負があるからだ。闇の組織同士ともなれば、その風潮はますます強いだろう。

　光彬に跪ひざまずいた陽炎を純皓は止めなかったし、あの場ではほとんど口を閉ざしていたから賛成してくれているものとばかり思っていたが、落ち着いてよくよく振り返れば、純皓にとっては癪しゃくに障さわることばかりだったのかもしれない。苛立ちが最高潮に達してしまったからこそ、あの場では沈黙を守っていたのかも……。

　――その夜。

「すまなかった、純皓。この通りだ」

　悶もん々もんと考えた末、光彬は妻の待つ大奥に渡るや、御お小こ座ざ敷しきに敷かれた白しら絹ぎぬの褥しとねを挟んだ向こう側に端たん坐ざする妻に頭を下げた。

　将軍たる身が、妻を相手にとはいえ頭を下げるなどとんでもないと、隼はや人とが目撃したら卒倒するだろう。だが光彬は、忸じく怩じなど欠片も抱いてはいなかった。悪いと思えば潔く謝るのは、誰であろうと当たり前のことだ。

「…………」

　単衣ひとえ姿の純皓は、きちんと膝を揃えて座ったまま、身じろぐ気配も無い。いつもの妻なら、夫が頭を下げたりすれば慌てて止めに入るところなのに。

　それほど怒りは深いのか。そこまで、温和で心優しい妻を怒らせてしまったのか。

「……何に対する詫びだ？」

　光彬の心しん胆たんが冷え切りかけた頃、ようやく純皓は口を開いた。だが、まだ許してくれたと安心は出来ない。純皓の麗しいかんばせは凍り付いたままだし、淑しとやかな御み台だい所どころの口調ではなく、荒々しい男のそれを用いていることが、純皓の怒りを証明している。

「それは……、無論、陽炎たちを配下に加えたことを」

「違う」

　光彬が言い切らぬうちに断言し、純皓は膝立ちになって褥を乗り越えた。そのまま膝を進め、真正面から光彬と向かい合う。

「……純皓？」

　ひた、と見詰めてくる眼差しに、光彬は戸惑わずにはいられなかった。陽炎たちの一件で怒らせてしまったのだとばかり思っていたのに、これは……この眼差しは、一体どういうことなのだろう。光彬に対しての怒りというよりは、むしろ、己自身に苛立っているかのような……。

「伊い勢せ屋やの小町娘」

「は……？」

「伊勢屋の向かいの、駒こま屋やのお千せん」

　そこでやっと、光彬は思い出した。調子に乗った元げん助すけが、純皓扮ふんする純すみ之の丞じょうに求められるがまま、光彬にまつわる女おな子ご絡みの出来事を話して聞かせていたことを。元助をそそのかす純皓の笑顔が妙に怖くて震え上がったものだが、高田邸の襲撃や愛刀の正体などの衝撃的な事件が続き、すっかり忘れ去っていた。

　まさか、純皓の怒りの原因は陽炎たちの一件ではなく、あれだというのか。あんな、まだ光彬が純皓を迎える前の、恋の鞘さや当あてとも呼べぬ些細な出来事に、怒りの炎を燃やし続けていたと…？

「……なあ、光彬。俺は、よく辛しん抱ぼうしたと思わないか？」

　困惑する一方の光彬の顎あごを、純皓のしなやかな指が掬すくい上げた。あだめいた黒子ほくろに飾られた紅い唇が近付いてくる。

　口付けられるのかと期待したが、いつも光彬に愛撫を施してくれるそれは、笑みの形に歪んだだけだった。太た夫ゆうのいでたちで現れた時よりもいっそう艶あでやかで、蠱こ惑わく的てきな…それでいて剣けん呑のんな。もしもここに門かど脇わきか隼人が居合わせたなら、迷わず光彬を抱え上げ、純皓の前から逃げ出していただろう。

「俺だけのものであるべき男が他の女に色目を使われていても堪え、他の男を惹きつけまくっても耐えたんだぞ？」

「…純皓っ…」

「なのに、なあ……俺だけの男は、冴え渡る剣で馬鹿息子を華麗に叩き伏せ、皆の視線を釘付けにして……あまつさえ、陽炎どもまで配下に加えやがった。あの時、高田家の侍さむらいどもがどんな目をしていたか、わかるか？」

「…っ、…」

　顎あごの輪りん郭かくを確かめるようになぞっていた指が、ぎり、と硬い爪ごと食い込んでくる。痛みよりも、衝撃の方が強かった。戯たわむれにせよ、純皓が光彬の身を傷付けるような真似は、今までしたことが無かったから。

「お前が命じれば地の果てでも駆けて行き、お前の足なら喜んで舐める。そういう目をしていたんだ。気付かなかったのか？」

「…その、ような」

「ああ、気付かなかったんだろうな。……お前という無二の存在に焦こがれ、のたうつ有う象ぞう無む象ぞうの心など、わかるはずがない」

　反論の間かん隙げきすら与えず、純皓は言葉を紡つむいでゆく。淡々とした口調は、光彬を責めているというより、高田家の侍たちに同情しているように聞こえる。まるで、己もまた、彼らの一人ででもあるかのように。

　ふと、光彬は思い出す。紅こう華か楼ろうに揚がった夜、門脇も似たようなことを言っていた。天に翼を与えられ、大空を羽ばたく者と、地べたを這いずる者の差など、光彬にはわかるまいと。

　門脇の予想は的中していた。博ひろ通みちが長い間抱き続けていた強い嫉妬の念に、光彬はあんなことになるまで気付けなかった。

　だが、博通と純皓は全く違う存在だ。

　共に在あった時間は博通の方が長いかもしれないが、純皓とは輿こし入いれ以来、濃密すぎる時を過ごしている。純皓は光彬の気性や好みに至るまで知ち悉しつし、尽くしてくれるし、光彬もまた、純皓という男に馴染めたのではないかと思っている。

　純皓が博通や、ましてや高田家の侍たちと己を一緒くたにする必要など、どこにも無いではないか。純皓は決して有象無象などではない。光彬の愛しい、たった一人の妻なのだから。

「……馬鹿息子も、その親父も、侍どもも…皆、あの場で八つ裂きにしてやりたかった。俺以外、お前を見詰め、想う人間なんて、消えて無くなればいいと、そればかり……」

「純皓…、お前、そのようなことを…」

「ああそうだ、光彬。どんなにみてくれを綺麗に取り繕つくろおうと、俺はしょせん、そういう男なんだ。俺以外の人間がお前に関わるのも、想いを寄せるのも許せない。お前はその支配者の血と純粋な心で誰をも魅了するのに、俺は……、どこもかしこも、穢けがれて……」

「純皓……！」

　苦しげな吐と露ろを聞いていられなくなり、光彬は己よりも大きな妻の身体を抱き寄せた。

　……俺はなんて、愚かな男なのだ……！

　叶うなら、己の頭を思い切り殴りつけてやりたい気分だった。とんでもない思い違いをしていたのだ。

　純皓は怒っていたのではない。……苦しんでいたのだ。恵渡城の外に出た夫が、妻以外の者に目を移しはしまいかと…都の公く家げの血を引きながら、生きるため、闇の組織に属さざるを得なかったがゆえに。己は将軍たる光彬に相応ふさわしくない、穢れていると思い込んでいる。

　だからこそ紅華楼にまで現れ、元げん助すけの語る話まで熱心に聞いていたのだろうに…光彬は辻つじ斬ぎりにばかり気を取られ、純皓の心を思い遣ってやれなかった。夫失格だ。

「…お前は穢れてなどおらぬ、純皓」

　万ばん感かんの思いをこめ、光彬は妻の耳元で囁いた。応えの代わりに、ぴくり、と耳じ朶だが震えるのが童わらわのようでなんとも可愛らしい。

「お前はいつも、輝くばかりに美しい。その姿も、その心も…。お前ほど美しい者を、俺は他に知らん」

「…嘘、だ」

「何故、そう決め付ける？　俺は、心にも無い美辞麗句を並べ立てられるほど、器用な男ではないぞ」

　腕の中で、純皓がいやいやをするように首を振った。

「…お前は、優しいから…」

「だから、俺がお前を傷付けぬよう、嘘を吐いていると？」

　こくん、と純皓の頭が上下し、光彬はまた笑ってしまった。しっかり者の年上の妻が、すっかり幼おさな子ごに返っているのがおかしくて、可愛くてたまらなかった。いつもは光彬が慰められることの方が多いだけに、不謹慎ながら嬉しくなってくる。
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「弱った。誓って、俺は嘘など吐いておらんのだが…どうすれば信じてくれる？」

　そう言いつつも浮かれているのが、純皓にも伝わったのだろう。純皓は光彬の単衣の襟えり元もとをぎゅっと摑み、長い睫まつげに縁取られた目で恨めしげに見上げてくる。そんな表情もまた新鮮で愛らしいと、光彬が頰を緩めてしまうのが、わからないのだろうか。

「…俺だけを見詰めて、俺だけを想っていてくれれば、信じる」

「純皓…、それは、無理だ」

　動揺と衝撃に見開かれた目元に、光彬は触れるだけの口付けを落とした。わなわなと震える背中を、ゆっくり撫でてやりながら続ける。

「俺は既に、お前だけしか見詰めておらんし、常にお前だけを想うておるのだからな」

「…っ、な、…っ」

　ばっと赤面した純皓が、光彬の胸元に素早く顔を埋うずめた。

　しばしの間、これだから生まれつきの誑たらしは、だの、油断してたらえらい目に遭った、だの、狼狽しきった独り言が漏れ聞こえたが、光彬には理解不能だ。唯一わかるのは、普段の余裕を失くした純皓は、大輪の花の艶やかさの代わりに、咲き初そめの蕾つぼみの可憐さを漂わせていることくらいである。

「…そんなことを言っても…、お前はこれからも俺以外の男と接するし、城外にも出て、俺以外の男に気さくに話しかけるだろう？」

　ようやっと上げられた顔は、表情こそいつもの冷静さを取り戻してはいたが、白い肌は僅かに赤らんだままだった。

「困っている奴が居れば、誰であろうと助けるだろう？　笑いかけてやるだろう？　そうしたら…、誰でもお前に惚れるに決まっているじゃないか…」

「純皓…、お前は…」

　今度こそ我慢しきれず、光彬は小さく噴き出した。眦まなじりを吊り上げ、何やら抗議しようとしたらしい妻の唇に、己のそれを素早く重ねる。

「愛うい奴だな」

「ッ……！」

　すぐに離れ、心に浮かんだままを囁いてやれば、純皓はくしゃくしゃに顔を歪めた。

　今にも泣き出しそうなのに、頰は真っ赤に染まっている。純皓の美貌に惚れ込んだ者なら、少々幻滅するかもしれない。でも、光彬はこちらの方が好きだ。誰よりも美しく聡明な妻がこんな顔を見せるのは光彬だけ。純皓にとって特別なのは光彬だけだと、教えてくれるから。

　光彬はすっかり無防備になってしまった純皓に重みをかけ、背後の褥に押し倒した。抗あらがわずに倒され、きょとんと見上げてくる妻は、妖艶でありながら童女のような純真さを併あわせ持ち、さほど強くないはずの光彬の欲望を煽あおり立てる。

「……俺は確かに、今後もお前以外の者と関わるだろうし、困っている者が居れば手を差し伸べずにはいられないだろう。こればかりは、お前のたっての頼みであろうとやめられん。生まれつきの性分ゆえな」

　言いながら純皓の腰紐を解とき、単衣をはだけた。

　妻のたしなみとして下した帯おびの類をつけていないから、それだけで全てが晒さらされてしまう。甘ったれた公家の子息は決して持ちえない、均整の取れた見事な裸身も、仄ほのかな灯りの中でさえ白い肌も、麗しいかんばせからは想像もつかぬほど雄々しい太ふと摩ま羅らが熱を帯びている様までもが。胸の紅い粒が初夜よりも確実に紅く、大きく実っているのは、光彬の手柄だ。

「…ぁ、っ…」

　吸い寄せられるように顔を埋め、胸の粒に軽く歯を立ててやれば、ほんのりと色付いた喘あえぎが零こぼれる。もう一方を指先で弄いじり、くにくにとした弾力を愉たのしむうちに、欲望ばかりではない愛しさが胸の奥から溢れ出る。この胸をかっ捌さばいて見せてやれれば、光彬が妻しか眼中に無いと、純皓に信じさせてやれるのに。

「…だが、俺が欲しいと思うのも、こうして抱きたいと思うのも、純皓。お前だけだ」

「…あ、あっ…」

「言の葉など信じられぬと申すなら、感じれば良い。…お前だけが、この俺の…七しち條じょう光彬が唯一の妻なのだと」

　光彬は胸の粒を弄もてあそんでいた手を脇腹へと滑らせ、なめらかな手触りを愉しむと、早くも切っ先から雫しずくを垂らし始めている肉茎をそっと包み込んだ。びくん、と生き娘むすめのように震えつつも、みるまに血の管を浮かび上がらせ、漲みなぎるそこが愛おしくてならない。

「純皓…、愛い奴だ、純皓…」

「…く、…あっ、…あぁっ…」

　強弱をつけ、扱く光彬の手付きは、お世辞にも上手とは言えまい。当の光彬自身が純皓の美味そうに実った胸に心を奪われがちなせいもあるが、普段の光彬は、妻に甲斐甲斐しく尽くされる側なのだ。己から打って出ることは滅多に無い…否、これが初めてかもしれない。

　妻があまりに美しく、あまりに床とこ上じょう手ずだったせいで及び腰になっていたが、籠ろう城じょうを決め込むばかりでなく、自みずから攻勢に出るのもまた格別の善よさがあるものだ。愛撫の熱に侵おかされていては純皓の下で悶もだえるのが精いっぱいだが、己が主導権を握っていれば、乱れる妻の艶あで姿すがたをおもうさま堪能出来るのだから。

「…ぁ…、あ、光彬…、…お、お前、も…」

　されるがまま、恵渡の民は持ちえぬ白い身体をうねらせていた純皓が、光彬の単衣の胸元を摑んだ。そこで初めて光彬は己が衣も脱がず行為に没頭していたことに気付き、純皓に跨またがって上体を起こす。

「…光彬…っ…」

　腰紐を解いたとたん、純皓がぐっと起き上がった。両頰に手を添えられ、仰向かされたとたん、情欲を湛たたえた漆黒の瞳に呑み込まれ、陶然となってしまった光彬の唇に、貞淑な妻はかぶりついてくる。

「んっ…、う…」

　とっさに唇をうっすらと開き、妻の舌を従順に受け容いれてしまうのは、もう習慣のようなものだ。やすやすと入ってきた舌に自らのそれを絡めていくのも、両の腕を妻の首筋に回してしまうのも。全て、純皓に教え込まれた。

　頰に添えられていた手が動き、羽織っているだけになっていた単衣を脱ぎ落とさせる。更に、残された最後の一枚――緩めに締めていた下帯さえも瞬く間に取り去ってしまう。上からのしかかるようにして、夫の口内を貪むさぼったまま。

　いつもながら見事な手際に感じ入る余裕も無く、互いの股間で猛たけるものをぴたりと添わされた。大きな手が二本の肉の刀身を束たばね、ぎゅちぎゅちと扱しごき立てる。

　歴戦の猛も者さとは言い難い、つるりとした己のものが、ぼこぼこと血の管の浮いた純皓の太摩羅に重ね合わされ、握り込まれるたび、えもいわれぬ快感が腰を突き抜けていく。

「ふ…、…ん、んぅ…」

　いつしか光彬は純皓に促されるがまま腰を上げ、跨っているせいで開いた尻たぶの狭間に純皓の指を受け容れていた。光彬の重みを一身に引き受けても、純皓はびくともせず、飽かずに口内を蹂じゅう躙りんし続けている。

　純皓と溶け合ってしまったかのような唇の端から、呑み込みきれなかった唾液が溢れ、光彬のおとがいを伝い落ちていく。純皓は時折、それを掬すくい取っては尻のあわいにまぶし、まだ硬い入り口を柔らかく解すのだ。

「…ぅ、…っ、…」

　濡らされた尻の中が歓喜にさざめき、くちゅくちゅと耳を塞いでしまいたくなるほどいやらしい音をたてる。それだけでも恥ずかしいのに、光彬の具合の何もかもを心得た指先にあの膨ふくらんだしこりを抉られると、ひとりでに腰が揺れ、銜え込んだ純皓の指を物欲しげに締め付けてしまう体ていたらくだ。

　それでも、光彬が羞しゅう恥ちで溶けてしまわずに済んだのは、嬌きょう態たいを晒さらしているのが己ばかりではないとわかるからだろう。

　尻を拡ひろげ、搔き混ぜる指も、二本の刀身を扱く手も、常よりも性急だ。光彬のものを押し潰さんばかりに怒ど張ちょうした太摩羅は、擦こすれた部分が熱を孕はらむほど激しく純皓の手の内を出入りし、互いの股間を先走りでしとどに濡らしている。

　そう、光彬だけではないのだ。愛しい伴侶と一刻も早く番つがいたいと切望しているのは。

「……っあ、あ、…ぁっ…！」

　塞ふさがれ続けていた唇が解放されるのと、光彬のものが大量の飛ひ沫まつを放つのは、ほぼ同時だった。全身の熱も共に発散した光彬が脱力してしまったにもかかわらず、純皓のそこは未だふてぶてしいまでの逞たくましさを保っている。

「…光、彬…」

　自らの刀身に浴びた精を名残惜しそうに拭い取り、純皓は濡れた指先を光彬の尻のあわいに差し入れた。

　さんざん拡げられた中は容易く呑み込み、自らの精を塗りこめられ、あっという間に造り替えられる。妻を受け容れ、二人の愛情を確かめ、育はぐくむための場所に。

「…待て、純皓…」

　指を引き抜くや、即座に切っ先を入り口にあてがおうとした妻を、光彬は止めた。この期ごに及んで何故、ともどかしげに見下ろされ、耳元で囁いてやる。

「今宵は…、俺から、お前を…」

　良いか？　と、重ねて問うまでもなかった。たちまち光彬は純皓の膝の上で回転させられ、純皓に背を向ける体勢を取らされる。

　ごくん、と唾つばを呑み込む音に促され、純皓の胴どうを跨ぐ格好で膝をついた。触れたそばから火傷してしまいそうなほど熱く漲みなぎった太摩羅を、柔らかくほころんだ入り口にめり込ませ、ゆっくりと腰を落としていく。

「…く、…あ、…はぁっ…」

　すっかり馴染んだ熱が、じわじわと光彬を満たす。光彬が待ち望んでいたものを喰い締め、歓喜にわななきながら銜え込む様は、背後の妻には丸見えになっているだろう。

　羞恥が全く無いわけではなかったが、それよりも、教えてやりたい気持ちの方が強かった。純皓だけだと――光彬がこうして醜態を晒してまで欲するのは、陽ノ本にただ一人、愛する妻だけなのだと。

「……す、み…、ひろ」

　長い時間をかけ、ようやく全てを腹の中に収めると、背後から妻の腕が回されてきた。身に余るほどの太摩羅を銜くわえ込んだ光彬をいたわるようでもあり、この腹を己の精で満たすまでは決して放さないと拘束するようでもあるその手に、光彬は己のそれを重ねる。
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「…愛して、いる……、お前、だけを」

「……光彬っ……！」

　骨も軋きしまんばかりに抱きすくめてきた純皓が、激しい突き上げを開始する。

　……今宵は、眠れないのかもしれない。

　光彬の予感は、的中していた。







　光彬と純皓が恵渡城に帰還した、半月ほど後。

　南町奉行、小こ谷たに掃かも部んの頭かみにより、高田博通の罪状が公表された。恵渡の民は人々を恐怖に陥おとしいれた辻斬りの正体に衝撃を受け、激しく憤いきどおったが、身内とも言える譜ふ代だい旗はた本もとの子息を捕らえた小谷掃部頭の果断な決定には称賛を惜しまず、また、それを許した将軍にも感謝を捧げた。悪の全てが潰ついえたわけではないとしても、これからしばらくの間、人々は夜道を恐れず暮らせるのだ。

　武士、町人を合わせ、判明しているだけでも二十名以上の命を奪った高田博通は、切腹も『一服』も許されず、斬首刑に処された。光彬は斬首には立ち会わなかったが、祐正によれば、刑場に引き出された博通は憑つき物が落ちたように神妙な態度で、おとなしく刑に服したという。

　高田家は改かい易えきを命じられ、高田監けん物もつ及びその長男一家は武士の身分を失い、親類に預かりの身となった。彼らが表舞台に出られる機会は二度と無い。大身旗本の高田家は、ただ一人の暴挙によって滅びたのである。

　奪われた命は決して戻らないが、譜代の名門さえ場合によっては取り潰されるのだと旗本たちが震え上がり、振る舞いを改めたのは、死者やその遺族たちにとって唯一の慰めであろう。祐正の元には、体面を慮おもんぱかり、病死と偽らざるを得なかった犠牲者の家から、感謝の意が寄せられているそうだ。

　しばらくの間、恵渡の人々は折に触れて噂し合ったという。

『当代の公く方ぼう様は、なにぶんまだお若いゆえ、お偉い共どもの言いなりかと思っていたが…』

『どうしてなかなか。小谷様をお取り立てになったことといい、こたびのことといい、民を大切になさる優れた御方かもしれんぞ』

　そしてまた、恵渡城中においても、庶民は一生声を聞くことすら叶わぬ貴き顕けんが、密かに囁き合った。

『惜しいな……』

『さよう、まことに惜しい。あれほどの御方が男子の御台所様のみを寵愛され、一人の側室も取られぬとは…』

『鶴つる松まつぎみも先代様の直系であられるが、やはり、七條の血は光彬様が最も濃く受け継いでおられるようだ。ぜひ光彬様に御子を儲もうけて頂き、お血筋を繫いで欲しいものだが…』

『この上は、多少強引な手段を用いてでも、女子の側室をあてがわねばならぬやもしれぬな…』

　――勿論、彼らの囁きが光彬の耳に達することは無かったのだが。







「どうしたんですか、太夫。難しい顔しちゃって」

　脇きょう息そくにもたれかかり、簡潔にしたためられた文に目を通していると、茶を捧げ持ってきた咲さきが純皓の横にちょこんと腰を下ろした。

　最近、いつにも増して肌の色いろ艶つやが良く、雄の色香を備え始めたのは、とうとう抱かれる立場から抱く立場に逆転を果たしたからではないかと純皓は予想している。例の紅華楼での一件で浮気を咎とがめられ、蛇のように執念深く責められれば、門脇も拒み通せなかったのだろう。

　ある意味、純皓よりたちが悪いかもしれない咲に完全に捕らわれてしまうなんて、かわいそうな鬼おに瓦がわら。純皓には憐れむことしか出来ないけれど。

「ああ、それが…」

　言いさして、純皓は文を咲に渡した。口で説明するより早いし、この御お休きゅう息そくの間まには人払いがしてあるため、誰かに盗み聞きをされる恐れも無い。それがわかっているから、咲も純皓を太夫と呼ぶし、遠慮なく文を読みもする。

「……あの野郎。長年のくびきから解放されたとたん、やりたい放題ですね」

　読み終えた咲は、こめかみを僅かに強張らせていた。

　文の送り主は『紅鞘』の長、陽炎である。

　鬼き讐しゅう丸まるの宿命から解放され、ちゃっかり光彬という主君まで戴いただいてしまった陽炎に、純皓は恵渡城に帰還した後、文を送っておいた。光彬が将軍その人であると判明した以上、光彬を自分の男と主張する純皓の現在の身分まで知られてしまうのは明らかだ。将軍が寵愛するのは都から輿入れした御台所一人だけというのは、公然の事実だからである。

　光彬には己が組織に属していることを打ち明け、見事、同情と更なる愛情を勝ち取りはしたが、陽炎の口から真実が吹き込まれてはたまらない。さすがの光彬も、純皓が組織の一員どころか、一代で組織を築き上げた長だと知れば引いてしまうかもしれないと思ったからこそ、あのように言い繕ったのだ。

　だから陽炎には、光彬の飼い犬になることを黙認してやるのと引き換えに、くれぐれも余計な情報を伝えぬよう、文で釘を刺しておいた。陽炎とて、御台所にして光彬の唯一の男である純皓をいたずらに敵に回すほど愚かではない。今の純皓の身分に驚きはしたようだが、了解の意を寄越した。それがこの文だ。

　陽炎としては、今後、光彬の影の番犬として仕つかえられればそれで良い。光彬が純皓をただ一人の妻に望むなら、否やは無いという。おおむね予想通りの内容に、書き添えられていた近況――それこそが、純皓と咲を苛立たせるものだった。

　なんと陽炎は、天下に名高き南みなみ町まち奉ぶ行ぎょう、小谷掃部頭祐正に岡おか惚ぼれし、追いかけ回しているらしい。

　純皓と光彬が高田邸を離れてから、後を任された祐正は、陽炎と蛍の主従を役宅に連れ帰ったそうだ。二人に沸かしたばかりの風呂を使わせると、温かい食事を与え、博通たちに痛め付けられた身体を町奉行所専属の医師に診せた。それから今回の一件の尋問が始まるのかと覚悟した陽炎に、祐正がかけたのは、予想外の言葉。

『……疲れたであろう。しばらくは何も考えず、ゆるりと身体を休めるがいい』

　祐正は役宅の一室を陽炎たちに与え、使用人に食事などの世話を命じたが、他は何も干渉してこなかった。多忙ゆえに放置されているのではない。祐正は在宅中、陽炎が話しかければ必ず応じてくれるのだから。

　いつしか陽炎は、祐正の帰宅を待ちわびるようになってゆき――。

「……それで、そのまま掃部頭様の役宅に住み込んで、世話を焼きまくってるって…上様と繫ぎを取るのに便利だから、とか言ってますけど、絶対、掃部頭様に惚れちゃってますよね」

「掃部頭は、あいつの死んだ父親と同じ年回りだしな…」

　思い返してみれば、まだ鬼讐丸の呪いに取り憑かれていた頃、陽炎が遊び相手に選ぶのはたいてい、祐正と…亡き父親と同年代の男だった。同じ呪いを受けた唯一の同どう朋ほうでもある父親と陽炎の仲は非常に良好だったから、何も言わず消えてしまった父の面影を、無意識に求めていたのだろう。旗本の家に生まれながら驕おごらず、思慮深く、数多の与よ力りきや同どう心しんたちを纏め上げるだけの求心力もある祐正は、陽炎の理想そのものかもしれない。

「でも確か、掃部頭様には奥方様と、ご嫡ちゃく男なんもいらしたはず…」

「あの男が、そんなことを気にすると思うか？」

「……思いません」

　処置無し、とばかりに咲が首を振る。おそらく祐正にとって、光彬から預かった陽炎を丁重に扱うのは当然のことなのだ。親身になって気遣うのも、生まれ持った気性ゆえだろう。そこに何の意図も無い。ただ、厄介な男に見込まれてしまっただけなのだ。

「…まあ、掃部頭は真っ直ぐだが、上様よりは世間の裏というものを知っている。あいつに猛攻をかけられても、容易たやすく押し切られはしないだろう……たぶんな」

　それに、陽炎が祐正と誼よしみを通じておくのは、決して悪いことではない。町奉行たる祐正はあくまで光彬の臣下だ。御台所であろうと、妻に過ぎぬ純皓に、一切の情報も漏らしはしないだろう。だが、陽炎が祐正を籠ろう絡らくすれば、陽炎経由で祐正の持つ情報を手に入れられるようになる。幕府の礎いしずえたる幕閣がどのように動き、何を画策しているのか――純皓が最も欲する情報を。

　かつて、神しん君くんを担かつぎ上げ、幕府を打ち立てた者たちの末まつ裔えいが、光彬の血筋を残そうと躍やっ起きになっているのは、純皓も把握している。けれど、光彬は純皓だけのものだ。純皓が光彬の子を産めず、光彬もまた純皓の子を産めない以上、他の女に光彬の種を孕ませてやるつもりなど無い。どれほど多くの人間を嘆かせることになろうと、決して。

　未だ見えざる敵を睨み付ける純皓の眼差しに、迷いなど欠片も存在しなかった。











電子版あとがき









　こんにちは、宮みや緒お葵あおいです。『華は褥しとねに咲き狂う』、二巻目もお楽しみ頂けましたでしょうか。（このお話は前レーベルさんの休刊に伴ともない、新書館さんに移籍し、改めて出し直して頂いたものです）




　せっかくの恵え渡どワールドということで、時代もののお約束をてんこ盛りにしてみました。前回は純すみ皓ひろに押されぎみだった光みつ彬あきも、今回はあちこち動き回っております。それに合わせて舞台は広がり、新キャラも多数登場し、お恵渡もずいぶんと賑にぎやかになりました。

　新キャラの甲か斐い田だ隼はや人とは、小こ納なん戸ど頭とう取どりというちょっと耳慣れない役職ですが、こちらは実在した役職です。

　史実の江戸時代、幕末期に小納戸や小こ姓しょう頭取を務めた方から明治時代に体験談を聴き取った資料が存在するのですが、『将軍様は御小姓から離れている方が良かったのですか（要約）？』という質問に対し、『そんなことはない。大奥には御お年とし寄よりなどの色々難しい人たちばかりなので、将軍様が一番気楽に過ごされたのは中なか奥おくです。大奥はとにかく規律が厳しいので、表の方が楽なのです（要約）』というふうに答えています。この答えから、何となく『上様が一番くつろげたのは大奥じゃない、中奥なんだ』というそこはかとない自負と対抗心を嗅かぎ取った結果、生まれたのが隼人でした。史実では、将軍の身近に侍はべると寵ちょうも得やすいが、同時に勘かん気きも被こうむりやすいということで、お家取り潰しを防ぐために次男以下が就つくケースが多かったそうですが、恵渡の幕ばく臣しんは上様の傍に居ることが最大の歓よろこびなので、きっと隼人は長男だと思います。そっくりな弟が何人も居そうです。地位としては老ろう中じゅうの方が遥かに高いのに、物理的な距離が近い分、陽ノ本では老中よりも憧れの御役目かもしれません。

　陽ノ本は史実の江戸をなぞっていたりいなかったりする世界ですが、中奥と大奥の対立は私の創作です。勿論、『太た刀ち持もち』も。

　でも、小姓たちが将軍の閨ねやのお相手をしていたのは事実のようです。大奥には事前に連絡を入れておかなければ出向けませんでしたし、色々決まり事も多く窮きゅう屈くつで、だったら気心の知れた小姓の方が気楽…となった将軍も多かったみたいですね。隼人たちにもチャンスはいっぱいあるので、これからも頑張って欲しいところです。

　虎こ太た郎ろうは、将軍様と言ったら火消と町奉行、という私の思い込みと好みから生まれたキャラでした。前作にも名前だけちょこっと登場した小こ谷たに祐すけ正ただと一緒に、登場させられて良かったです。小谷のモデルは言わずと知れたあの方ですが、厄介すぎる男に執着されてしまっては、さすがの名奉行も苦戦しそうですね。虎太郎や光彬の祖父の彦ひこ十じゅう郎ろうにつきましても、まだまだ語り尽くせていないので、いつかお話に出来ればいいなと思っています。

　そして、今回の最大の目標は、何と言っても純皓に花おい魁らんの格好をさせることでした。攻が花魁ならライバルも花魁であって欲しい、あと上様に立ち回りもさせたい、両想いなんだからいちゃいちゃもさせたい…と色々盛り込みながら書く時間は、楽しくて楽しくてたまりませんでした。書いても書いてもまだ書きたいことが尽きず、泣く泣く削った部分もたくさんあります。ページ数の上限が無ければ、倍くらいになっていたかもしれません。

　厳しい身分制度に縛られたがんじがらめの世界かと思いきや、実はそうでもなく、抜け道もあり、理想と現実が混こん沌とんと融とけ合っている。まだ戦国の荒々しさを引きずっていた初期、安定と爛らん熟じゅくの中期、腐ふ敗はいから滅びにひた進む末期とでは、世相も少しずつ変わってくる。江戸は、魅力に満ち溢れた時代だと思います。今回のお話にも、史実のエピソードがちらほら入っていますので、これをきっかけに興味を持って頂けると嬉しいです。




　今回も、イラストは小お山やま田だあみ先生に描いて頂けました。小山田先生、ご多忙にもかかわらず、快くお引き受け下さりありがとうございました…！　今回は純皓が花魁だったり手て代だいだったり遊び人だったり御み台だい所どころだったりと、登場シーンごとに違う格好をしているので、前回にも増してお手間を取らせたかと思います。いつでも麗しい純皓、凛り々りしい光彬に祐正や虎太郎まで拝見出来て、感動しました。

　何よりも、ここまでお読み下さった皆様、重ね重ねありがとうございます。恵渡の世界を拡ひろげられたのも、皆様の応援があってこそです。この後も『華は褥に咲き狂う～悪華と純華～』、『華は褥に咲き狂う～火華と刃～』とお話は続いていきますので、お恵渡と光彬と純皓の行く末を見守ってやって下さいませ。スピンオフ『桜吹雪は月に舞う』もよろしくお願いします。

　それではまた、どこかでお会い出来ますように。
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Novel　　　　宮緒 葵［みやお・あおい］




８月５日生まれ。獅子座・Ｏ型

小説家。主な作品に「奈落の底で待っていて」（新書館）、「乳親」（リブレ）がある。







Illustration　 小山田あみ［おやまだ・あみ］




５月１日生まれ。牡牛座・Ｏ型。

イラストレーター。主な作品に「捜査官は愛を乞う」シリーズ（鳥谷しず・著／新書館）がある。
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本作品は、二〇一七年一月一〇日、海王社よりガッシュ文庫として刊行されたものを、ディアプラス文庫の形式で電子書籍化したものです。デジタル版は一部紙版と異なる場合がございます。




作品はすべてフィクションです。実在の人物、団体、事件などにはいっさい関係ありません。




本書の無断複製（コピー、スキャン、デジタル化）等並びに複製物の無断譲渡及び配信は、著作権法上での例外を除き禁じられています。また、本書を代行業者等の第三者に依頼して複製する行為は、たとえ個人や家庭内での利用であっても一切認められておりません。
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